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　関西大学では2000年度よりアドミッション・オフィス入学試験（AO入試）を実施しています。「AO入試」にはさまざまな形態が
あり、AO入試の趣旨、選考方法は実施する大学によって多種多様で、同じ形式ではありません。AO入試への出願を考えるにあたり、
その制度について理解を深めることが合格への第一歩です。
　このガイドブックは、関西大学のAO入試の情報を満載していますので、ぜひ参考にしてください。みなさんの積極的なチャレンジ
を期待しています。

関西大学をめざす皆さんへ
　皆さんはなぜ大学へ進学したいと考えていますか。どのようなことを関
西大学で学びたいと思っていますか。皆さんが関西大学に入学して、どの
ように学び、どのような人間になって、社会に出て行くのか、その背景と
意欲、目標について、AO入試では問いかけます。
　主体的、積極的に学ぶ姿勢と関西大学で学びたいという意欲と熱意、そ
のことを的確に伝えるコミュニケーション能力や表現力、プレゼンテーシ
ョン力、また、その説明が論理的で説得力を持っているかというような点
を評価します。成績で表される知識や技能だけではなく、多様な考え方を
受け止め、物事をどのように捉え対応していくのかという皆さんの人物像
と皆さんの持つ目標を多面的に評価するのがAO入試です。
　皆さんが関西大学で得たいものは一体何でしょうか。なぜ関西大学でそ
のことを学びたいのか、いままであなたが行ってきた活動をもとに、その
背景と動機を説明してください。そして、どのような学びを関西大学で行
い、その学びを社会でどのように活かしていくのか。自分自身のいままで
の活動が、これからのあなたの未来にどのようにつながるのかを的確にイ
メージし、あなたの夢や思いが関西大学に入学することでかなうことを言
葉にして、あなた自身が考えた方法で表現してください。
　関西大学には「学の実化」という学是があります。これは、大学での学
びや体験は社会とつながっており、社会に出てそれを役立ててほしいとい
う関西大学の思いが込められています。このような「学の実化」の精神を
あなたが関西大学での学びの中で実践していけることをアピールしてくだ
さい。関西大学への入学から卒業、そして、社会に出て、社会を先導する
人材になり、ご自身の夢をかなえることを宣言してください。
　同時に、いままでの学習や様々な体験も大切にしなければなりません。
どの学部に進んでも基礎的な学力は重要です。また、いままでの経験が、
いまのあなたの礎になっています。いまの学びと体験のひとつひとつがあ
なたの目標につながる道の第一歩であることも確認しましょう。それらの
学びと体験が、関西大学につながり、社会につながっていることを示して
ください。
　多くの皆さんが、関西大学のAO入試を通して、すばらしい学びのチャ
ンスを得られることを期待しています。関西大学で皆さんを待っています。

関西大学 学長　　　　　
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８月5日（土）・6日（日）

AO入試説明会
（サマーキャンパス）

全学部対象

６⺼11日（日）

AO入試説明会
（グリーンキャンパス）

全学部対象

千里山キャンパス

７月29日（土）

AO入試説明会
（サマーキャンパス）

人間健康学部対象

堺キャンパス

　本学のAO入試は、書類選考や面接、小論文、プレゼンテーション等を中心として、学科試験だけでは見出しにくい受験生のもつ多
面的な能力、意欲・熱意や個性を積極的に評価します。
　将来あなたがめざしているもの、またそのために関西大学で何を学びたいかを明らかにし、その意欲をあなたの活動や実績などを
通して自らアピールしていく必要があります。

関西大学のAO入試とは

　第１次選考は書類選考を行い、その合格者に対して面接、小論文、プレゼンテーション等による第２次選考を行います。選考は、学
力や活動内容そのものだけを評価するものではありません。出願書類や面接等から各学部の「求める学生像」に合致しているかどうか、
能力、意欲、個性などを総合的に評価します。

選考方法

以下のオープンキャンパスにて、AO入試説明会を開催予定です。なお、説明会等への参加はAO入試出願の要件ではありません。

AO入試 イベントカレンダー（予定）

AO入試 選考カレンダー

千里山キャンパス

書類選考

9月1日（金）～9月5日（火） 10月5日（木）

第１次選考出願受付
● Webデータ登録
● 入学検定料納入
● 書類送付【締切日消印有効】

第１次選考合格者発表

政策創造学部 10月21日（土）

第２次選考

● 入学検定料納入

10月6日（金）～10月11日（水） 10月22日（日）

第２次選考出願受付

11月1日（水）

第２次選考合格者発表

いずれのイベントも内容は2023年5月時点の予定です。開催形式を変更する可能性もありますのであらかじめご了承ください。
イベントの詳細は「関西大学入学試験情報総合サイト Kan-Dai web」でご確認ください。
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学部 変更点 2024年度入試

法学部

【Ⅰ型】
学部で特に定める基準

学部で特に定める基準を変更します。
以下に示す英語外部試験の基準（CEFR B2レベル以上）のうち、いずれかのグレードまたはスコアを有すること。 
 
● Cambridge English B2 First（for Schoolsを含む）以上を受検し、160点以上
● 実用英語技能検定準１級以上を受検し、CSEスコア2,300点以上（CBT、S-CBT、S-Interviewも対象）
● GTEC（４技能）AdvancedまたはCBTを受検し、1,180点以上（OFFICIAL SCORE CERTIFICATEに限る）
● IELTS 5.5以上（アカデミック･モジュールに限る）
● TEAP（Reading/Listening＋Writing＋Speaking）309点以上
● TEAP CBT（４技能）600点以上
● TOEFL iBT® 72点以上
● TOEIC® Tests L&R 785点以上かつS&W 310点以上

※グレードまたはスコアは出願時において過去2年以内に取得したものとします。
※TOEFL iBT® Home Editionは対象としません。
※TOEFL iBT®は、Test Dateスコア（各テスト日の試験結果）のみを利用します
  （「MyBestTM scores」は利用しません）。
※TOEFL ITP®テストおよびTOEIC® L&R/S&W IPテストのスコアは対象となりません。

学部で特に定める資料

学部で特に定める資料を変更します。
「英文での小論文」を廃止し、「入学志望理由書」（2,000字程度）の提出を求めます。
また、「学部で特に定める基準」に示す、英語外部試験のグレードまたはスコアを有することを証明する書類（試
験実施機関が発行した証明書等）を提出してください。

選考方法

第１次選考および第2次選考の選考方法を変更します。
１　第１次選考について
「入学志望理由書」および出願書類による書類選考を行います。
２　第２次選考について
英文資料の内容を理解する能力を問う問題（90分、日本語200字程度で要旨を作成）と面接（口頭試問を含む）
で総合的に評価します。英文資料は、第２次選考日当日に配付します。面接（口頭試問を含む）には、「入学志望
理由書」に関する質問も含みます。

経済学部
【社会人】

学部で特に定める資料

学部で特に定める資料を変更します。
「自由エッセイ」および「将来設計書」を廃止します。
また、従来より提出を求めている「入学志望理由書」について、字数を【400字程度】から【2,000字程度】に
変更します。

商学部

【（1）ビジネスプラン・
コンペティションで

優れた成績をあげた者】
学部で特に定める基準

学部で特に定める基準のうち、「（1）ビジネスプラン・コンペティションで優れた成績をあげた者」を以下のとおり
一部変更します。

● 関西大学ビジネスプラン・コンペティション（KUBIC）に出場し、本選会に出場する資格を得た者。
● KUBIC以外の全国レベルのビジネスプラン・コンペティションで優勝または準優勝した者。ただし、ビジネスプ
　 ラン・コンペティションに団体で参加した場合は、リーダーとしての役割を果たした者に限ります。

※各学部の変更点に関する詳細は、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

2024年度ＡＯ入試の主な変更点について
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Admission Office
AO
2023年度  結果と講評
選考者・合格者からのメッセージ

AO入試の実施方法等は、各学部において毎年見直しを行っています。
このため、結果と講評はあくまでも2023年度入試についての内容であることにご留意ください。
2024年度AO入試につきましては、「2024年度AO入学試験要項」にてご確認ください。

■ 法学部

■ 文学部

■ 経済学部

■ 商学部

■ 社会学部

■ 政策創造学部

■ 外国語学部

■ 人間健康学部

■ 総合情報学部

■ 社会安全学部

■ システム理工学部

■ 環境都市工学部

■ 化学生命工学部
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法学部教授 上田 真二

法学部
～社会問題を法律・政治の視点で読み解き、社会に貢献できる人材育成をめざして～
文章の正確な読解力、他者の意見を理解した上で自己の見解を洗練させる能力、
自己の見解を論理的に構築し、表現できる能力を評価します。

　法学部のAO入試は、一般入試とは異なり、高校までの知識ではなく、大学での学びに対応できる論理的思考力・表
現力を測定している試験です。法学部入学後は、法学・政治学の幅広い科目を、自らの興味・関心に応じて積極的に履
修することになります。その際には、法律学においては、制度・判例・学説の、政治学においては理論・現状分析の基礎
を習得し、現実社会において法律・政治がどのように機能しているかを自分なりに考えていくことが必要です。そのた
めには、まず法律・政治・社会問題に関する文章を正確に読解し、その内容・見解を理解した上で、自己の立場を明確
にする必要があります。
　以上の観点から、法学部では、3つのAO入試方式を導入しています。第1は、英語の文章による正確なコミュニケ
ーションの能力を測る試験です。問題として示された英文における筆者の主張を正確に理解した上で、自分の見解を
伝えることができるかが問われます。第2は、指定された図書を読んで、当該図書を出発点に社会について考察する
能力を測る試験です。指定図書の著者の考え抜かれた理論を自分で正確に理解した上で、その意義や、現実社会に
とってどのような意味を持っているかを適切に表現できるかを問う試験です。第3は、法曹(裁判官・検察官・弁護士)志
望者を対象とする試験です。法曹になるためには、法律や判例の正確な理解の前提として、論理的思考力・表現力が
不可欠です。問題文や課題資料を正確に読み解き、自らの意見を表明することを通じて、これらの能力を測ります。
　法学・政治学を学ぶ熱意にあふれる多くの方が、AO入試にチャレンジされることを期待しています。

合格者からのメッセージ

　冤罪や検察官の過誤のニュースに疑問を感じ、調べる中で弁護士や裁判官、検察官などの職務の難易度、大きな責任感、絶え
間ない努力を理解し、それまでの偏見がポジティブなイメージに変わりました。そして私も法曹界に入り、人々の役に立ちたいと
考えるようになりました。
　大学では早期から「法曹プログラム」に参加して法学や法曹の役割を学びつつ、実践に役立つ生きた知識に発展させていきた
いです。さらに3年で大学を早期卒業し、大学院に進学して専門知識と英語力をより向上させたいと考えています。
　その後は地域の人々と共に良いまちをつくりながら、1件でも冤罪を減らせる弁護士をめざし、法学の専門知識と英語力を活か
した、グローバルな視点を持つ弁護士として活躍する夢を叶えたいです。

冤罪を減らす弁護士になる夢を、伝統ある関西大学法学部で叶えたい。

所属学部を志望したきっかけは？
　中学生の時に、弁護士の方が主催するイベントで聞いた話がきっかけで、弁護士という仕事に魅力を感じました。弁護
士について調べていくにつれ、私たちの日常生活において法が欠かせないことに気づき、将来は弁護士となり、よりよい
社会をつくりたいと思い法学部を志望しました。

関西大学でチャレンジしてみたいことは？
　弁護士をめざすうえで必要となる六法の勉強に取り組み、司法試験にチャレンジしたいです。今後は3年で学部を早期卒業
して大学院に進学することを第一の目標として、最終的には最大の目標である司法試験に合格できるよう取り組みたいです。

　高校の歴史の授業で、時代と共に生み出されていく様々な法律に興味を持ち、大学では法律を学びたいと考えました。関西
大学法学部のAO入試を選んだ理由は、まず公務員志望の学生を支援する「公務員プログラム」が開講されていたことです。
　また学科試験では測ることのできない、受験生それぞれが持つ能力や意欲を評価してもらえることに大きな魅力を感じ、高
校で学業と部活動との両立で身につけた力を発揮できると感じた点も志望理由の1つです。
　大学では法律や住み心地の良いまちづくりに必要な知識や考えを学び、将来は地方自治体に就職したいと考えています。大学
で学んだ法律の知識や考え方を活かして、地域に密着した住み心地のよいまちづくりに関わる人材になることが私の目標です。

学科試験では測れない能力・意欲を評価してもらえる点がAO入試の大きな魅力。

清丘 俊

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　高校で吹奏楽部に所属しており、人前でも緊張せずに自分の持っている力を発揮するための正しい呼吸法や本番前のル
ーティン、緊張した時の脱力法をトレーニングしていました。試験当日も雰囲気にのまれず落ち着いて臨むことができました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　一般入試は設問に正答することが求められますが、AO入試は活動実績に基づいた自分の意見や関西大学の志望学部
で学びたいという意欲や熱意を、小論文や面接を通して表現することが評価されます。自信をもって頑張ってください。

法学政治学科

愛媛県
私立 済美高等学校出身

森川 大心

法学政治学科

大阪府
私立 箕面自由学園高等学校出身

吉田 千夏
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法学部教授 上田 真二

法学部
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　以上の観点から、法学部では、3つのAO入試方式を導入しています。第1は、英語の文章による正確なコミュニケ
ーションの能力を測る試験です。問題として示された英文における筆者の主張を正確に理解した上で、自分の見解を
伝えることができるかが問われます。第2は、指定された図書を読んで、当該図書を出発点に社会について考察する
能力を測る試験です。指定図書の著者の考え抜かれた理論を自分で正確に理解した上で、その意義や、現実社会に
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して大学院に進学することを第一の目標として、最終的には最大の目標である司法試験に合格できるよう取り組みたいです。

　高校の歴史の授業で、時代と共に生み出されていく様々な法律に興味を持ち、大学では法律を学びたいと考えました。関西
大学法学部のAO入試を選んだ理由は、まず公務員志望の学生を支援する「公務員プログラム」が開講されていたことです。
　また学科試験では測ることのできない、受験生それぞれが持つ能力や意欲を評価してもらえることに大きな魅力を感じ、高
校で学業と部活動との両立で身につけた力を発揮できると感じた点も志望理由の1つです。
　大学では法律や住み心地の良いまちづくりに必要な知識や考えを学び、将来は地方自治体に就職したいと考えています。大学
で学んだ法律の知識や考え方を活かして、地域に密着した住み心地のよいまちづくりに関わる人材になることが私の目標です。

学科試験では測れない能力・意欲を評価してもらえる点がAO入試の大きな魅力。

清丘 俊

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　高校で吹奏楽部に所属しており、人前でも緊張せずに自分の持っている力を発揮するための正しい呼吸法や本番前のル
ーティン、緊張した時の脱力法をトレーニングしていました。試験当日も雰囲気にのまれず落ち着いて臨むことができました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　一般入試は設問に正答することが求められますが、AO入試は活動実績に基づいた自分の意見や関西大学の志望学部
で学びたいという意欲や熱意を、小論文や面接を通して表現することが評価されます。自信をもって頑張ってください。

法学政治学科

愛媛県
私立 済美高等学校出身

森川 大心

法学政治学科

大阪府
私立 箕面自由学園高等学校出身

吉田 千夏

【AO入試のポイント】
　法学部AO入試では、従来型の筆記試験による入試では判定できない能力を評価の対象とします。具体的には、文章読解力、正確で柔軟な思考力および明晰な
意見表明能力等を評価し、法学部での学習に対応できる能力と適性を有しているか否かを判定します。日頃から、現実に生じている社会問題に関心を抱き、それ
について熟考し、自己の意見を形成するとともに、その意見を他人に説得力をもって説明することのできる学生を求めています。そのために、言葉を大切にする姿
勢や文章を論理的に構成する能力が重視されます。また、当然のことですが、法学部での勉学を強く希望し入学を志す者であることも要求されます。
　以下、【Ⅰ型】、【Ⅱ型】、【Ⅲ型】に分けて実施概要と評価ポイントを説明します。

第１次選考（書類選考）について　【 Ⅰ 型 】 英語運用能力重視型

　第１次選考では、「法律もしくは政治に関する事項をタイトルに挙げ、それについて、自己の見解を述べなさい。」という設問のもとで、英文での小論文（本学指定
用紙で本文600ワード～750ワード程度）を課しました。なお、Cambridge English B2 First（for Schools を含む）以上を受検し、160点以上／実用英語技能検
定準１級以上を受検し、CSEスコア2,300点以上（CBT、S-CBT、S-Interviewも対象）／GTEC（４技能）AdvancedまたはCBTを受検し、1,190点以上
（OFFICIAL SCORE CERTIFICATEに限る）／IELTSTM 5.5以上（アカデミック・モジュールに限る）／TEAP（Reading/Listening ＋ Writing ＋ Speaking）
309点以上／TEAP CBT（４技能）600点以上／TOEFL iBT® 72点以上／TOEIC® Tests 1,095点以上（L&R 785点以上、S&W 310点以上）のうち、いず
れかのグレードまたはスコアを有する者については、第１次選考を合格とし、「英文での小論文」の提出を免除しました（詳細は2023年度AO入試要項に記載）。

　評価にあたっては、特にテーマ設定の適切さ（社会にとって重要な事項かどうか等）、正確で深い思考力（採りあげた事項を客観的かつ正確に把握し、分
析しているかどうか、それに対して独創的な解釈を展開しているかどうか等）、文章全体の構成力（個人的・主観的な感想や情緒的な散文・随筆ではなく、論理
的かつ説得力のある議論を展開しているかどうか、推敲の完成度等）、そして文章表現の適切さ（初歩的な文法事項やスペルのミスがないかどうか、明晰で理
解可能な英文になっているかどうか等）を勘案して、総合的に評価しました。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第１次選考（書類選考）について　【 Ⅱ型 】 文献読解能力重視型 

　第１次選考では、「指定図書を読み、そこで取り扱われているテーマのうち、あなたが最も重要と考えるものについて論じなさい。その際、そのテーマが、あなただ
けでなく、社会全体にとってなぜ重要であるかということを説明すること。なお、指定図書の著者の見解にしたがう必要はなく、批判的に考察してもよい。」という設
問のもとで、「指定図書についての小論文（任意テーマ）」（本学指定用紙で2,000字程度、2,500字上限）を課しました。指定図書は、坂井豊貴著『多数決を
疑う─社会的選択理論とは何か』（岩波新書）でした。

　評価にあたっては、特にテーマ設定の適切さ（社会にとって重要なテーマかどうか等）、正確で深い思考力（指定図書の内容を客観的かつ正確に把握し、分
析しているかどうか、採りあげたテーマに対して、独創的な解釈を展開しているかどうか等）、文章全体の構成力（個人的・主観的な感想や情緒的な散文・随筆
ではなく、論理的かつ説得力のある議論を展開しているかどうか、推敲の完成度等）、そして文章表現の適切さ（誤字・脱字、日本語の「て・に・を・は」の用法等
に不備がないかどうか、明晰で理解可能な文になっているかどうか）などを勘案して総合的に評価しました。

■ 実施概要

評価ポイント

第１次選考（書類選考）について　【 Ⅲ型 】 法曹志望者特化型

　第１次選考では、「入学志望理由書」（本学指定用紙で2,000字程度、2,500字上限）と「将来計画書」（本学指定用紙で2,000字程度、2,500字上限）の
提出を求めました。「入学志望理由書」では、「法曹を志望する理由について、あなたが抱いている法曹イメージをできれば具体的な体験を踏まえて描写しながら
記入してください。」という課題を設定しました。また、「将来計画書」では、「関西大学法学部入学後の４年間で、あなたがどのように学習していくか、および将来
法曹としてどのように活動していくかについて、記入してください。」という課題を設定しました。

　評価にあたっては、特に法曹を志望する意図が明確に示されているかどうか、適切で実効的な学習計画を立てているかどうか、正確で深い思考力、文章全体
の構成力（個人的・主観的な感想や情緒的な散文・随筆ではなく、論理的かつ説得力のある議論を展開しているかどうか、推敲の完成度等）、そして文章表現の
適切さ（誤字・脱字、日本語の「て・に・を・は」の用法等に不備がないかどうか、明晰で理解可能な文になっているかどうか）などを勘案して総合的に評価しました。

■ 実施概要

評価ポイント

5ADMISSION OFFICE 2024



法学部

法学部

Ⅰ型（英語運用能力重視型）

Ⅱ型（文献読解能力重視型）

Ⅲ型（法曹志望者特化型）

法学政治学科

学科（専攻・専修）

計

学部

9

16

4

29

合格者

29

33

13

75

合格者

29

41

16

86

25

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

第2次選考（筆記試験と面接）について　【 Ⅰ型 】 英語運用能力重視型

　第２次選考では、まず選考日当日に英文資料を配付し、「英文資料の内容を理解する能力を問う問題」を課しました。具体的には、日本語200字程度でその要旨を
作成するというものでした（試験時間90分）。次に、この「英文資料の内容を理解する能力を問う問題」に対する各受験生の解答について、面接によって質疑応答
をしました（面接時間10分、１名の受験生に対し面接員２名）。

（1）「英文資料の内容を理解する能力を問う問題」については、200字程度という限られた字数の中で、英文資料の内容を深く正確に理解しているか否かが最
大のポイントになります。また、文章表現の適切さ（誤字・脱字、日本語の「て・に・を・は」の用法等に不備がないかどうか、明晰で理解可能な文になっているか
どうか等）も評価の対象になります。

（2）面接の主たる目的は、受験生が英文資料の内容を正確に理解しているか否かを確認することです。さらに、面接員の質問を正確に理解し、質問に対する
的確な答えを論理的に表現する能力があるかどうか、他者からの意見や批判を取り入れて誤りを修正し、さらに自己の見解を発展させる能力があるかどうか
も評価の対象になります。

■ 実施概要

評価ポイント

第2次選考（筆記試験と面接）について　【 Ⅱ型 】 文献読解能力重視型

　第２次選考では、まず第１次選考で課した指定図書についての課題テーマを発表し、それについて小論文を作成するという課題を課しました（計1,000字程度、
1,500字上限、試験時間90分）。次に、小論文の内容に関して、面接によって質疑応答をしました（面接時間10分、１名の受験生に対し面接員２名）。

（1）課題テーマに対する小論文については、指定図書全体の内容を深く正確に理解したうえで、課題テーマに対して的確な解答をしているかどうかが最大のポイント
になります。なお、必ずしも指定図書の個別の内容を専門的なレベルで理解することを求めるものではありませんが、社会制度や社会問題等について、正確な理
解を踏まえたうえで考察を展開できているかどうかも重要です。さらに、第１次選考と同様に、文章全体の構成力、文章表現の適切さなども評価の対象になります。

（2）面接の主たる目的は、受験生が小論文に書いた内容やその意図を確認することです。さらに、面接員の質問を正確に理解し、質問に対する的確な答え
を論理的に表現する能力があるかどうか、他者からの意見や批判を取り入れて誤りを修正し、さらに自己の見解を発展させる能力があるかどうかも評価
の対象になります。

（1）長文読解については、課題資料で論じられている内容を正確に理解しているかどうか、小論文については、課題テーマに対して論理的かつ説得力
のある解答をしているかどうかが最大のポイントになります。また、第１次選考と同様に、文章全体の構成力、文章表現の適切さなども評価の対象
になります。

（2）面接の主たる目的は、受験生が小論文に書いた内容やその意図を確認することです。さらに、面接員の質問を正確に理解し、質問に対する的確な答え
を論理的に表現する能力があるかどうか、他者からの意見や批判を取り入れて誤りを修正し、さらに自己の見解を発展させる能力があるかどうかも評価
の対象になります。

（3）なお、第２次選考における評価にあたっては、必ずしも法的知識の有無を問うことが目的ではないことを付言します。

■ 実施概要

評価ポイント

第2次選考（筆記試験と面接）について　【 Ⅲ型 】 法曹志望者特化型

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

　第２次選考では、まず選考日当日に資料を配付し、それについて長文読解（600字程度）と小論文（課題テーマ、800字程度、1,000字上限）を課しました
（試験時間90分）。次に、長文読解と小論文の内容に関して、面接によって質疑応答をしました（面接時間10分、１名の受験生に対し面接員２名）。

■ 実施概要

評価ポイント
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第2次選考（筆記試験と面接）について　【 Ⅰ型 】 英語運用能力重視型

　第２次選考では、まず選考日当日に英文資料を配付し、「英文資料の内容を理解する能力を問う問題」を課しました。具体的には、日本語200字程度でその要旨を
作成するというものでした（試験時間90分）。次に、この「英文資料の内容を理解する能力を問う問題」に対する各受験生の解答について、面接によって質疑応答
をしました（面接時間10分、１名の受験生に対し面接員２名）。

（1）「英文資料の内容を理解する能力を問う問題」については、200字程度という限られた字数の中で、英文資料の内容を深く正確に理解しているか否かが最
大のポイントになります。また、文章表現の適切さ（誤字・脱字、日本語の「て・に・を・は」の用法等に不備がないかどうか、明晰で理解可能な文になっているか
どうか等）も評価の対象になります。

（2）面接の主たる目的は、受験生が英文資料の内容を正確に理解しているか否かを確認することです。さらに、面接員の質問を正確に理解し、質問に対する
的確な答えを論理的に表現する能力があるかどうか、他者からの意見や批判を取り入れて誤りを修正し、さらに自己の見解を発展させる能力があるかどうか
も評価の対象になります。

■ 実施概要

評価ポイント

第2次選考（筆記試験と面接）について　【 Ⅱ型 】 文献読解能力重視型

　第２次選考では、まず第１次選考で課した指定図書についての課題テーマを発表し、それについて小論文を作成するという課題を課しました（計1,000字程度、
1,500字上限、試験時間90分）。次に、小論文の内容に関して、面接によって質疑応答をしました（面接時間10分、１名の受験生に対し面接員２名）。

（1）課題テーマに対する小論文については、指定図書全体の内容を深く正確に理解したうえで、課題テーマに対して的確な解答をしているかどうかが最大のポイント
になります。なお、必ずしも指定図書の個別の内容を専門的なレベルで理解することを求めるものではありませんが、社会制度や社会問題等について、正確な理
解を踏まえたうえで考察を展開できているかどうかも重要です。さらに、第１次選考と同様に、文章全体の構成力、文章表現の適切さなども評価の対象になります。

（2）面接の主たる目的は、受験生が小論文に書いた内容やその意図を確認することです。さらに、面接員の質問を正確に理解し、質問に対する的確な答え
を論理的に表現する能力があるかどうか、他者からの意見や批判を取り入れて誤りを修正し、さらに自己の見解を発展させる能力があるかどうかも評価
の対象になります。

（1）長文読解については、課題資料で論じられている内容を正確に理解しているかどうか、小論文については、課題テーマに対して論理的かつ説得力
のある解答をしているかどうかが最大のポイントになります。また、第１次選考と同様に、文章全体の構成力、文章表現の適切さなども評価の対象
になります。

（2）面接の主たる目的は、受験生が小論文に書いた内容やその意図を確認することです。さらに、面接員の質問を正確に理解し、質問に対する的確な答え
を論理的に表現する能力があるかどうか、他者からの意見や批判を取り入れて誤りを修正し、さらに自己の見解を発展させる能力があるかどうかも評価
の対象になります。

（3）なお、第２次選考における評価にあたっては、必ずしも法的知識の有無を問うことが目的ではないことを付言します。

■ 実施概要

評価ポイント

第2次選考（筆記試験と面接）について　【 Ⅲ型 】 法曹志望者特化型

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

　第２次選考では、まず選考日当日に資料を配付し、それについて長文読解（600字程度）と小論文（課題テーマ、800字程度、1,000字上限）を課しました
（試験時間90分）。次に、長文読解と小論文の内容に関して、面接によって質疑応答をしました（面接時間10分、１名の受験生に対し面接員２名）。

■ 実施概要

評価ポイント

文学部教授 土屋 純

文学部 学びへの熱い情熱と
論理的に考えて表現する力を高く評価します。

　関西大学文学部の大きな特徴は、多彩な性格をもつ16の専修が連携して教育を行う点にあります。しかも、入学時から特定
の専修に所属するのではなく、2年次から専修に分属するという仕組みになっています。これにより、1年次を中心に「幅広い
教養」を学びながら、2年次からは各専修での専門的な教育により「高度な専門的知識・技法」を習得していきます。この２つの
能力を兼ね備えた、社会のさまざまな分野で活躍しうる、多様な人材の育成をめざしています。
　文学部のAO入試には、３つの方式があります。【自己推薦型】は、皆さんのさまざまな活動や資格をアピールしてもらう方式
です。【外国語能力重視型】は、外国語（英語、フランス語、ドイツ語、中国語）の運用能力をこれからの学びに生かしていきた
い人に向いています。外国語検定試験のスコアやグレードを評価の対象とするだけでなく、第２次選考でも外国語の読解問題
を課すことで、志願者の能力を多角的に測ります。【論文評価型】は、自分の学術的な関心に沿った任意のテーマによる論文を
提出していただく方式です。
　3つの方式に共通して、私たちがAO入試志願者に求めることは以下となります。まず、自分が文学部のなかでもどの専修で
の学びに関心をもっているのかをきちんと把握したうえで、それをこれまでに積み重ねてきた経験や実績と結びつけることが
重要です。単にこれまでの活動の結果を提示するだけでなく、その結果に至る過程で培ってきた知的関心と情熱が、志望する
専修で学びたいこととどのように関わるのかを積極的にアピールしてください。また、文学部の学びでは、文献を精確に読み
解き、それを通じて考えたことを論理的な文章で書き表すことが求められます。そのため、志願者の「考える力」や「表現する
力」を多角的に評価するために、第２次選考で小論文を課しています（【自己推薦型】と【論文評価型】において）。自分の伝えた
いことを明快な文章で筋道立てて書く能力は一朝一夕には身につきません。日頃から多くの文章に触れながら、文章力を高め
てください。私たちは、AO入試で入学してくる皆さんが、チャレンジ精神を発揮して、文学部を力強くリードする役割を担って
くれることを大いに期待しています。

合格者からのメッセージ

　関西大学文学部で地理学を深く学び、多くのフィールドワークに取り組みたいと考えAO入試に出願しました。きっかけは高校
で2020年7月の豪雨により、不通状態となったJR肥薩線の復旧を応援するプロジェクトのリーダーになったことです。リーダー
としての責任を負いつつ、人と人との繋がりの大切さを学ぶことができた非常に貴重な経験でした。
　この経験から、私は将来「人・もの・まち」をつなぐ仕事に就きたいと考え、その夢を実現するために関西大学文学部へ入学を
希望しました。大学ではフィールドワークを通してあらゆる立場の人と交流を重ね、人との繋がりを重視しつつ「まち」それぞれ
の良さを深く理解し、人々の営みを守り支える人材をめざします。

豊富なフィールドワークに参加し、将来は人々の営みを守り支える人材に。

　高校では様々な探究活動やディスカッション、研究の発表など学内外で多様な活動に力を入れ、対話には人や物事の背景
の理解、および異なる文化・思考と自己との比較によって得られる多面的な思考力が重要であると学びました。それらの経験
を活かし、将来はカメラマンとしてアメリカで映画製作に携わりたいと考えています。
　大学では各国の社会や文化、歴史などが作品の描写や内容にどう反映しているかを考察し、「映画と社会が相互に与える
影響力」について研究していきたいです。特に比較文化的な手法を用いた作品分析はぜひ学びたいと思っています。卒業後
は長年にわたり映画業界を牽引するアメリカの専門学校で学び、現地での活動をめざしています。

映画が社会に与える影響を、比較手法を用いた作品分析で学びたい。

所属学部を志望したきっかけは？
　関西大学文学部は１年次に多彩な専修の入門講義を履修し、広い分野の教養を身につけることができます。興味・関
心にとらわれず多様な知識を習得することで、多面的に考える力を養うことができると感じ文学部を志望しました。

出願書類を作成するうえで工夫した点や苦労した点は？
　出願書類は最初から文章に起こさないよう心がけ、入学志望理由書は大学で学びたいことなどを紙に書き起こし、
そこから文章構成を考えました。論文も同様に自分の興味・関心を書き起こし、それらに関係がある情報を調べて論文
を作成しました。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　高校の授業で行ったフィールドワークです。六甲山に登り山々がどう変化してきたかがわかる手掛かりを探す中で、時
代の変遷やそこで暮らす人々の歴史を感じ取ることができ、自分にとって役立つ経験でした。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　AO入試は継続した努力が活かされる入試です。関西大学で知識や学びをより深めたいという意欲を全力でぶつける
ことも大切だと感じました。努力し続けることできっと良い結果につながると思うので頑張ってください。

総合人文学科

愛知県
私立 名城大学附属高等学校出身

杉本 加奈

総合人文学科

兵庫県
県立 舞子高等学校出身

中西 剛徳
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【AO入試のポイント】
　関西大学文学部では、総合人文学科に置かれた16の多様な専門分野（専修）を選択し、学生それぞれのニーズに合わせた自由で多彩な学びを行うことができ
ます。文学部AO入試※においては、受験生の活動実績や能力、勉学への意欲などを多面的に評価します。
　関西大学文学部は、総合人文学科および各専修の内容をよく理解した上で、これまでの自身の経験を踏まえつつ、自らの学びを、どの専修において、どのように
実現していくかについて深く考えている者を求めています。
（※文学部AO入試においては、総合人文学科の15専修（初等教育学専修以外）で募集を行っています。）

第１次選考（書類選考）について

　文学部に所属する８名の選考委員が、「入学志望理由書」を中心に、「出願資格を証明する資料」、「調査書」などの内容を精査し、総合的な観点から第１次
選考合格者を決定しました。

（1）文学部で「何をどのように学びたいか」が具体的かつ明瞭に記され、学びへの積極的な意欲が読み取れること。
（2）これまでの活動実績、能力・資格などの内容が具体的に記されているとともに、そこからどのようなことを学んだのか、またその成果を文学部での勉学にどのよ
うに活かしたいのかが説得的に述べられていること。

　特に、【自己推薦型】では、①関西大学でしか学べないものとは何か、②自身の個性や情熱を活かすことのできる場が文学部でなければならない理由、が具
体的に書けているかどうかを評価しました。そのため、ただ単に部活動で活躍した、ボランティアに参加したといった事実だけを書くのではなく、そこで得られた
成果を、文学部のどの領域において、どのように活かすことができるのかを論理的に説明する必要があります。
　【外国語能力重視型】では、語学習得の目安となる各種外国語資格・検定試験のスコアやグレードを中心に、海外留学や異文化体験といった語学にまつ
わる経験・知識と希望専修との関連性などを考慮しつつ、総合的に評価しました。
　評価にあたっては、３つのいずれの方式においても、きちんとした日本語表現だけでなく、自分自身の体験を自らの言葉で具体的に述べ、学びへの意欲が
強く伝えられる「文章力」を重視しています。また、文学部での学びに必要な力とは、志願者が培ってきた能力や社会性だけではなく、専門的な知識や技術を
理解し、新たな発想を生み出す力です。
　そのためには、各専修で学ぶことができる内容を具体的に知り、自分の力がそこでどう活かせるのかを深く考える必要があります。オープンキャンパスや本学
のホームページ等を積極的に活用し、関西大学文学部や各専修についての情報・知識を得るだけでなく、それぞれの専修に所属している教員の研究テーマ
や執筆された書籍・論文の内容なども参考にしてください。

　①関西大学文学部で学びたいと考えるテーマに関する資料を集め、読解し、まとめる力、②自分の考えを自らの言葉で述べ、その理由を資料に基づいて論
理的に説明する力、の２点を評価しました。
　レポートではなく「論文」としての完成度を評価しますので、明確な問いが立てられているか、何を論じるのかが、冒頭の「序」や「はじめに」において、しっかり
と書かれていることが重要です。また「論文」であるからには、やはり多くの書籍や学術雑誌に掲載された論文をしっかりと読み、それらを引用する場合には、出
典として本文中に注で示すとともに、稿末にも参考文献として提示する必要があります。そのため、注がなく、参考文献が明記されていない論文や、参考資料
がインターネットからのみ、というものは評価が低くならざるを得ません。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

1. 「入学志望理由書」（３方式共通【自己推薦型】、【外国語能力重視型】、【論文評価型】）
　 次のような点を中心に「入学志望理由書」を評価しました。

2. 論文（【論文評価型】のみ）

評価ポイント

文学部
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【AO入試のポイント】
　関西大学文学部では、総合人文学科に置かれた16の多様な専門分野（専修）を選択し、学生それぞれのニーズに合わせた自由で多彩な学びを行うことができ
ます。文学部AO入試※においては、受験生の活動実績や能力、勉学への意欲などを多面的に評価します。
　関西大学文学部は、総合人文学科および各専修の内容をよく理解した上で、これまでの自身の経験を踏まえつつ、自らの学びを、どの専修において、どのように
実現していくかについて深く考えている者を求めています。
（※文学部AO入試においては、総合人文学科の15専修（初等教育学専修以外）で募集を行っています。）

第１次選考（書類選考）について

　文学部に所属する８名の選考委員が、「入学志望理由書」を中心に、「出願資格を証明する資料」、「調査書」などの内容を精査し、総合的な観点から第１次
選考合格者を決定しました。

（1）文学部で「何をどのように学びたいか」が具体的かつ明瞭に記され、学びへの積極的な意欲が読み取れること。
（2）これまでの活動実績、能力・資格などの内容が具体的に記されているとともに、そこからどのようなことを学んだのか、またその成果を文学部での勉学にどのよ
うに活かしたいのかが説得的に述べられていること。

　特に、【自己推薦型】では、①関西大学でしか学べないものとは何か、②自身の個性や情熱を活かすことのできる場が文学部でなければならない理由、が具
体的に書けているかどうかを評価しました。そのため、ただ単に部活動で活躍した、ボランティアに参加したといった事実だけを書くのではなく、そこで得られた
成果を、文学部のどの領域において、どのように活かすことができるのかを論理的に説明する必要があります。
　【外国語能力重視型】では、語学習得の目安となる各種外国語資格・検定試験のスコアやグレードを中心に、海外留学や異文化体験といった語学にまつ
わる経験・知識と希望専修との関連性などを考慮しつつ、総合的に評価しました。
　評価にあたっては、３つのいずれの方式においても、きちんとした日本語表現だけでなく、自分自身の体験を自らの言葉で具体的に述べ、学びへの意欲が
強く伝えられる「文章力」を重視しています。また、文学部での学びに必要な力とは、志願者が培ってきた能力や社会性だけではなく、専門的な知識や技術を
理解し、新たな発想を生み出す力です。
　そのためには、各専修で学ぶことができる内容を具体的に知り、自分の力がそこでどう活かせるのかを深く考える必要があります。オープンキャンパスや本学
のホームページ等を積極的に活用し、関西大学文学部や各専修についての情報・知識を得るだけでなく、それぞれの専修に所属している教員の研究テーマ
や執筆された書籍・論文の内容なども参考にしてください。

　①関西大学文学部で学びたいと考えるテーマに関する資料を集め、読解し、まとめる力、②自分の考えを自らの言葉で述べ、その理由を資料に基づいて論
理的に説明する力、の２点を評価しました。
　レポートではなく「論文」としての完成度を評価しますので、明確な問いが立てられているか、何を論じるのかが、冒頭の「序」や「はじめに」において、しっかり
と書かれていることが重要です。また「論文」であるからには、やはり多くの書籍や学術雑誌に掲載された論文をしっかりと読み、それらを引用する場合には、出
典として本文中に注で示すとともに、稿末にも参考文献として提示する必要があります。そのため、注がなく、参考文献が明記されていない論文や、参考資料
がインターネットからのみ、というものは評価が低くならざるを得ません。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

1. 「入学志望理由書」（３方式共通【自己推薦型】、【外国語能力重視型】、【論文評価型】）
　 次のような点を中心に「入学志望理由書」を評価しました。

2. 論文（【論文評価型】のみ）

評価ポイント

文学部

文学部

自己推薦型

論文評価型

英語

フランス語

ドイツ語

中国語

外国語能力重視型総合人文学科

学科（専攻・専修）

計

学部

6

3

0

0

2

1

12

合格者

9

8

0

0

3

4

24

合格者

28

25

0

0

8

14

75

志願者

第２次選考第１次選考

10

募集人員

第２次選考（課題と面接）について

　第２次選考では、第１次選考の合格者に対して、課題と面接を実施し、選考しました。

　１人につき最大で30分程度の面接を行い、①志望動機、②大学生活における展望、③資格や受賞歴の詳細、④卒業後の将来像、⑤留学などの異文化体
験への関心、⑥学業以外の能力や活動実績の詳細などの履歴に関わる内容や、これまでに学んできたこと、などについて質問しました。そして、⑦学業や課外活
動と希望専修との関係性、⑧関連学問への理解度、⑨入学後に取り組みたい活動や研究テーマ、などについてもあわせて聞き取りを行いました。
　そのうえで、ⓐ回答が全体として筋道の通ったものになっているか、ⓑ自ら問題を発見し、その原因を考察するとともに、解決に導くという「学問に対する主体
性」が見てとれるか、などを評価の基準としました。
　面接において、ⓐとⓑのどちらにもしっかりと対応するためには、「付け焼刃」では歯が立ちません。具体的には、以下の点が目につきました。
①志望理由書には、国際的、社会的な視点や関心が見てとれたものの、面接の場で尋ねると、本人の発言からはそれらがほとんど認められない。
②志望する専修や学問分野について、インターネットの検索でヒットした学術論文を読んだと答えているものの、その内容を尋ねると、表面的な理解に基づいた
回答が聞かれる。
　こうした状況の背景には、多くの志願者が、日常的に、書籍や新聞をきちんと読む習慣を身につけていない、という実態があると考えられます。また、近年インタ
ーネットを通して学術論文に触れられる機会が多くなっていますが、学術論文は専門的な知識を前提として書かれているため、用語・論理構成が難解です。参考
文献に挙げられている文献やその学術分野の入門書を読むなどして、その分野をより深く知ろうとする姿勢が必要です。面接では、入学志望理由書を読むだけ
では測りきれない志願者の勉学への意欲や大学で必要とされる知的能力と教養の程度、そして文学部への適性を判断します。あらかじめ準備してきたような通り
一辺倒の答えを単に繰り返すだけでは、まったく通用しないということをぜひ理解してください。

（1）小論文（【自己推薦型】および【論文評価型】）
　出題文を読み、800～1,000字程度の小論文を執筆してもらいました。①問題の意図を的確に汲み取っているか、②自己の意見を理路整然と記述できて
いるか、③その主張の内容が首尾一貫しているか、さらには、④自らの考えを展開しつつ、そこに独創性が発揮されているか、の４点を評価の基準としました。

（2）長文読解問題（【外国語能力重視型】）
　英語・フランス語・ドイツ語・中国語とも、それぞれ辞書１冊のみ持ち込み可とし、語彙力や読解力を試す長文読解問題を出題しました。いずれも、外国語で
書かれた比較的長い文章を読み込んで、書かれている内容を十分に理解できているか、について評価しました。いずれの課題も、語彙・表現・論理的思考な
ど、短期間で習得できない力が評価されます。そのため、日常的に外国語の文章に接し、その内容を正確に読解する訓練を行っておくことが必要になります。

■ 実施概要

1. 課題

2. 面接（３方式共通【自己推薦型】、【外国語能力重視型】、【論文評価型】）

評価ポイント

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数
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経済学部長・教授 佐々木 保幸

経済学部 経済の仕組みを知ると、世界の動きが見えてきます。
経済学部は、あなたの積極的な挑戦を待っています。

　経済学部では、専門科目を導入・基本・展開・実践科目と分類し、経済学を無理なく体系的に学べるカリキュラムを導入してい
ます。1・2年次で基礎的な科目を学習した後、3年次からは経済政策、歴史・思想、産業・企業経済、国際経済の4コースのいず
れかに属し、専門性を深めていきます。50以上ある少人数授業（経済学演習）は、特定の教員の指導のもと、さまざまな活動に
取り組んでおり、経済学部の特長的な学びであると言えるでしょう。そこでは、経済に関する文章・データを正確に読み解く力
や仲間と協働する力が必要となります。
　このような力を持った学生を求めて、AO入試では一般入試などでは測りにくい経済学を学ぶ意欲や多面的な能力を評価し
ています。経済学部ではAO入試【一般枠】で〔自己推薦型〕、〔グローバルリーダー志向型〕、〔データサイエンティスト志向型〕
の3つを設けています。志願者の皆さんは、このガイドブックなどを参考にして、これまでの経験や将来の目標にふさわしい型
を選んで応募してください。
　いずれの型でも、第1次選考では「入学志望理由書」や「活動報告書」などをもとに書類選考を行います。これまでの活動実
績に加えて、それが経済学部での学びにどのようにつながるのかを適切に伝えることが重要となります。第2次選考では、課題
エッセイの作成と面接を実施します。課題エッセイでは、与えられた課題を正確に読み取り、論理的な文章を作成することが求
められます。面接では、作成した課題エッセイや社会の出来事に関する質問を的確に理解し、特に自分の言葉で応答すること
が望まれます。日頃から経済的な問題に関心を持ち、自分の意見を考える習慣をつけておくことが、課題エッセイや面接での
評価につながるでしょう。
　AO入試で入学してくる皆さんが、授業はもちろんのこと、大学生活のさまざまな場面で中心的存在となって活躍してくれる
ことを期待しています。

合格者からのメッセージ

　高校では「困っている人の力になりたい」という思いを原動力に、学業やリーダーシップの獲得、社会経験・社会貢献、個人事業の
運営などに力を入れてきました。それらの経験から、将来は公認会計士および経営者として社会の役に立ちたいと考えています。
　そのため関西大学経済学部で経済学に加え財政学や法学、統計学、情報科学など人間と社会の仕組み全体について学びたいと
考えました。またAIやデータサイエンスなど今後は必須となる知識も必要ですが、関西大学ではそれらの分野でレベル分けされた教
育プログラムが用意されている点も大きな魅力です。
　今後は大学在学中に公認会計士2次試験（論文式試験）の合格をめざし、卒業後は監査法人に勤務しつつ、父が経営している介護
事業にも携わっていきたいです。

関西大学独自の教育プログラムによって、幅広い分野を学ぶことができる。

　教師になるという目標のもと、高校で大学進学に向けた勉強と全商簿記検定1級・ビジネス計算実務検定1級などの資格取
得、さらに甲子園をめざし野球部での活動に努めてきた私にとって、関西大学経済学部は非常に魅力的な学びの場です。
　多様な専門科目が「導入・基本・展開・実践」の4つに分類され、段階を踏んで体系的に学べることが関西大学経済学部の大き
な魅力です。また専門分野と同時に教職課程も履修し、中学・高校の教員免許を取得するための勉強も進めています。
　今後は高校の野球部で培ったリーダーシップと協調性を活かし、大学野球の最高峰の舞台でさらに高みをめざしながら、高
度な専門性と豊かな人間性を兼ね備えた教師として次世代を育てるという大きな目標に邁進していきます。

魅力的な学びの場で、高度な専門性と豊かな人間性を兼ね備えた教師をめざす。

出願書類を作成するうえで工夫した点や苦労した点は？
　出願書類は入学志望理由書の作成に特に時間をかけました。なぜ関西大学でなければならないのか、なぜ経済学部を
志望するのかという点を明記することを心がけ、また高校での部活動や資格取得の実績等についても書きました。

AO入試を受験して得たことは？
　AO入試を通して文章を書く力が養われ、時事問題についての知識も身につけることができました。また説得力のある文
章を書くため物事を多様な視点から考察する習慣や、自分を客観的に見たうえで自己アピールできる力が身につきました。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　小論文は高3の6月頃から市販の小論文対策本と様々な大学の経済学部で出題されている小論文のテーマを集めて
練習しました。面接練習は7月頃から先生に面接員をお願いし、活動実績の詳細をはじめその活動にかける熱意が伝わ
るよう意識しました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　AO入試は学力以外の面も評価される入試だと思います。また入試の準備がそのまま学生生活に役立つこともAO入試の特
徴だと実感しました。高校生活において熱意を持って取り組んだものがある人は、ぜひAO入試にチャレンジしてみてください。

経済学科

香川県
私立 英明高等学校出身

仁木 千聖

経済学科

山梨県
私立 日本航空高等学校出身

安島 直人
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経済学部長・教授 佐々木 保幸
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育プログラムが用意されている点も大きな魅力です。
　今後は大学在学中に公認会計士2次試験（論文式試験）の合格をめざし、卒業後は監査法人に勤務しつつ、父が経営している介護
事業にも携わっていきたいです。

関西大学独自の教育プログラムによって、幅広い分野を学ぶことができる。

　教師になるという目標のもと、高校で大学進学に向けた勉強と全商簿記検定1級・ビジネス計算実務検定1級などの資格取
得、さらに甲子園をめざし野球部での活動に努めてきた私にとって、関西大学経済学部は非常に魅力的な学びの場です。
　多様な専門科目が「導入・基本・展開・実践」の4つに分類され、段階を踏んで体系的に学べることが関西大学経済学部の大き
な魅力です。また専門分野と同時に教職課程も履修し、中学・高校の教員免許を取得するための勉強も進めています。
　今後は高校の野球部で培ったリーダーシップと協調性を活かし、大学野球の最高峰の舞台でさらに高みをめざしながら、高
度な専門性と豊かな人間性を兼ね備えた教師として次世代を育てるという大きな目標に邁進していきます。

魅力的な学びの場で、高度な専門性と豊かな人間性を兼ね備えた教師をめざす。

出願書類を作成するうえで工夫した点や苦労した点は？
　出願書類は入学志望理由書の作成に特に時間をかけました。なぜ関西大学でなければならないのか、なぜ経済学部を
志望するのかという点を明記することを心がけ、また高校での部活動や資格取得の実績等についても書きました。

AO入試を受験して得たことは？
　AO入試を通して文章を書く力が養われ、時事問題についての知識も身につけることができました。また説得力のある文
章を書くため物事を多様な視点から考察する習慣や、自分を客観的に見たうえで自己アピールできる力が身につきました。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　小論文は高3の6月頃から市販の小論文対策本と様々な大学の経済学部で出題されている小論文のテーマを集めて
練習しました。面接練習は7月頃から先生に面接員をお願いし、活動実績の詳細をはじめその活動にかける熱意が伝わ
るよう意識しました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　AO入試は学力以外の面も評価される入試だと思います。また入試の準備がそのまま学生生活に役立つこともAO入試の特
徴だと実感しました。高校生活において熱意を持って取り組んだものがある人は、ぜひAO入試にチャレンジしてみてください。

経済学科

香川県
私立 英明高等学校出身

仁木 千聖

経済学科

山梨県
私立 日本航空高等学校出身

安島 直人

【AO入試のポイント】
　経済学部は、さまざまな分野での活動に積極的に取り組み、それらの活動と経済学部での勉学との結びつきをアピールできる人材を求めています。経済事象に
興味と関心をもち、広い視野と柔軟な創造力をもって探求しようとする積極性あふれる人材、授業やゼミナール（経済学演習）の場で自分の探求結果を発表しよう
とする意欲ある人材、そして、学習や研究などの場で中心的存在となって活躍する人材です。
　2023年度入試より【一般】枠が、〔自己推薦型〕、〔グローバル・リーダー志向型〕、〔データサイエンティスト志向型〕の３つに細分化され、どの型を選択し何を
アピールするかも重要になりました。また、【社会人】枠では、実社会の経験を持ち、目的意識が明確で勉学意欲のある社会人、あるいは生涯学習として高等教育の
機会を求める人々を対象としています。
　AO入試では、通常の学力試験では十分に見出しにくい志願者の思考力・表現力・説明力・指導力を多面的に評価します。特に、経済学を学ぶにあたっての意欲と
適性、そして「問題を発見して思考し、自分の意見を形作り、それを他人に説明する能力」を重視します。

第１次選考（書類選考）について

　指定した出願書類をもとに、書類選考を行いました。「活動報告書」、「資料説明票」等によりさまざまな分野での活動・資格・技能を確認し、「入学志望理由書」
でそれらの実績が経済学部での学びや将来設計にどのようにつながるかという視点で、志願者の個性と資質を評価しています。なお、【社会人】枠※では「自由エッ
セイ」と「将来設計書」も課し、「自由エッセイ」では経済への興味、身近な社会問題への関心をテーマに記述してもらい、「将来設計書」では学習計画と卒業後の
進路について確認しています。

　「入学志望理由書」では、①経済学部を志望した理由、②入学後の学習計画、を主として評価しました。これらの内容が明確な論旨で記述されているかどう
か、「志願者の顔」（個性）がよく反映された記述となっているかどうかが求められます。
　〔自己推薦型〕では、特にこれまでのさまざまな活動との関連から、経済学部で何を学びたいのか、そこで学んだ知識を将来どのように活用したいのか、とい
う観点から評価しました。
　〔グローバル・リーダー志向型〕では、グローバル社会で活躍するために必要な語学力を、各種外国語資格および検定試験のスコア・グレードで確認しまし
た。また、海外留学や異文化体験などの活動も評価しましたが、これらの活動が経済学部での学びにどのようにつながるのかを重視しています。
　〔データサイエンティスト志向型〕については、2023年度入試での志願はありませんでした。ビジネスの世界でのデータ活用、政策現場でのEBPM（証拠
に基づく政策立案）など、近年、経済学分野ではデータサイエンスとの親和性が高まっています。今後の志願を期待しています。
　また、【社会人】枠※については、2023年度入試での志願はありませんでしたが、上で述べたテーマの設定に則して、自分自身のこれまでの学習体験や職
場経験などを手がかりにしながら、「自由エッセイ」と「将来設計書」を書いてもらいます。「自由エッセイ」では、記述の正確さと表現力の豊かさがあるかどうか、
経済についての問題意識が明確かどうか、テーマ設定や素材選択に独自性があるかどうか、限られた字数の範囲内で自己主張を明確かつ論理的に展開で
きているかどうか、これらのポイントを重視して評価します。また、「将来設計書」において、経済学部入学後の４年間における学習計画および卒業後のビジョ
ンを問い、志願者の個性と資質を評価します。
　なお、すべての選考書類は、評価に偏りが生じないように、１人の志願者につき複数の選考委員が評価を担当しています。その上でさらに、選考過程での
評価のばらつきをなくすために、再度の評価全体の見直しの場をもって最終評価を行いました。

【社会人】枠では、2024年度入試より学部で特に定める資料を変更し、「自由エッセイ」および「将来設計書」を廃止します。
また、従来より提出を求めている「入学志望理由書」について、字数を【400字程度】から【2,000字程度】に変更します。
変更点に関する詳細は、必ず「2024年度AO入学試験要項」で確認してください。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

※
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経済学部

経済学部

自己推薦型

グローバル・リーダー志向型

データサイエンティスト志向型 
経済学部

一般

学科（専攻・専修）

計

社会人

学部

7

5

0

0

12

合格者

15

14

0

0

29

合格者

28

37

0

0

65

5

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

第２次選考（課題エッセイと面接）について

　第２次選考は、「課題エッセイ」と面接で選考を行いました。
（1）「課題エッセイ（800字程度）」では、問題解決のための施策提案とその根拠をまとめてもらいました。2023年度入試のテーマは、新型コロナウイルス感染症と
　　訪日外国人旅行者（インバウンド）でした。
（2） 面接は、第１次選考の出願書類と「課題エッセイ」を素材にして行いました。

１．課題エッセイ
　「課題エッセイ」では、課題の理解力と自己主張の論理的な説得力を評価しました。主として、①経済学部で学ぶのに必要な基礎学力や論理的思考力を身に
つけているか、②経済学部の講義内容を理解できるか、③与えられた課題を自ら深め探求する能力があるか、について以下の３点を基準に審査しました。
（1） テーマおよび経済に関する基礎的な知識があるかどうか。
（2） 論理に一貫性があるかどうか。
（3） エッセイ全体の構成が適当か、論述の基本的な作法が守られているかどうか。
２．面接
　面接では、出願書類と「課題エッセイ」を素材にして、質問の理解力、応答の正確さ、表現の豊かさとコミュニケーション能力について評価を行いました。「入学
志望理由書」で書いたさまざまな活動に関する実績や志望理由、「課題エッセイ」に関する理解や主張を、緊張する面接会場で適切にアピールできるかどうか
や、論理的な説得力を評価しました。
　なお、2023年度入試での志願はありませんでしたが、【社会人】枠※の場合は「自由エッセイ」も面接の素材とします。

　「課題エッセイ」と面接の評価は、第１次選考と同じく、１人の志願者につき、複数の選考委員が行いました。その上でさらに、すべての選考委員による全体調
整の場を経て、合否の最終決定を行いました。

■ 実施概要

評価ポイント

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

選考委員のコメント
　経済学部のAO入試では、志願者の経済学への関心や論理的な思考力だけでなく、学習面での意欲や指導力にも期待しています。こうした理由から、経済学部での学生生活と将来像への接続に整合性がとれ、コ
ミュニケーション能力が高く、自分の意見を明確に伝えることのできる受験生が高く評価される傾向が見られます。さまざまな活動実績や、各種外国語資格および検定試験のスコア・グレードのみならず、それらが今後の
学習計画や将来設計にどのようにつながるのかを明確にすることが重要です。2023年度入試では、「課題エッセイ」で基礎的知識や文章力が普通以上であると評価されることを前提に、さまざまな活動を経験し、論理
的な会話能力を有する志願者が多く合格しました。

【社会人】枠では、2024年度入試より学部で特に定める資料を変更し、「自由エッセイ」および「将来設計書」を廃止します。
また、従来より提出を求めている「入学志望理由書」について、字数を【400字程度】から【2,000字程度】に変更します。
変更点に関する詳細は、必ず「2024年度AO入学試験要項」で確認してください。

※
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経済学部

経済学部

自己推薦型

グローバル・リーダー志向型

データサイエンティスト志向型 
経済学部

一般

学科（専攻・専修）

計

社会人

学部

7

5

0

0

12

合格者

15

14

0

0

29

合格者

28

37

0

0

65

5

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

第２次選考（課題エッセイと面接）について

　第２次選考は、「課題エッセイ」と面接で選考を行いました。
（1）「課題エッセイ（800字程度）」では、問題解決のための施策提案とその根拠をまとめてもらいました。2023年度入試のテーマは、新型コロナウイルス感染症と
　　訪日外国人旅行者（インバウンド）でした。
（2） 面接は、第１次選考の出願書類と「課題エッセイ」を素材にして行いました。

１．課題エッセイ
　「課題エッセイ」では、課題の理解力と自己主張の論理的な説得力を評価しました。主として、①経済学部で学ぶのに必要な基礎学力や論理的思考力を身に
つけているか、②経済学部の講義内容を理解できるか、③与えられた課題を自ら深め探求する能力があるか、について以下の３点を基準に審査しました。
（1） テーマおよび経済に関する基礎的な知識があるかどうか。
（2） 論理に一貫性があるかどうか。
（3） エッセイ全体の構成が適当か、論述の基本的な作法が守られているかどうか。
２．面接
　面接では、出願書類と「課題エッセイ」を素材にして、質問の理解力、応答の正確さ、表現の豊かさとコミュニケーション能力について評価を行いました。「入学
志望理由書」で書いたさまざまな活動に関する実績や志望理由、「課題エッセイ」に関する理解や主張を、緊張する面接会場で適切にアピールできるかどうか
や、論理的な説得力を評価しました。
　なお、2023年度入試での志願はありませんでしたが、【社会人】枠※の場合は「自由エッセイ」も面接の素材とします。

　「課題エッセイ」と面接の評価は、第１次選考と同じく、１人の志願者につき、複数の選考委員が行いました。その上でさらに、すべての選考委員による全体調
整の場を経て、合否の最終決定を行いました。

■ 実施概要

評価ポイント

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

選考委員のコメント
　経済学部のAO入試では、志願者の経済学への関心や論理的な思考力だけでなく、学習面での意欲や指導力にも期待しています。こうした理由から、経済学部での学生生活と将来像への接続に整合性がとれ、コ
ミュニケーション能力が高く、自分の意見を明確に伝えることのできる受験生が高く評価される傾向が見られます。さまざまな活動実績や、各種外国語資格および検定試験のスコア・グレードのみならず、それらが今後の
学習計画や将来設計にどのようにつながるのかを明確にすることが重要です。2023年度入試では、「課題エッセイ」で基礎的知識や文章力が普通以上であると評価されることを前提に、さまざまな活動を経験し、論理
的な会話能力を有する志願者が多く合格しました。

【社会人】枠では、2024年度入試より学部で特に定める資料を変更し、「自由エッセイ」および「将来設計書」を廃止します。
また、従来より提出を求めている「入学志望理由書」について、字数を【400字程度】から【2,000字程度】に変更します。
変更点に関する詳細は、必ず「2024年度AO入学試験要項」で確認してください。

※

商学部准教授 細見 正樹

商学部 5つの専修、4つの教育プログラム、そしてKUBIC
ハードとソフトの両面からビジネスリーダーを育成。

　商学部では、「品格ある柔軟なビジネスリーダーの育成」を理念として、社会経済や企業経営に関する理論的・実際的
な知識を授けることによって、産業界でリーダーとして活躍できる人材を育成することをめざしています。学生は、将来の
キャリアビジョンを見据えながら、「流通」、「ファイナンス」、「国際ビジネス」、「マネジメント」、および「会計」の５つの専
修からひとつを選択し、自身が希望する職業に直結するような研究を行います。
　プロフェッショナルなビジネスリーダーを育成するために、次の４つの教育プログラムを実施しています。ビジネスリー
ダー特別プログラム（BLSP）では、プロジェクト実践力とビジネス英語力を同時に育成することを目的として、解決すべ
き課題ごとに組織されたプロジェクト・チームによる活動が行われます。会計連携特別プログラム（ALSP）では、公認会
計士を主とする会計プロフェッショナルを養成するために、会計専門職大学院と連携し、資格取得に向けて効果的なカリ
キュラムを提供しています。サービスイノベーション特別プログラム（DSI）では、大規模データの分析力を身につけ、企画
立案のためのリサーチ力、コミュニケーション能力を鍛え、新商品の開発など企業活動に新しい価値の創造をもたらす人
材を育成・養成しています。海外ビジネス英語プログラム（BestA）は、ビジネス英語に特化したプログラムで、教室での
学習だけでなく、イギリスのビジネスの現場を実際に体験する機会を設けています。
　商学部の魅力は、教育プログラムだけではありません。関西大学ビジネスプラン・コンペティション（KUBIC）では、全
国の大学生や高校生が企画したさまざまなベンチャー・ビジネスプランが競い合います。学生は、まったくの新しいアイデ
アだけでなく、企業の実際の課題に対する解決策についてもビジネスプランを応募することができます。
　商学部のAO入試の出願には、「KUBICやその他の全国レベルのビジネスプラン・コンペティションで優れた実績をあ
げた者」あるいは「TOEIC®・TOEFL®、日商簿記検定試験、応用情報技術者試験、実用数学技能検定など社会的に広く
認知された試験において一定の水準に達した者」のいずれかであることが必要です。また、KUBICの本選会出場資格を得た者も出願できるようになりました。たとえば高校
３年生でもその年のKUBICに挑戦し、本選会出場資格を得られるとAO入試に出願できるようになります。加えてAO入試では、これまで志願者が培ってきた語学、簿記、情
報処理、ビジネス・プランニングなどの能力を活かし、大学で何をどのように学ぶのかについて、出願書類および面接を通じてアピールすることが大切です。
　商学部では、積極的にビジネスを学び、そして、未来のビジネスリーダーをめざす志願者を求めています。

合格者からのメッセージ

　日本の伝統文化が詰まった宿泊施設を海外に作るという目標の実現に向け、世界に通用する語学力を身につけたいと願う
私にとって、英語を使う機会を大切にする関西大学はまさに理想的な学びの場です。商学部では国際的な経営戦略やコミュニ
ケーション力を学び、留学にも積極的に参加したいです。
　帰国後はビジネスリーダー特別プログラム（BLSP）に参加し、企業と連携したプロジェクトで企画や開発に携わりローカラ
イズの経験を積む予定です。文化、言語、価値観が異なる方々とのコミュニケーションにおける振る舞い方を知り、海外でビジ
ネスを行う際に役立てたいと考えています。卒業後は関西大学での学びと経験を武器に、日本人であることに誇りを持ち、日
本文化を世界に広めていきたいです。

日本の伝統文化の魅力を世界に発信するため、国際的な経営戦略を学びたい。

出願書類を作成するうえで工夫した点や苦労した点は？
　入学志望理由書には高校生活で注力したこととその経験を大学でどう活かしたいかを明確に示しました。キャリアビジョン
はそのビジョンを持った経緯と実現に向け取り組んだ内容、大学入学後に学びたいことを具体的に書くように意識しました。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　生徒会長として、新型コロナウイルス感染症により開催が困難となった学校行事を工夫して実施した企画力をアピールしま
した。また部活動である模擬国連活動では、会議で使う英語だけでなく問題解決のための交渉力もAO入試で役に立ちました。

　コンサルティングをメインに、国際社会で活躍できる公認会計士になるため関西大学商学部のAO入試を受験しました。私が
めざす公認会計士は、商学について幅広く豊富な知識を持って社会貢献できる公認会計士です。関西大学商学部なら目標の
実現に必要な学びができると考えています。
　また国際社会で活躍するためにはハイレベルな語学力が必要です。私は日本語、中国語、英語のスキルを有していますが、母国である
中国で学んだイギリス英語をさらに磨くため、商学部の海外ビジネス英語プログラム（BestA）にも参加したいと考えています。グローバ
ルな人材を育成するプログラムが多数用意されている関西大学での学びや経験を活かし、世界で活躍できる公認会計士をめざします。

商学を幅広く学べる環境で、語学力も磨きつつグローバルに活躍する公認会計士に。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　高校の様々な教科の先生に模擬面接の面接員になってもらい、繰り返し面接の練習を行いました。またAO入試の準
備をしている期間は、日常生活において正しい敬語を使うなど、言葉遣いを意識して過ごしました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　諦めず最後まで頑張りきることが大切です。AO入試と一般入試の対策の両立は大変だと思いますが、時間をバランスよく配
分し計画をしっかりと立てて、限られた時間を有効に使ってください。出願書類の作成は時間に余裕をもって準備してください。

北岡 京子

商学科

大阪府
私立 金光大阪高等学校出身

松村 航太郎

商学科

大阪府
府立 市岡高等学校出身

鐘 鴻琳
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商学部

ビジネスプラン実績

高度な資格

国際バカロレア資格（日本語DP）

商学科

学科（専攻・専修）

計

学部

0

10

0

10

合格者

0

11

0

11

合格者

2

24

0

26

5

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

【AO入試のポイント】
　商学部では「品格ある柔軟なビジネスリーダーの育成」という学部教育理念のもと、特色のある学部カリキュラムを設定し教育を行っています。(学部カリキュラ
ムの詳細は商学部が発行しているパンフレットや商学部のホームページを参照してください。)AO入試では、一般入試では測ることができない優れた能力を有す
る者（起業に具体的な関心をもつ者、資格取得で大きな成果をあげた者、外国での勉学経験のある個性的で国際感覚の豊かな者など）の中で、商学部での勉学を
強く希望する人材を求めています。入試要項に記載されているように、志願者より提出された出願書類による書類選考（第１次選考）と面接（第２次選考）によって
選考し、合格者を決定しています。詳細な出願基準の例示等については2023年度AO入試要項「学部で特に定める基準」をよくお読みください。
　なお、商学部ではスポーツにおける優秀な能力を有する者はSF（スポーツ・フロンティア）入試においてのみ選考の対象としており、AO入試においてスポーツ
における優秀な能力を有する者は対象としていない、という点にご留意願います。

第１次選考（書類選考）について

　志願者の高校在学中に積み重ねられた実績や資格取得などが入学後、どのように商学部での学問に結びつくのかという視点から、志願者より提出された出願
書類による書類選考を行います。出願には、次の書類選考のポイントの（1）・（2）・（3）の基準のうちいずれかの要件を満たしている必要があります。

（1） ビジネスプラン・コンペティションで優れた実績をあげた者
関西大学ビジネスプラン・コンペティション(KUBIC)に出場し、優勝または準優勝した者、もしくはKUBIC以外の全国レベルのビジネスプラン・コンペティショ
ンで優勝または準優勝した者がこれに該当します。なお、この基準を満たすためには出願するまでにビジネスプラン・コンペティションでの結果が明らかになっ
ている必要があります。また、ビジネスプラン・コンペティションにグループや団体で参加した場合には、グループや団体のなかでリーダーとしての役割を果たし
たことを証明する書類の提出が追加で求められます。

（2） 高度な資格を持つ者
TOEIC®、TOEFL®、実用英語技能検定、GTEC、日商簿記検定、独立行政法人情報処理推進機構応用情報技術者試験、実用数学技能検定など社会
的に広く認知された資格で一定の水準に達した者がこれに該当します。また、これら以外であまり知られていない資格などについても、その資格について高
度なレベルを示すことができる詳細な資料（参加人数、主催者など）を添付して出願することができます。

（3） 国際バカロレア資格取得者
国際バカロレア資格（フルディプロマ）を日本語DP実施校において取得した者または2023年３月31日までに取得見込みの者が該当します。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

書類選考のポイント

第2次選考（面接等）について

　（1）ビジネスプラン・コンペティションで優れた実績をあげた者、（2）高度な資格を持つ者、（3）国際バカロレア資格取得者ともに面接による選考を行います。

　面接は、書類選考だけでは分からない志願者の人物を見るために行います。したがって、面接においては、①AO入試の合格者に値する自らの能力の高さ、②ビジネ
スプランや資格試験の実績または海外での学習経験、③関西大学商学部で勉学しようとする意志の強さなどを口頭でしっかり表現できることが重要となります。また、
出願資格となっている実績が、グループもしくは団体など複数の参加者によって得られた場合は、志願者個人の貢献度や役割の重要度などを明確に答えてください。

■ 実施概要

面接のポイント

　AO入試では、商学部で勉学していくにあたり必要となってくる志願者の適性や将来の可能性を審査しています。ビジネスプラン・コンペティションで優れた実績をあげた者
や難易度の高い資格を取得した者で、かつ面接の場における質疑応答において自己表現力やコミュニケーション能力の高さを示すことができ、バイタリティやリーダーシップ
があると考えられる志願者や、関西大学商学部での勉学を強く希望することをこれまでの実績や高度な資格と関連付けて、具体性をもって明確に意思表示できる志願者が
より高く評価される傾向にあります。

合格者の
傾向

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

商学部

社会学部長・教授 関口 理久子

社会学部 好奇心に溢れ、熱意に満ちた人を
お待ちしています。

　社会学部は、社会学専攻、心理学専攻、メディア専攻、社会システムデザイン専攻の４つの専攻からなり、人間と社会に
関するさまざまな問題を探求しています。各専攻には専門科目や実習科目、プログラムがあり、上位年次では各教員のゼ
ミに所属し、それぞれの専門分野を学びます。ＡＯ入試で求める人物像は「社会学部で学ぶことで、自分のやりたいこと
を追求できる人」「他の学生と積極的にコミュニケーションをとり、周りに良い刺激を与えてくれる人」です。
　第１次選考では、「入学志望理由書」や「専攻別課題レポート」などをもとに書類選考を行います。中学・高校時代の活動
実績や成績に加え、きちんと文章で自分を表現できているかが判断材料となります。「ぜひ会って話を聞いてみたい」
と思わせることがポイントです。そのためには、これまでの自分の経験をどのように活かそうと思っているのかに関して、入
学後のビジョンを持っていることが大切です。提出書類については入試要項を熟読し、対策を行ってください。
　第2次選考では、書類選考の通過者に対し、複数名の教員が実際に会って面接を行います。初対面の教員と向き合う
だけで、緊張してしまうかもしれません。しかし、丸暗記してきたことをただ話すだけでは面接員に思いは伝わりません。
きちんと「自分の言葉」で、いままでの経験をもとに社会学部に入って何がしたいのかを伝える必要があります。そのため
には、やはり、日頃からきちんと学部や専攻のことを調べ、これまでの自分の活動経験との接点を探り、入学してやりたい
ことを明確にしておく必要があります。面接ではあなたの「熱意」をぜひ直接面接員にぶつけてみてください。
　社会学部では約60名の教員が所属しています。さまざまな専門領域を深化させながら、日々、人間と社会について研
究しています。社会学部のホームページを見るだけでなく、オープンキャンパスなどにも積極的に参加し、そこで教員や
在学生にどんどん質問してみてください。社会学部に活力を与えてくれる方の応募をお待ちしています。

合格者からのメッセージ

　DJとして活動した経験を通して、クラブとはDJ（発信者）と来客（受信者）が音楽（ツール）で繋がるメディアだと捉えるよ
うになりました。この視点からメディアという媒体について研究し、音楽によってコミュニケーションが生まれる「踊り場」を作
るという夢が生まれました。
　夢の実現に向け、関西大学社会学部では様々なメディア表現の生成や伝達・受容の関係構造、メディアの表現と表象など
について学びたいと考えています。さらに音楽メディアの現状を分析し、私が求める「踊り場」の設計に活かします。クラブは
とかく不健全なイメージを抱かれがちですが、どうすれば私が作りたい健全な「踊り場」を実現できるのか、論理的に理解し
メディアという概念を形式化していきたいです。

社会学的な視点を身につけ、「踊り場」という新たなメディアを作る夢を実現する。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　高校時代はモデル、DJ、ボランティアなど少しでも興味を持ったことには全て取り組むようにしていました。そのおかげ
で将来取り組みたいことが見つかり、沢山の人と関わることで自分の価値観を見直すことができました。

AO入試要項・ガイドブックや大学ウェブサイト等をどのように活用しましたか？
　AO入試ガイドブックの「合格者からのメッセージ」を参考に入学志望理由書を見直したり、オープンキャンパスの相談コ
ーナーで「将来、人々が音楽でつながりあう場を創造するためにはどの専攻で学ぶべきか」を先生に相談したりしました。

　ビジネスで社会を変える活動に興味を抱き、高校在学中に「渋柿」の特性を活かした耐水・耐久性のある紙製品を用いて
プラスチック問題を解決するアイデアを考案しました。コンテストで総務大臣賞受賞などの評価をいただき、社会問題の解
決策を考え実践することに対して興味が一層深まりました。
　関西大学社会学部社会システムデザイン専攻を志望した理由は、社会学部に所属しながらも経済学や経営学などを学べ
る点に魅力を感じたためです。この特徴を活かして幅広い範囲の研究分野や科目に参加し、学びの幅を広げて様々な社会
問題に目を向けていきます。固定概念に捉われず、実社会で起きている様々な社会問題を新たな視点で解決する方法をデ
ザインし、教育ビジネスで社会問題を解決していきたいです。

専門分野に加え、幅広い学びが得られる理想的な「学びの場」。

竹谷 怜

関西大学でチャレンジしてみたいことは？
　社会学部での幅広い学びに触れることで、自分自身の知識や視野を広げ、多角的な視点で物事を判断する力を身につけたい
です。現在、自分の興味がある分野はもちろん、様々な人々と交流する機会を増やし、学びの範囲を広げていきたいと思います。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　なぜ自分は関西大学の志望学部や専攻で学びたいのかを明確かつ簡潔に言語化することが最も重要だと思います。ま
た、AO入試ガイドブックに記載されている各学部や専攻ごとの評価ポイントを押さえながら対策することをおすすめします。

社会学科 社会システムデザイン専攻

京都府
私立 京都先端科学大学附属高等学校出身

日谷 百花

社会学科 メディア専攻

滋賀県
私立 比叡山高等学校出身

上野 日向
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商学部

ビジネスプラン実績

高度な資格

国際バカロレア資格（日本語DP）

商学科

学科（専攻・専修）

計

学部

0

10

0

10

合格者

0

11

0

11

合格者

2

24

0

26

5

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

【AO入試のポイント】
　商学部では「品格ある柔軟なビジネスリーダーの育成」という学部教育理念のもと、特色のある学部カリキュラムを設定し教育を行っています。(学部カリキュラ
ムの詳細は商学部が発行しているパンフレットや商学部のホームページを参照してください。)AO入試では、一般入試では測ることができない優れた能力を有す
る者（起業に具体的な関心をもつ者、資格取得で大きな成果をあげた者、外国での勉学経験のある個性的で国際感覚の豊かな者など）の中で、商学部での勉学を
強く希望する人材を求めています。入試要項に記載されているように、志願者より提出された出願書類による書類選考（第１次選考）と面接（第２次選考）によって
選考し、合格者を決定しています。詳細な出願基準の例示等については2023年度AO入試要項「学部で特に定める基準」をよくお読みください。
　なお、商学部ではスポーツにおける優秀な能力を有する者はSF（スポーツ・フロンティア）入試においてのみ選考の対象としており、AO入試においてスポーツ
における優秀な能力を有する者は対象としていない、という点にご留意願います。

第１次選考（書類選考）について

　志願者の高校在学中に積み重ねられた実績や資格取得などが入学後、どのように商学部での学問に結びつくのかという視点から、志願者より提出された出願
書類による書類選考を行います。出願には、次の書類選考のポイントの（1）・（2）・（3）の基準のうちいずれかの要件を満たしている必要があります。

（1） ビジネスプラン・コンペティションで優れた実績をあげた者
関西大学ビジネスプラン・コンペティション(KUBIC)に出場し、優勝または準優勝した者、もしくはKUBIC以外の全国レベルのビジネスプラン・コンペティショ
ンで優勝または準優勝した者がこれに該当します。なお、この基準を満たすためには出願するまでにビジネスプラン・コンペティションでの結果が明らかになっ
ている必要があります。また、ビジネスプラン・コンペティションにグループや団体で参加した場合には、グループや団体のなかでリーダーとしての役割を果たし
たことを証明する書類の提出が追加で求められます。

（2） 高度な資格を持つ者
TOEIC®、TOEFL®、実用英語技能検定、GTEC、日商簿記検定、独立行政法人情報処理推進機構応用情報技術者試験、実用数学技能検定など社会
的に広く認知された資格で一定の水準に達した者がこれに該当します。また、これら以外であまり知られていない資格などについても、その資格について高
度なレベルを示すことができる詳細な資料（参加人数、主催者など）を添付して出願することができます。

（3） 国際バカロレア資格取得者
国際バカロレア資格（フルディプロマ）を日本語DP実施校において取得した者または2023年３月31日までに取得見込みの者が該当します。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

書類選考のポイント

第2次選考（面接等）について

　（1）ビジネスプラン・コンペティションで優れた実績をあげた者、（2）高度な資格を持つ者、（3）国際バカロレア資格取得者ともに面接による選考を行います。

　面接は、書類選考だけでは分からない志願者の人物を見るために行います。したがって、面接においては、①AO入試の合格者に値する自らの能力の高さ、②ビジネ
スプランや資格試験の実績または海外での学習経験、③関西大学商学部で勉学しようとする意志の強さなどを口頭でしっかり表現できることが重要となります。また、
出願資格となっている実績が、グループもしくは団体など複数の参加者によって得られた場合は、志願者個人の貢献度や役割の重要度などを明確に答えてください。

■ 実施概要

面接のポイント

　AO入試では、商学部で勉学していくにあたり必要となってくる志願者の適性や将来の可能性を審査しています。ビジネスプラン・コンペティションで優れた実績をあげた者
や難易度の高い資格を取得した者で、かつ面接の場における質疑応答において自己表現力やコミュニケーション能力の高さを示すことができ、バイタリティやリーダーシップ
があると考えられる志願者や、関西大学商学部での勉学を強く希望することをこれまでの実績や高度な資格と関連付けて、具体性をもって明確に意思表示できる志願者が
より高く評価される傾向にあります。

合格者の
傾向

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

商学部

社会学部長・教授 関口 理久子

社会学部 好奇心に溢れ、熱意に満ちた人を
お待ちしています。

　社会学部は、社会学専攻、心理学専攻、メディア専攻、社会システムデザイン専攻の４つの専攻からなり、人間と社会に
関するさまざまな問題を探求しています。各専攻には専門科目や実習科目、プログラムがあり、上位年次では各教員のゼ
ミに所属し、それぞれの専門分野を学びます。ＡＯ入試で求める人物像は「社会学部で学ぶことで、自分のやりたいこと
を追求できる人」「他の学生と積極的にコミュニケーションをとり、周りに良い刺激を与えてくれる人」です。
　第１次選考では、「入学志望理由書」や「専攻別課題レポート」などをもとに書類選考を行います。中学・高校時代の活動
実績や成績に加え、きちんと文章で自分を表現できているかが判断材料となります。「ぜひ会って話を聞いてみたい」
と思わせることがポイントです。そのためには、これまでの自分の経験をどのように活かそうと思っているのかに関して、入
学後のビジョンを持っていることが大切です。提出書類については入試要項を熟読し、対策を行ってください。
　第2次選考では、書類選考の通過者に対し、複数名の教員が実際に会って面接を行います。初対面の教員と向き合う
だけで、緊張してしまうかもしれません。しかし、丸暗記してきたことをただ話すだけでは面接員に思いは伝わりません。
きちんと「自分の言葉」で、いままでの経験をもとに社会学部に入って何がしたいのかを伝える必要があります。そのため
には、やはり、日頃からきちんと学部や専攻のことを調べ、これまでの自分の活動経験との接点を探り、入学してやりたい
ことを明確にしておく必要があります。面接ではあなたの「熱意」をぜひ直接面接員にぶつけてみてください。
　社会学部では約60名の教員が所属しています。さまざまな専門領域を深化させながら、日々、人間と社会について研
究しています。社会学部のホームページを見るだけでなく、オープンキャンパスなどにも積極的に参加し、そこで教員や
在学生にどんどん質問してみてください。社会学部に活力を与えてくれる方の応募をお待ちしています。

合格者からのメッセージ

　DJとして活動した経験を通して、クラブとはDJ（発信者）と来客（受信者）が音楽（ツール）で繋がるメディアだと捉えるよ
うになりました。この視点からメディアという媒体について研究し、音楽によってコミュニケーションが生まれる「踊り場」を作
るという夢が生まれました。
　夢の実現に向け、関西大学社会学部では様々なメディア表現の生成や伝達・受容の関係構造、メディアの表現と表象など
について学びたいと考えています。さらに音楽メディアの現状を分析し、私が求める「踊り場」の設計に活かします。クラブは
とかく不健全なイメージを抱かれがちですが、どうすれば私が作りたい健全な「踊り場」を実現できるのか、論理的に理解し
メディアという概念を形式化していきたいです。

社会学的な視点を身につけ、「踊り場」という新たなメディアを作る夢を実現する。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　高校時代はモデル、DJ、ボランティアなど少しでも興味を持ったことには全て取り組むようにしていました。そのおかげ
で将来取り組みたいことが見つかり、沢山の人と関わることで自分の価値観を見直すことができました。

AO入試要項・ガイドブックや大学ウェブサイト等をどのように活用しましたか？
　AO入試ガイドブックの「合格者からのメッセージ」を参考に入学志望理由書を見直したり、オープンキャンパスの相談コ
ーナーで「将来、人々が音楽でつながりあう場を創造するためにはどの専攻で学ぶべきか」を先生に相談したりしました。

　ビジネスで社会を変える活動に興味を抱き、高校在学中に「渋柿」の特性を活かした耐水・耐久性のある紙製品を用いて
プラスチック問題を解決するアイデアを考案しました。コンテストで総務大臣賞受賞などの評価をいただき、社会問題の解
決策を考え実践することに対して興味が一層深まりました。
　関西大学社会学部社会システムデザイン専攻を志望した理由は、社会学部に所属しながらも経済学や経営学などを学べ
る点に魅力を感じたためです。この特徴を活かして幅広い範囲の研究分野や科目に参加し、学びの幅を広げて様々な社会
問題に目を向けていきます。固定概念に捉われず、実社会で起きている様々な社会問題を新たな視点で解決する方法をデ
ザインし、教育ビジネスで社会問題を解決していきたいです。

専門分野に加え、幅広い学びが得られる理想的な「学びの場」。

竹谷 怜

関西大学でチャレンジしてみたいことは？
　社会学部での幅広い学びに触れることで、自分自身の知識や視野を広げ、多角的な視点で物事を判断する力を身につけたい
です。現在、自分の興味がある分野はもちろん、様々な人々と交流する機会を増やし、学びの範囲を広げていきたいと思います。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　なぜ自分は関西大学の志望学部や専攻で学びたいのかを明確かつ簡潔に言語化することが最も重要だと思います。ま
た、AO入試ガイドブックに記載されている各学部や専攻ごとの評価ポイントを押さえながら対策することをおすすめします。

社会学科 社会システムデザイン専攻

京都府
私立 京都先端科学大学附属高等学校出身

日谷 百花

社会学科 メディア専攻

滋賀県
私立 比叡山高等学校出身

上野 日向
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【AO入試のポイント】
　AO入試は、書類選考や面接を通じて、一般入試等では見出しにくい受験生の多面的な能力、意欲および個性を総合的に評価する入学試験制度です。人間と
社会について独自の探究心をもち、さまざまな将来の選択肢を考え、社会学部の教育を受けるにふさわしい基礎学力をもち、出願資格を満たしていれば、自らの
意志で出願できます。社会学部がAO入試で求めるのは、広い視野や柔軟な思考力、個性あふれる創造力を備え、それらを本学の学びの中で、さらに高めたいと
いう積極的な意志をもった受験生です。また、SF入試など、他の各種入試と異なるAO入試の趣旨を十分に理解して応募することも期待されます。
　選考においては、高校までの学力や活動内容の優秀さだけでなく、そこで培われた能力、意欲、個性などが「社会学部の求める学生像」とどのように結びつく
かを総合的に評価します。将来、皆さんがめざしているもの、そのために社会学部で学びたいことを具体的かつ明確に考えて、これまでの活動や実績などを的確
にアピールできることが大切です。

第１次選考（書類選考）について

　まず、評定平均値の基準を満たしているかを確認します。次に、何らかの活動実績や賞・資格などについての賞状や証明書等、および「専攻別課題レポート※」
といった出願書類が適切に備えられているかを確認します。当然ながら「調査書」の記載事項から、大学での教育を受けるに必要な基礎学力を有しているかもあ
わせて確認しています。
※心理学専攻を除く専攻で提出が必要。

　活動実績や資格・技能などが、志望理由や専攻での勉学と結びついているかを検討し、それらが「入学志望理由書」で説得力をもって明確に述べられている
かを審査しました。「専攻別課題レポート」では、基本的な文章力を有しており、与えられた課題について調査・分析をし、自分なりの考えや着想がレポートに盛り込
まれているかを審査しました。これらを総合的に評価し、慎重に合否の判定を行いました。専攻ごとの評価ポイントは下記のとおりです。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

　「入学志望理由書」では、なぜ社会学に関心をもったのか、それはこれまでの自分の経験とどのような関わりをもっているのか、また、大学に入学してからの学習に
具体的な目標をもっているのかなどを中心に評価しています。「専攻別課題レポート」に関しては、取り上げたニュースを的確に要約できているか、分析的に考える
ことができているか、また文献をきちんと読んで考察できているか、誤字、脱字はないか、文章の論理構成はきちんとしているかなどを評価します。活動実績や高校時
代の成績等からは、大学に入学して、他の学生と積極的にコミュニケーションをはかり、よい意味での刺激となる存在になれる人物かどうかを評価します。

【社会学専攻】

　審査にあたって次の３点を重視します。①本専攻の教育方針・特色を十分に理解し、積極的に学ぶ意志があること。②独創的・特徴的な活動で傑出した業績を
上げていること。③これらの活動で得た知識・経験を活かして、入学後リーダーシップを発揮できること。
　したがって、入学後に何を学びたいのかをできるだけ具体的に説明するとともに、自身の活動実績を「メディア専攻での学び」にどう活かそうと考えているのかを説
得力を持って説明することが重要です。
　そのためには、例えば活動分野における全国大会などの結果や、専門家や公的機関による評価、あるいはそれらに準じる資料（新聞記事などメディアでの評価）
などをエビデンスとして示すことを推奨します。

【メディア専攻】

　「入学志望理由書」をもとに書類選考を行っています。提出された出願書類のなかには、自分の体験を長 と々記述するだけのものや、出来事を羅列しているだ
けのものがあります。しかし、体験や出来事そのものを評価することはありません。そのような経験から何を学んで、それを今後の心理学の学びにどう活かせるのか
といったことを強調すると、高く評価されます。たとえば、資格を取得したことを述べる場合も、なぜその資格を取ったのか、その資格で何がしたいのかを中心に記述
することが大切です。また、形式面では誤字、脱字や助詞の用法の誤りがない、字数が大幅に下回っていない、適切な文章表現で書けているなど、よく推敲され
た完成度の高い文章が高い評価を得るポイントとなります。

【心理学専攻】

　本専攻のカリキュラムを理解したうえで、高校時代の経験を入学後に自分が本気で取り組みたいことと結びつけることができているかに着目して選考します。
　そのためにはまず、出願資格に相当する経験・能力等を書類で証明する必要がありますが、例年、「出願資格を証明する資料」について客観性や説得力の
弱い例も見られます。「専攻別課題レポート」については既存の資料をつなぎ合わせて列挙しただけのような例もありますが、課題に応えるために積極的に調査
を行ったものや、資料や文献を調べて学んだことと、その学んだ内容に対して、特別な経験をした、あるいは特別な能力をもつあなただからこそ考えて書けること
とが両方ともバランスよく論理的に表現されているものを高く評価します。

【社会システムデザイン専攻】

評価ポイント

社会学部
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【AO入試のポイント】
　AO入試は、書類選考や面接を通じて、一般入試等では見出しにくい受験生の多面的な能力、意欲および個性を総合的に評価する入学試験制度です。人間と
社会について独自の探究心をもち、さまざまな将来の選択肢を考え、社会学部の教育を受けるにふさわしい基礎学力をもち、出願資格を満たしていれば、自らの
意志で出願できます。社会学部がAO入試で求めるのは、広い視野や柔軟な思考力、個性あふれる創造力を備え、それらを本学の学びの中で、さらに高めたいと
いう積極的な意志をもった受験生です。また、SF入試など、他の各種入試と異なるAO入試の趣旨を十分に理解して応募することも期待されます。
　選考においては、高校までの学力や活動内容の優秀さだけでなく、そこで培われた能力、意欲、個性などが「社会学部の求める学生像」とどのように結びつく
かを総合的に評価します。将来、皆さんがめざしているもの、そのために社会学部で学びたいことを具体的かつ明確に考えて、これまでの活動や実績などを的確
にアピールできることが大切です。

第１次選考（書類選考）について

　まず、評定平均値の基準を満たしているかを確認します。次に、何らかの活動実績や賞・資格などについての賞状や証明書等、および「専攻別課題レポート※」
といった出願書類が適切に備えられているかを確認します。当然ながら「調査書」の記載事項から、大学での教育を受けるに必要な基礎学力を有しているかもあ
わせて確認しています。
※心理学専攻を除く専攻で提出が必要。

　活動実績や資格・技能などが、志望理由や専攻での勉学と結びついているかを検討し、それらが「入学志望理由書」で説得力をもって明確に述べられている
かを審査しました。「専攻別課題レポート」では、基本的な文章力を有しており、与えられた課題について調査・分析をし、自分なりの考えや着想がレポートに盛り込
まれているかを審査しました。これらを総合的に評価し、慎重に合否の判定を行いました。専攻ごとの評価ポイントは下記のとおりです。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

　「入学志望理由書」では、なぜ社会学に関心をもったのか、それはこれまでの自分の経験とどのような関わりをもっているのか、また、大学に入学してからの学習に
具体的な目標をもっているのかなどを中心に評価しています。「専攻別課題レポート」に関しては、取り上げたニュースを的確に要約できているか、分析的に考える
ことができているか、また文献をきちんと読んで考察できているか、誤字、脱字はないか、文章の論理構成はきちんとしているかなどを評価します。活動実績や高校時
代の成績等からは、大学に入学して、他の学生と積極的にコミュニケーションをはかり、よい意味での刺激となる存在になれる人物かどうかを評価します。

【社会学専攻】

　審査にあたって次の３点を重視します。①本専攻の教育方針・特色を十分に理解し、積極的に学ぶ意志があること。②独創的・特徴的な活動で傑出した業績を
上げていること。③これらの活動で得た知識・経験を活かして、入学後リーダーシップを発揮できること。
　したがって、入学後に何を学びたいのかをできるだけ具体的に説明するとともに、自身の活動実績を「メディア専攻での学び」にどう活かそうと考えているのかを説
得力を持って説明することが重要です。
　そのためには、例えば活動分野における全国大会などの結果や、専門家や公的機関による評価、あるいはそれらに準じる資料（新聞記事などメディアでの評価）
などをエビデンスとして示すことを推奨します。

【メディア専攻】

　「入学志望理由書」をもとに書類選考を行っています。提出された出願書類のなかには、自分の体験を長 と々記述するだけのものや、出来事を羅列しているだ
けのものがあります。しかし、体験や出来事そのものを評価することはありません。そのような経験から何を学んで、それを今後の心理学の学びにどう活かせるのか
といったことを強調すると、高く評価されます。たとえば、資格を取得したことを述べる場合も、なぜその資格を取ったのか、その資格で何がしたいのかを中心に記述
することが大切です。また、形式面では誤字、脱字や助詞の用法の誤りがない、字数が大幅に下回っていない、適切な文章表現で書けているなど、よく推敲され
た完成度の高い文章が高い評価を得るポイントとなります。

【心理学専攻】

　本専攻のカリキュラムを理解したうえで、高校時代の経験を入学後に自分が本気で取り組みたいことと結びつけることができているかに着目して選考します。
　そのためにはまず、出願資格に相当する経験・能力等を書類で証明する必要がありますが、例年、「出願資格を証明する資料」について客観性や説得力の
弱い例も見られます。「専攻別課題レポート」については既存の資料をつなぎ合わせて列挙しただけのような例もありますが、課題に応えるために積極的に調査
を行ったものや、資料や文献を調べて学んだことと、その学んだ内容に対して、特別な経験をした、あるいは特別な能力をもつあなただからこそ考えて書けること
とが両方ともバランスよく論理的に表現されているものを高く評価します。

【社会システムデザイン専攻】

評価ポイント

社会学部

社会学部

社会学専攻

心理学専攻

メディア専攻

社会システムデザイン専攻

社会学科

学科（専攻・専修）

計

学部

3

2

6

3

14

合格者

3

4

8

8

23

合格者

11

26

34

17

88

10

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

第２次選考（面接等）について

　面接〈口頭試問を含む〉は、３名の面接員により30分程度行います。ここでは、受験生のコミュニケーション能力を確認しながら、第１次選考（書類選考）の
出願書類に記載されていることや記述されていることなどについて、いくつかの質問を行います。

　志望理由、志望する専攻の学習内容の理解、これまでの経験と入学後の学習の関連性、将来の明確な目標などについて質問を行い、それらを自分の言葉で
説明でき、意見を述べることができるかを審査しました。面接員からの質問に対する回答の内容や示し方などの評価を総合し、複数の面接員が慎重に合否判定
を行いました。
　体験や実績を初対面の面接員に伝えるには、事実に基づいた説明が重要です。自分自身では個性的であると思う体験も、面接員にその重要性や意味を的
確に伝えられるかどうかが問われます。ただし丸暗記してきたことを機械のように話し、面接員の質問や確認に適切に答えられない場合は、コミュニケーション能力
の不足、基礎学力不足と評価される一因となります。話す内容や説明の仕方を十分に練り上げて、広い視野や柔軟な思考力、個性あふれる創造力を限られた
時間の中で適切に示した受験生が評価されることとなります。
　社会学部のAO入試は、専攻別の出願になります。したがって、志望理由で重要なことは、「社会学部で何を学びたいか」だけでなく、「志望する専攻で具体的
に何を学びたいか」が明確であることです。そのためには、志望する専攻の特色を十分に理解しておくことが大切です。その理解が不十分な場合は、その専攻に
入学したいという意欲が十分に認められないと判断されることになります。社会学部のホームページやオープンキャンパスなどを活用して、積極的に情報を得るこ
とが大切です。専攻ごとの評価ポイントは下記のとおりです。

■ 実施概要

　受験生は本専攻のカリキュラムを理解した上で、どのような知識や技法を身につけたいのかを、自分の経験と将来目標とに関係づけて説明できることが重要
です。「活動報告書」に書かれた実績に関しては、率先して考え、発言し、行動に移せる人間であることを示しているかどうかを評価のポイントとしています。また、
「入学志望理由書」や「専攻別課題レポート」に関連して、その場で問題を設定し、意見を交わすこともあります。その受け答えによって、人の話を聞いて理解する
力や自分で考える力、公的な場でのコミュニケーション能力、そして専攻での学習意欲の高さを判断します。

【社会学専攻】

　活動実績についての説明、心理学を学びたい理由、関西大学でどのようなことを学びたいか、将来の進路などを中心に質問を行います。一般的、形式的な答
えに終始する受験生もみられますが、そうではなく、その人らしい具体性のある答えが必要です。AO入試では他の学生の刺激となるような学生、本当に心理学を
学びたいという人一倍熱意のある学生を求めています。したがって、心理学の中でも特にどのようなことを学びたいか、ということなども具体的に自分のことばで説
明できることが望まれます。

【心理学専攻】

　思考力と論理性を審査するために「小論文」と「面接」を実施します。「小論文」では、日ごろから新聞を読み、テレビのニュースを見て、気になるテーマについて
図書館やインターネットで調べた上で、時事テーマについて自らの考えを論理的な一貫性をもって論じることを期待します。また「面接」では第１次選考の書類をも
とに、本専攻のカリキュラムに対する理解、具体的に何を学びたいか、卒業後の希望などについて質問します。高校までの活動実績から何を得たのかを自分の
言葉で語ること、その「得たこと」を関西大学での勉学において「いかに活かそうとしているのか」について積極的に伝えること、が求められます。

【メディア専攻】

　面接においては、第１次選考の書類では捉えきれなかった部分について深く尋ねていきます。高校時代に行ってきた活動や経験について、書類だけでは
明確に分からない部分がどうしても出てくるためです。また、ここでは、自らの経験や自分が考えたことについて、自分自身の言葉できちんと説得力を持って語
れるか、という点についても重視しています。多様なものの見方がある中から自分の考え方で社会を見つめ、より良い社会や組織のあり方を考えていく本専攻
では、その牽引役となる学生をAO入試で求めているからです。
　また、質問に対する回答においても、そこに自分の考えが表明されているか、という点を重視しながら面接を行っています。大学で何を志すかはもちろん、高
校生活で何をこれまでに成し遂げてきたのかを、自分の言葉で説明できることを評価します。

【社会システムデザイン専攻】

評価ポイント

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数
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政策創造学部教授 𠮷川 大介

政策創造学部
地元を活性化したい。グローバル社会で活躍したい。
そうした志のある人に、
政策のプロをめざしてほしい。

　政策創造学部は、多岐にわたる領域を横断的に学び、現代社会の多様な問題を発見・解決する方策と実行する力を養
うことを目的としています。本学部には、政策学科と国際アジア学科の２学科が設けられています。両学科では法律学、
経済学、政治学、経営学の４つの社会科学の学習をベースに、少人数を対象とした専門演習（ゼミナール）を通して、自ら
の学びや問題への関心を深めていきます。
　本学部では、３つの将来目標に応じた〈将来目標評価型入試〉を導入しています。地域活動志向型・国際活動志向型・ビ
ジネスリーダー志向型です。受験生のみなさんの将来像を明確に定め、その目標に応じた出願資格や社会活動をアピー
ルしてもらうことと、社会経済の問題をテーマにした小論文を提出していただきます。いずれの志向型入試においても、
学部の方針に沿った勉学の意欲を求めているため、単に“資格がある”、“全国レベルで活躍した”というだけでは十分と
はいえません。その経験や学んだことを生かして、将来何をしたいか明確に主張することが必要です。その将来の夢を
実現するために、本学部でどんなことを学びたいのかを、入学志望理由書には、具体的に論述してください。
　近年、日本では人口減少社会の到来とそれに伴う地域経済の衰退が深刻な問題となっています。国際社会では、相次
ぐ国際紛争やそれに伴う難民問題などが大きくクローズアップされています。本学部は、こうした問題解決に取り組むべ
く、教員スタッフがみなさんと一緒に考えていきます。
　本学部は、地域や国際社会で貢献することをめざす高い意欲をもったみなさんの挑戦をお待ちしています。

合格者からのメッセージ

　私は将来、アジアの貧困地域でジェンダーおよび衛生問題を改善するためのBOPビジネスに挑戦したいと考えています。そ
のきっかけは高2の夏休みに日本ユネスコ協会連盟主催の高校生カンボジアスタディツアーにオンライン参加したことです。ビ
ジネスは利益の追求が一番だと思っていましたが、社会問題を解決し人々を笑顔にすることもできるのだと実感しました。
　ビジネスを立ち上げるには各国の文化や価値観に配慮しなければなりません。その際に必要な現地の言語・宗教などに関する
幅広い知識を得る場として、アジア各国の経済状況や法学など幅広い知識を学べる関西大学政策創造学部は理想的でした。在
学中はタイに留学し実際の取り組みを学び、共にBOPビジネスを成功させる仲間を作りたいと考えています。

ビジネスでジェンダーや衛生問題などの社会問題を解決し、人々を笑顔にしたい。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　コロンビア大学経営大学院公式中高生対象プログラムに参加し、多くの参加者と協力してソーシャルビジネスプランを立
て、プレゼンテーションを行いました。ビジネスは利益の追求だけではなく、社会問題を解決できるものであると学びました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　AO入試は学科試験で測れない能力を活かせる入試です。高校生活で様々なことにチャレンジして、あらゆる分野に
関心を向けることが必要です。普段から自分で行動して学びを深めることを意識して、受験に向けて頑張ってください。

　地元に貢献できる政治家をめざす私にとって、関西大学政策創造学部は3つの点で非常に魅力があります。第一に経済・
法律・地方自治など幅広い領域の科目が開講され、政治に必要な基礎知識が身につく点です。地方自治体が取り組んでいる
実際の政策について学び、社会の問題点とその解決方法について探求したいと考えています。
　第二に「政策提言シンポジウム」、「アカデミックフェア」などを通じ広く内外に発信でき、政治を志す者にとって必須の発
信力が身につく点です。
　最後に全国から集まった様々な学生たちと交流できる点です。政策創造学部での4年間でより視野を広げてコミュニケー
ション力を高め、私を育ててくれた地域に恩返しできる政治家をめざします。

多彩な学びと発信力、コミュニケーション力が身につく環境は大きな魅力。

頼富 千歩

所属学部を志望したきっかけは？
　中学生の頃から政治学に興味を持ち、将来の夢は地元に貢献できる政治家になることです。また高校時代にボランティ
ア活動を行う中で、地域の人々と協働する防災を重視したまちづくりに興味を持ち、これらを両立して学べる政策創造学
部を志望しました。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　面接については、多彩な質問に対応できるよう、自分自身の今までの活動実績を思い返し、答える内容は暗記せず自
分の言葉で表現できるように整理しました。小論文は特定のテーマに関する書籍や学術論文をたくさん読みました。

国際アジア学科

富山県
私立 富山国際大学付属高等学校出身

寺村 光生

政策学科

兵庫県
県立 明石清水高等学校出身

則光 航成
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政策創造学部教授 𠮷川 大介

政策創造学部
地元を活性化したい。グローバル社会で活躍したい。
そうした志のある人に、
政策のプロをめざしてほしい。

　政策創造学部は、多岐にわたる領域を横断的に学び、現代社会の多様な問題を発見・解決する方策と実行する力を養
うことを目的としています。本学部には、政策学科と国際アジア学科の２学科が設けられています。両学科では法律学、
経済学、政治学、経営学の４つの社会科学の学習をベースに、少人数を対象とした専門演習（ゼミナール）を通して、自ら
の学びや問題への関心を深めていきます。
　本学部では、３つの将来目標に応じた〈将来目標評価型入試〉を導入しています。地域活動志向型・国際活動志向型・ビ
ジネスリーダー志向型です。受験生のみなさんの将来像を明確に定め、その目標に応じた出願資格や社会活動をアピー
ルしてもらうことと、社会経済の問題をテーマにした小論文を提出していただきます。いずれの志向型入試においても、
学部の方針に沿った勉学の意欲を求めているため、単に“資格がある”、“全国レベルで活躍した”というだけでは十分と
はいえません。その経験や学んだことを生かして、将来何をしたいか明確に主張することが必要です。その将来の夢を
実現するために、本学部でどんなことを学びたいのかを、入学志望理由書には、具体的に論述してください。
　近年、日本では人口減少社会の到来とそれに伴う地域経済の衰退が深刻な問題となっています。国際社会では、相次
ぐ国際紛争やそれに伴う難民問題などが大きくクローズアップされています。本学部は、こうした問題解決に取り組むべ
く、教員スタッフがみなさんと一緒に考えていきます。
　本学部は、地域や国際社会で貢献することをめざす高い意欲をもったみなさんの挑戦をお待ちしています。

合格者からのメッセージ

　私は将来、アジアの貧困地域でジェンダーおよび衛生問題を改善するためのBOPビジネスに挑戦したいと考えています。そ
のきっかけは高2の夏休みに日本ユネスコ協会連盟主催の高校生カンボジアスタディツアーにオンライン参加したことです。ビ
ジネスは利益の追求が一番だと思っていましたが、社会問題を解決し人々を笑顔にすることもできるのだと実感しました。
　ビジネスを立ち上げるには各国の文化や価値観に配慮しなければなりません。その際に必要な現地の言語・宗教などに関する
幅広い知識を得る場として、アジア各国の経済状況や法学など幅広い知識を学べる関西大学政策創造学部は理想的でした。在
学中はタイに留学し実際の取り組みを学び、共にBOPビジネスを成功させる仲間を作りたいと考えています。

ビジネスでジェンダーや衛生問題などの社会問題を解決し、人々を笑顔にしたい。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　コロンビア大学経営大学院公式中高生対象プログラムに参加し、多くの参加者と協力してソーシャルビジネスプランを立
て、プレゼンテーションを行いました。ビジネスは利益の追求だけではなく、社会問題を解決できるものであると学びました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　AO入試は学科試験で測れない能力を活かせる入試です。高校生活で様々なことにチャレンジして、あらゆる分野に
関心を向けることが必要です。普段から自分で行動して学びを深めることを意識して、受験に向けて頑張ってください。

　地元に貢献できる政治家をめざす私にとって、関西大学政策創造学部は3つの点で非常に魅力があります。第一に経済・
法律・地方自治など幅広い領域の科目が開講され、政治に必要な基礎知識が身につく点です。地方自治体が取り組んでいる
実際の政策について学び、社会の問題点とその解決方法について探求したいと考えています。
　第二に「政策提言シンポジウム」、「アカデミックフェア」などを通じ広く内外に発信でき、政治を志す者にとって必須の発
信力が身につく点です。
　最後に全国から集まった様々な学生たちと交流できる点です。政策創造学部での4年間でより視野を広げてコミュニケー
ション力を高め、私を育ててくれた地域に恩返しできる政治家をめざします。

多彩な学びと発信力、コミュニケーション力が身につく環境は大きな魅力。

頼富 千歩

所属学部を志望したきっかけは？
　中学生の頃から政治学に興味を持ち、将来の夢は地元に貢献できる政治家になることです。また高校時代にボランティ
ア活動を行う中で、地域の人々と協働する防災を重視したまちづくりに興味を持ち、これらを両立して学べる政策創造学
部を志望しました。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　面接については、多彩な質問に対応できるよう、自分自身の今までの活動実績を思い返し、答える内容は暗記せず自
分の言葉で表現できるように整理しました。小論文は特定のテーマに関する書籍や学術論文をたくさん読みました。

国際アジア学科

富山県
私立 富山国際大学付属高等学校出身

寺村 光生

政策学科

兵庫県
県立 明石清水高等学校出身

則光 航成

政策創造学部

地域活動志向型

国際活動志向型

ビジネスリーダー志向型

地域活動志向型

国際活動志向型

ビジネスリーダー志向型

政策学科

国際アジア学科

学科（専攻・専修）

計

学部

4

1

2

1

1

0

9

合格者

4

1

2

1

1

0

9

合格者

18

3

14

10

3

2

50

5

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

【AO入試のポイント】
　政策創造学部は、社会全般に対する鋭い関心をもち、これまで養ってきた自己の秀でた能力を使って、問題を発見し、その解決方法を見つけ出すことのできる
実行力をもった人を求めています。独自の能力と実行力を駆使して、例えば演習やフィールドワークの場などでリーダーシップを発揮してくれるような人に、ぜひ入
学してもらいたいと思います。多様な能力や経験をもった学生の存在は、学部を活性化する効果があると我々は考えています。それゆえ、さまざまな分野において
優れた実績を有する受験生の中から選抜することをAO入試の目的としています。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員によって書類選考を行い、それぞれの受験生について、合議をしたうえで評価します。

（1）地域活動志向型・国際活動志向型・ビジネスリーダー志向型のいずれかに該当する、社会的に高く評価されるような活動を行ってきたか、あるいはそのような
資格を有しているか（客観的に証明できる資料が必要です）。

（2）政策創造学部の理念や志望学科の教育内容を理解したうえで、ここで学びたいという意志が明確に感じられるか。
（3）政策創造学部で教育を受けるために必要な基礎学力を有しているか。

　（1）の点については、活動実績や資格を証明できる資料によって評価を行います。一般的に、そして客観的に、活動や資格をどれだけ高く評価できるかが大き
なポイントです。それだけでなく、活動のユニークさなども評価の際に考慮します。団体による活動を実績として提出した受験生の中には、受験生個人がそれに対
してどれだけ貢献したかがよく分からないケースが見受けられます。個人としての貢献の度合いが具体的に分かるように、自分の役割や目的、行動、そして社会に
与えた影響を明記した上で、資料を付けておくことが必要です。
　（2）の点については、「入学志望理由書」と「課題小論文」で判断します。その内容とともに、文章の構成力も評価のポイントとなります。学部のホームページ
や入試パンフレットを見て、とりあえず「作文」を行った、というような入学志望理由書では、高い評価は得られません。政策創造学部の志望学科で学びたいという
意志と情熱が、自分の言葉できちんと具体的に表現されていることが重要です。
　（3）の点については、調査書で確認します。また、どのように高校生活を過ごしてきたかについても調査書から判断します。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

　第１次選考の基準は、次のとおりです。

　第２次選考（面接）において、評価を行うポイントは以下のとおりです。

評価ポイント

第２次選考（面接）について

面接員のコメント

　複数の面接員によって面接を行います。活動実績および社会全般に対する関心などを中心に質問します。面接員による合議を経て、最終的な評価を行います。

（1）活動実績についての説明能力およびコミュニケーション能力があるかどうか。　（2）社会事象に対して関心をもち、日頃から十分に考えているかどうか。
（3）予想外の質問に対しても、適切に対処できる能力があるかどうか。　（4）入学後、政策創造学部で学習していく上でのプランを具体的に描けているかどうか。

■ 実施概要

評価ポイント

●面接で、あらかじめ予想されるような質問にはよどみなく答えるが、予期していなかった質問には何も言えなくなる、という受験生が見受けられました。このような場合には、当然評価は厳しくなります。日頃からさまざまな
事柄に対して関心をもち、考えをめぐらせていることが必要です。
●政策創造学部の志望学科に入学したい理由を具体的に説明できない受験生が多く見受けられました。まず、政策創造学部の教育方針や学科の特徴をできる限り調査して理解した上で、自分の能力が政策創造
学部に本当に適合しているかどうかをしっかり考えるようにしてください。
●上記コメントと関連しますが、政策創造学部に入学した後、どのようなことを勉強したいのか、またどのような活動に取り組みたいのかという点について、具体的に説明できない受験生が見受けられました。自分の入学
後の将来像をしっかりとイメージしてから面接に臨むことが大事です。
●面接員の質問に適切に答えていない受験生が見受けられました。面接員の質問をしっかりと理解した上で、落ち着いて丁寧に答えることが高い評価につながります。
●AO入試では、本学で本当に学びたいという熱意ある学生を求めています。本学入学後は主体的な行動と具体的な提案力とが求められます。自分の言葉で自分の強みと本学への想いを発信することが大切です。

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数
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外国語学部長・教授 今井 裕之

外国語学部 外国語を軸として時代と社会に向き合い、
国際社会で活躍できる人材の育成をめざしています。

　外国語学部では「外国語のプロフェッショナル」育成を目標としています。ビジネスや教育の世界はもちろんのこと、国際
的な機関や通訳・翻訳などの多彩な分野で活躍できる人材を育成することが目的となります。外国語学部では、言語の探究を
深める上で欠かせない言語学知識の基盤を築きながら、（１）国際協力・地域協力、（２）外国語教育、（３）エリア・スタディー
ズ、（４）異文化コミュニケーション、（５）通訳翻訳、を探求する５つのプログラムが用意されており、それぞれの分野での専門
知識を深めることができます。主専攻言語は、英語または中国語（留学生には日本語）に特化されており、高い外国語運用能
力とコミュニケーション力で国際社会を舞台に活躍できる人材を育成します。加えて、主専攻言語以外の言語（英語、ドイツ
語、フランス語、ロシア語、スペイン語、中国語、朝鮮語）についても、副専攻言語またはプラスワン言語として学ぶことにな
ります。また外国語学部には、「※スタディ・アブロード・プログラム」があります。これは全ての外国語学部生が、海外の提携
大学に約１年間留学する必修プログラムです。提携大学の中には、主専攻言語圏以外の国で、英語力と共にもう一言語（副
専攻言語）の習得を目指す二言語習得留学「クロス留学」も充実しています。海外での生活は、真のコミュニケーションにつ
いて学ぶ絶好のチャンス。実際にプログラムを経験した学生たちは、高い外国語の運用能力とコミュニケーション力、そして
異文化適応力を身につけて帰ってきます。
　AO入試を志望しておられる方には、今から時事問題に興味をもっておくことをお勧めします。世界ではどんなことが起こっ
ているのか、日本は世界からどう見えているのか、そして自分はそれに対してどのような意見をもっているのか。その意見の
根拠は何なのか。普段の勉強をしながら、そういった視点を忘れず、頭の片隅に置いておいてください。
　私たちが選考のプロセスで注目するのは、（1）受験生が高等学校までの学習内容の理解を基盤に、思考力・判断力および
表現力（日本語・英語）を身につけているのか、（2）外国語学部のプログラムで何を学びたいのか、そして、（3）その学びを自
分の将来にどのように生かしたいのか、を明確に表現できるという点です。外国の言語・文化を学ぶのが好きだという人、人とコミュニケーションをとるのが好きだという人、世界
の動きに興味のある人は、ぜひ外国語学部のAO入試に挑戦してください。

合格者からのメッセージ

　私の夢は国際的視野を持つ外国語教員として活躍しながら、競技かるたの魅力を世界に広める架け橋になることです。中学
生の頃に競技かるた世界大会でフランスチームの優勝を知り、海外選手と試合をしたいと考えると共に、世界中に競技かるた
の魅力を伝えたいと思ったことがきっかけです。
　外国語教員になるには外国語の高度な運用能力、専門的知識、技能はもちろん、異文化や異なる意見を持つ人々の立場に立ち物事を
考えられる国際的視野が必要です。在学中に1年間の留学にチャレンジし、外国語運用能力や異文化への理解という点に磨きをかけた
いと考えています。卒業後は高校教員として外国語を教えつつ、競技かるた部の顧問として国内外にその魅力を伝えていきたいです。

将来の夢は外国語教員として活躍しつつ、競技かるたを世界に広めること。

所属学部を志望したきっかけは？
　英語を学ぶ楽しさを伝えられる高校の英語教員になるためです。また言葉の壁を越え日本文化である競技かるたを世
界に広める架け橋になるため、教員免許の取得と留学で語学力を高めることができる外国語学部を志望しました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　関西大学外国語学部で何をどのように学びたいか、どのような大学生活を送りたいかを明確にし、自分の夢や考えを伝え
ることが大切だと思います。学科試験では測れないこれまでの努力を最大限にアピールし、自信を持って臨んでください。

　幼い頃から韓国人の方が運営する教会に通い、アメリカ式のクリスマスや韓国語の讃美歌など他国の文化に触れた経験か
ら、多様な言語や習慣に関心を持つようになりました。そこから国際協力に興味が湧き、高い外国語運用能力と共に経済格差
に関する知見を持つ人材になりたいと考え、幅広い分野について学べる関西大学外国語学部への進学を決めました。
　在学中はドイツ語に力を入れ、敗戦から立ち上がり経済発展を遂げたドイツで経済について学びたいです。さらに大学院に
進学し、外務省が実施するJPO派遣制度に参加したいと考えています。言語力をコミュニケーションの基盤として極め、ドイツ
留学を通して異なる文化や生活環境に触れながら国際機関に携わり、経済格差を是正する海外支援を行う人材をめざします。

外国語運用能力をツールに、経済格差を是正する海外支援の現場で活躍する人材をめざす。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　小論文は先生に何度も添削していただき、自分なりの文章構成を作りどんなテーマにも対応できるようにしました。面接で
は英語の先生と志望理由や自己紹介を英語で話せるように準備し、その言語を主専攻言語とする明確な理由も考えました。

関西大学でチャレンジしてみたいことは？
　ドイツへのクロス留学を通し、英語とともにドイツ語の習得に最も力を入れたいです。1年間で２カ国語を学べる点が
関西大学外国語学部の大きな魅力だと感じているので、その魅力を存分にいかして学びたいと思っています。

※スタディ・アブロード・プログラムについて、感染症や自然災害、政情など相手国の状況により、プログラムが遂行できない場合もあります。その場合は代替手段が講じられます。
　また国籍によっては、相手国の事情により、入学許可やビザ発給等が困難な場合もあります。この場合は次善の国・地域への留学となります。

外国語学科

大阪府
私立 大阪高等学校出身

仲宗根 レイナ

外国語学科

大阪府
府立 清水谷高等学校出身

小西 桜子

【AO入試のポイント】
　外国語学部は「外国語」を切り口に時代と社会に向き合い、国際社会のフロントランナーとなりうる人材を育成するという学部の理念に賛同し、本学部で
の勉学を強く希望する者を受け入れます。外国語学部で何を学びたいか、それを自分の将来にどのように活かしたいかを明確に表現し、自己推薦すること
が求められます。
　外国語学部が入学生に求めている人物像は、高等学校での学習内容の理解を基盤に、論理的思考力、および日本語の書く力を身につけた者、そのうえに
高度な外国語運用能力を身につけ、外国語をとおして新たな知識を吸収し、国際的な諸問題について理解を深めようとする者です。さらに、さまざまな文化
的背景をもった人々を含み、人とコミュニケーションをとろうとする積極性、環境の変化に柔軟に対応できることも求められます。
　外国語学部のAO入試では、「初修言語である中国語の修得に強い意欲をもって学習したい者」、「クロス留学を希望する者」、「英語教員を志望する者」
を求めています。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員によって、それぞれの受験生について書類選考を行い、合議をしたうえで評価します。

（1）高等学校での教科内容の十分な理解を基盤に、論理的に考える力および日本語を書く力をもっているかを判断します。
（2）外国語学部が定めるAO入試の要件である、高等学校もしくは中等教育学校における全体の評定平均値並びに「英語に関する科目」（Ｂ〔クロス留学〕・Ｃ
〔英語教員〕出願の場合）、「英語」および「国語」（Ａ〔中国語〕出願の場合）の評定平均値の基準を満たしているかどうかを確認します。外国の教育機関で
教育を受けた受験者については、当該機関からの成績証明書、教科内容、担当教員のコメントなどを参考とします。

（3）主専攻言語が英語となる受験者（Ｂ〔クロス留学〕・Ｃ〔英語教員〕出願者）については、英語関連の高度な資格を有しているかを確認します。
（4）「入学志望理由書」、「将来設計書」、「推薦書」、「課題レポート」（Ａ〔中国語〕出願の場合のみ）などから、受験者が外国語学部の理念や教育内容を理解
した上で、外国語学部で学びたいという強い意志があるかどうかを確認します。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

　第１次選考（書類選考）において、評価を行うポイントは以下のとおりです。

評価ポイント

選考委員のコメント
　「入学志望理由書」、「将来設計書」から、受験者が外国語学部で求める学生像に適しているか、外国語学部での勉学を志望する意欲が高いかなどを判断します。これらの書類で
は、学部パンフレットやホームページに記載されている内容をそのまま羅列しているにすぎないと思わせるようなものではなく、受験者自らの言葉で、学習意欲、将来目標、並びに学部
での勉学との関連性などを強くアピールする必要があります。特に、クロス留学を希望する受験者は、なぜその地域に留学したいのかという点を明確にしなければなりません。また、主
専攻言語が英語となる受験者は、より高いスコアを報告できるように資格試験に積極的に取り組んでください。

第２次選考（日本語の課題エッセイと面接）について
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外国語学部長・教授 今井 裕之

外国語学部 外国語を軸として時代と社会に向き合い、
国際社会で活躍できる人材の育成をめざしています。

　外国語学部では「外国語のプロフェッショナル」育成を目標としています。ビジネスや教育の世界はもちろんのこと、国際
的な機関や通訳・翻訳などの多彩な分野で活躍できる人材を育成することが目的となります。外国語学部では、言語の探究を
深める上で欠かせない言語学知識の基盤を築きながら、（１）国際協力・地域協力、（２）外国語教育、（３）エリア・スタディー
ズ、（４）異文化コミュニケーション、（５）通訳翻訳、を探求する５つのプログラムが用意されており、それぞれの分野での専門
知識を深めることができます。主専攻言語は、英語または中国語（留学生には日本語）に特化されており、高い外国語運用能
力とコミュニケーション力で国際社会を舞台に活躍できる人材を育成します。加えて、主専攻言語以外の言語（英語、ドイツ
語、フランス語、ロシア語、スペイン語、中国語、朝鮮語）についても、副専攻言語またはプラスワン言語として学ぶことにな
ります。また外国語学部には、「※スタディ・アブロード・プログラム」があります。これは全ての外国語学部生が、海外の提携
大学に約１年間留学する必修プログラムです。提携大学の中には、主専攻言語圏以外の国で、英語力と共にもう一言語（副
専攻言語）の習得を目指す二言語習得留学「クロス留学」も充実しています。海外での生活は、真のコミュニケーションにつ
いて学ぶ絶好のチャンス。実際にプログラムを経験した学生たちは、高い外国語の運用能力とコミュニケーション力、そして
異文化適応力を身につけて帰ってきます。
　AO入試を志望しておられる方には、今から時事問題に興味をもっておくことをお勧めします。世界ではどんなことが起こっ
ているのか、日本は世界からどう見えているのか、そして自分はそれに対してどのような意見をもっているのか。その意見の
根拠は何なのか。普段の勉強をしながら、そういった視点を忘れず、頭の片隅に置いておいてください。
　私たちが選考のプロセスで注目するのは、（1）受験生が高等学校までの学習内容の理解を基盤に、思考力・判断力および
表現力（日本語・英語）を身につけているのか、（2）外国語学部のプログラムで何を学びたいのか、そして、（3）その学びを自
分の将来にどのように生かしたいのか、を明確に表現できるという点です。外国の言語・文化を学ぶのが好きだという人、人とコミュニケーションをとるのが好きだという人、世界
の動きに興味のある人は、ぜひ外国語学部のAO入試に挑戦してください。

合格者からのメッセージ

　私の夢は国際的視野を持つ外国語教員として活躍しながら、競技かるたの魅力を世界に広める架け橋になることです。中学
生の頃に競技かるた世界大会でフランスチームの優勝を知り、海外選手と試合をしたいと考えると共に、世界中に競技かるた
の魅力を伝えたいと思ったことがきっかけです。
　外国語教員になるには外国語の高度な運用能力、専門的知識、技能はもちろん、異文化や異なる意見を持つ人々の立場に立ち物事を
考えられる国際的視野が必要です。在学中に1年間の留学にチャレンジし、外国語運用能力や異文化への理解という点に磨きをかけた
いと考えています。卒業後は高校教員として外国語を教えつつ、競技かるた部の顧問として国内外にその魅力を伝えていきたいです。

将来の夢は外国語教員として活躍しつつ、競技かるたを世界に広めること。

所属学部を志望したきっかけは？
　英語を学ぶ楽しさを伝えられる高校の英語教員になるためです。また言葉の壁を越え日本文化である競技かるたを世
界に広める架け橋になるため、教員免許の取得と留学で語学力を高めることができる外国語学部を志望しました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　関西大学外国語学部で何をどのように学びたいか、どのような大学生活を送りたいかを明確にし、自分の夢や考えを伝え
ることが大切だと思います。学科試験では測れないこれまでの努力を最大限にアピールし、自信を持って臨んでください。

　幼い頃から韓国人の方が運営する教会に通い、アメリカ式のクリスマスや韓国語の讃美歌など他国の文化に触れた経験か
ら、多様な言語や習慣に関心を持つようになりました。そこから国際協力に興味が湧き、高い外国語運用能力と共に経済格差
に関する知見を持つ人材になりたいと考え、幅広い分野について学べる関西大学外国語学部への進学を決めました。
　在学中はドイツ語に力を入れ、敗戦から立ち上がり経済発展を遂げたドイツで経済について学びたいです。さらに大学院に
進学し、外務省が実施するJPO派遣制度に参加したいと考えています。言語力をコミュニケーションの基盤として極め、ドイツ
留学を通して異なる文化や生活環境に触れながら国際機関に携わり、経済格差を是正する海外支援を行う人材をめざします。

外国語運用能力をツールに、経済格差を是正する海外支援の現場で活躍する人材をめざす。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　小論文は先生に何度も添削していただき、自分なりの文章構成を作りどんなテーマにも対応できるようにしました。面接で
は英語の先生と志望理由や自己紹介を英語で話せるように準備し、その言語を主専攻言語とする明確な理由も考えました。

関西大学でチャレンジしてみたいことは？
　ドイツへのクロス留学を通し、英語とともにドイツ語の習得に最も力を入れたいです。1年間で２カ国語を学べる点が
関西大学外国語学部の大きな魅力だと感じているので、その魅力を存分にいかして学びたいと思っています。

※スタディ・アブロード・プログラムについて、感染症や自然災害、政情など相手国の状況により、プログラムが遂行できない場合もあります。その場合は代替手段が講じられます。
　また国籍によっては、相手国の事情により、入学許可やビザ発給等が困難な場合もあります。この場合は次善の国・地域への留学となります。

外国語学科

大阪府
私立 大阪高等学校出身

仲宗根 レイナ

外国語学科

大阪府
府立 清水谷高等学校出身

小西 桜子

【AO入試のポイント】
　外国語学部は「外国語」を切り口に時代と社会に向き合い、国際社会のフロントランナーとなりうる人材を育成するという学部の理念に賛同し、本学部で
の勉学を強く希望する者を受け入れます。外国語学部で何を学びたいか、それを自分の将来にどのように活かしたいかを明確に表現し、自己推薦すること
が求められます。
　外国語学部が入学生に求めている人物像は、高等学校での学習内容の理解を基盤に、論理的思考力、および日本語の書く力を身につけた者、そのうえに
高度な外国語運用能力を身につけ、外国語をとおして新たな知識を吸収し、国際的な諸問題について理解を深めようとする者です。さらに、さまざまな文化
的背景をもった人々を含み、人とコミュニケーションをとろうとする積極性、環境の変化に柔軟に対応できることも求められます。
　外国語学部のAO入試では、「初修言語である中国語の修得に強い意欲をもって学習したい者」、「クロス留学を希望する者」、「英語教員を志望する者」
を求めています。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員によって、それぞれの受験生について書類選考を行い、合議をしたうえで評価します。

（1）高等学校での教科内容の十分な理解を基盤に、論理的に考える力および日本語を書く力をもっているかを判断します。
（2）外国語学部が定めるAO入試の要件である、高等学校もしくは中等教育学校における全体の評定平均値並びに「英語に関する科目」（Ｂ〔クロス留学〕・Ｃ
〔英語教員〕出願の場合）、「英語」および「国語」（Ａ〔中国語〕出願の場合）の評定平均値の基準を満たしているかどうかを確認します。外国の教育機関で
教育を受けた受験者については、当該機関からの成績証明書、教科内容、担当教員のコメントなどを参考とします。

（3）主専攻言語が英語となる受験者（Ｂ〔クロス留学〕・Ｃ〔英語教員〕出願者）については、英語関連の高度な資格を有しているかを確認します。
（4）「入学志望理由書」、「将来設計書」、「推薦書」、「課題レポート」（Ａ〔中国語〕出願の場合のみ）などから、受験者が外国語学部の理念や教育内容を理解
した上で、外国語学部で学びたいという強い意志があるかどうかを確認します。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

　第１次選考（書類選考）において、評価を行うポイントは以下のとおりです。

評価ポイント

選考委員のコメント
　「入学志望理由書」、「将来設計書」から、受験者が外国語学部で求める学生像に適しているか、外国語学部での勉学を志望する意欲が高いかなどを判断します。これらの書類で
は、学部パンフレットやホームページに記載されている内容をそのまま羅列しているにすぎないと思わせるようなものではなく、受験者自らの言葉で、学習意欲、将来目標、並びに学部
での勉学との関連性などを強くアピールする必要があります。特に、クロス留学を希望する受験者は、なぜその地域に留学したいのかという点を明確にしなければなりません。また、主
専攻言語が英語となる受験者は、より高いスコアを報告できるように資格試験に積極的に取り組んでください。

第２次選考（日本語の課題エッセイと面接）について
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外国語学部

A〔中国語〕

C〔英語教員〕

ドイツ語

フランス語

ロシア語

中国語

朝鮮語

外国語学科 B〔クロス留学〕

学科（専攻・専修）

計

学部

0

1

1

0

2

1

3

8

合格者

0

1

3

1

2

2

5

14

合格者

0

1

6

1

2

2

6

18

10

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

第２次選考（日本語の課題エッセイと面接）について

　第２次選考実施日に、日本語で作成する「課題エッセイ」と面接を行います。各自の課題エッセイは複数の選考委員が評価します。面接は複数の委員によって
各受験生30分程度で行います。「課題エッセイ」と面接結果をもとに、選考委員全員による合議を経て、最終的な評価を行います。

（1）与えられた課題の指示に的確に従い、自分の考えを論理的に述べている。
（2）全体の内容が統一されており、適切な情報を記載できている。
（3）主張や意見を自分の言葉や経験で説明できている。
（4）文体が統一されており、日本語として読みやすい。

■ 実施概要

　第２次選考の課題エッセイにおいて、評価を行うポイントは以下です。

（1）関西大学の外国語学部で何を学びたいかが明確であり、外国語学部で学ぶことに意欲的である。
（2）将来の目標と外国語学部での勉学の関連性が明確である。
（3）言語を学ぶことに対する資質がある。
（4）環境の変化に対応できる柔軟性を持っている。
（5）コミュニケーションに対して積極性がみられる。

　第２次選考の面接において、評価を行うポイントは以下です。

評価ポイント

面接員のコメント
日本語の「課題エッセイ」では、与えられた日本語の文章を要約し、自分の意見を論理的に述べるよう求めましたが、要約が出来ていない、論理的に意見が述べられていないものも散
見されました。面接では、「入学志望理由書」に書かれていない事柄についても、面接員から一歩踏み込んだ質問があります。その回答の内容や答え方から、皆さんの学習意欲、コミ
ュニケーションに対する積極性を判断します。志望理由など、あらかじめ予想される質問に対しては答えられるとしても、予想していなかったと思われる質問などは、何も答えられない場
合もありますので、しっかりと準備をしておいてください。

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

外国語学部
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外国語学部

A〔中国語〕

C〔英語教員〕

ドイツ語

フランス語

ロシア語

中国語

朝鮮語

外国語学科 B〔クロス留学〕

学科（専攻・専修）

計

学部

0

1

1

0

2

1

3

8

合格者

0

1

3

1

2

2

5

14

合格者

0

1

6

1

2

2

6

18

10

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

第２次選考（日本語の課題エッセイと面接）について

　第２次選考実施日に、日本語で作成する「課題エッセイ」と面接を行います。各自の課題エッセイは複数の選考委員が評価します。面接は複数の委員によって
各受験生30分程度で行います。「課題エッセイ」と面接結果をもとに、選考委員全員による合議を経て、最終的な評価を行います。

（1）与えられた課題の指示に的確に従い、自分の考えを論理的に述べている。
（2）全体の内容が統一されており、適切な情報を記載できている。
（3）主張や意見を自分の言葉や経験で説明できている。
（4）文体が統一されており、日本語として読みやすい。

■ 実施概要

　第２次選考の課題エッセイにおいて、評価を行うポイントは以下です。

（1）関西大学の外国語学部で何を学びたいかが明確であり、外国語学部で学ぶことに意欲的である。
（2）将来の目標と外国語学部での勉学の関連性が明確である。
（3）言語を学ぶことに対する資質がある。
（4）環境の変化に対応できる柔軟性を持っている。
（5）コミュニケーションに対して積極性がみられる。

　第２次選考の面接において、評価を行うポイントは以下です。

評価ポイント

面接員のコメント
日本語の「課題エッセイ」では、与えられた日本語の文章を要約し、自分の意見を論理的に述べるよう求めましたが、要約が出来ていない、論理的に意見が述べられていないものも散
見されました。面接では、「入学志望理由書」に書かれていない事柄についても、面接員から一歩踏み込んだ質問があります。その回答の内容や答え方から、皆さんの学習意欲、コミ
ュニケーションに対する積極性を判断します。志望理由など、あらかじめ予想される質問に対しては答えられるとしても、予想していなかったと思われる質問などは、何も答えられない場
合もありますので、しっかりと準備をしておいてください。

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

外国語学部

人間健康学部長・教授 所 めぐみ

人間健康学部 誰もが健康で幸せでいられる「健幸（well-being）」な社会を
実現する人材の育成をめざしています。

　地球環境の危機や新型コロナウイルス感染症の拡大にみられるように、人類社会はいま大きな転機を迎えています。
そのなかで人が健康で幸せに生きる「健幸（well-being）」な社会の実現が大きなテーマとなっています。人間健康学部
では、人間が生き生きと楽しく生活できる社会を創造し支える人材の育成を通して、多様な人々が互いを尊重し、誰もが
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合格者からのメッセージ

　小学校から高校までバスケットボールを続けキャプテンも務めてきた経験から、関西大学人間健康学部で学生主体の
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　出願書類は自分にしかない経験や大学で学びたいことなどを可能な限り記入して、国語の先生に添削していただくのがお
すすめです。筆記課題は１日に１題は必ず解き、先生の添削および復習の後に次の問題を解くことを繰り返してみてください。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　筆記課題は小論文に慣れるため１日１つをノルマにしました。自分なりの文章構成が決まれば書きやすくなります。面接は
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AO入試を受験して得たことは？
　AO入試は活動実績を通して自分の強みをアピールすることが必要です。出願書類の作成では自分を客観的に分析して
高校時代の取り組みを一から振り返り、それまで認識していなかった自分自身の長所や短所、個性を知ることができました。

人間健康学科

岡山県
私立 岡山学芸館高等学校出身

姜 侑佑

人間健康学科

岡山県
私立 就実高等学校出身

川崎 真子
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第２次選考第１次選考

【AO入試のポイント】
　人間が幸せに、そして豊かに暮らすためには「健康」であることが前提になります。それには「からだ」の問題はもちろんのこと、現在の社会状況からくる孤独や
ストレスへの対応など「こころ」の問題、生活不安や少子高齢化といった「くらし」の問題を解決していくことが必要です。人間が幸福であるためには、これら３つの
要素を、どうすればより高みにもっていけるかを考えるのが人間健康学部の学びの基本です。この基本に則り、学際的で実践的な学びを重視している人間健康学
部では、教室での講義だけでなく地域と連携したさまざまな活動への参加を通して、社会と人間の「健康」に関わる諸問題を解決できる人材を育成します。また、体
験や実践の価値や意味を幅広い知識や理論によって分析し、言葉や文字で他者に伝えることも大切にします。AO入試においても、ひとつの分野で特に秀でた経
験の積み重ねだけでなく、そうした経験での感動を他者が共感したり、参考にしたりできるような表現力を重視します。

第１次選考（書類選考）について

　第１次選考では、志願者それぞれの出願書類を複数の選考委員が精読し、「調査書」の記載事項から人間健康学部で教育を受けるために必要な基礎学力
を有していることを確認し、そのうえで「入学志望理由書」と「出願資格を証明する資料」などを精査して、総合的な観点から選考しました。2023年度の入学試験
では88名が受験し、第１次選考で26名が合格しました。

　AO入試の特性にしたがって、学力入試ではアピールできない学術・文化・芸術・スポーツなどの様々な活動、高度な資格や技能、またはボランティア・福祉
活動などの社会貢献活動を評価対象とします。ただし、そのような活動を自己満足だけにとどめるのではなく、自らが得た感動を他者に伝える能力を重視して
います。さらに、人間健康学部で何を学び、それをどう将来に生かすのかを具体的に説明し、大学生活への積極的な意欲が読み取れる「入学志望理由書」を
評価します。学部のホームページやパンフレットに記載されていることを事前に調べるのは当然ですが、それらを単に拾い書きするのではなく、学部教員が書い
た書籍や人間健康学部の学びに関連する本を読み、考察しておくような努力を期待しています。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（筆記課題と面接）について

　第２次選考は、体験学習プログラム実施後の「筆記課題」と「面接（口頭試問を含む）」により行いました。「筆記課題」は、室内でのグループワークやプロジェク
トアドベンチャー施設を利用した体験学習プログラム実施後、設問に対する解答を90分以内に1,200字程度でまとめるものです。今回は体験学習プログラムで
の経験を踏まえて、「幸福」に関する考え方について出題しました。体験学習プログラムの経験を踏まえて述べられているか、基本的な文章の書き方が守られてい
るか否かをチェックしたうえで、課題にひそむ問題のポイントを見抜く能力、表現の正確さ、論理性、説得力を評価しています。
　一方、「面接（口頭試問を含む）」は、約15分の時間をかけて評価者の質疑に応答します。ここでは、人間健康学部への志望理由、入学後に学びたいこと、将
来のありたい姿などについて質問しました。これらの選考を経て、2023年度の入学試験では11名が合格しました。

　「筆記課題」では、体験学習プログラム自体は評価の対象とはなりません。体験学習プログラムでの経験を踏まえたうえで、与えられた設問に対しての表現
力や論理性を評価しています。また、原稿用紙の使い方、適切な表現、文章構成を考えた段落立て、誤字脱字のない正確な言葉の使用など、文章の基本的
な書き方が身についているかはもちろん、設問で指示された字数内で、自らの考えや意見をまとめることができているか否かを判断しています。内容については、
設問に対してユニークな発想と着眼点から論点を設定できていることや、経験を踏まえて具体例を挙げながらわかりやすく説明していることが評価のポイントに
なります。「筆記課題」に備えるためには、新聞記事やニュース報道などを通して、今日の社会が抱えている問題について、常に考えておくことが求められます。
また、人間健康学部の学びに関する書物を数多く読み、問題のとらえ方や論じ方を学んでおくことも大切です。さらに、経験したことを知識へとつなぎ、自らの考
えを練り上げ、それを他者へと適切な形で表現する力が試されます。日頃から体験したことを自分の言葉で語る習慣を身につけたり、新たに得た情報や知識を自
分自身の体験に落とし込んで理解する習慣を持ったりすることが大切です。自ら問題を設定して、これまでの体験や人間健康学部を志望する理由などと関連
づけながら、解答をまとめる練習をしておくことも必要でしょう。
　「面接（口頭試問）」については、挨拶や話し方のマナーを守ることは当然ですが、あらかじめ準備してきたことを一方的に話すのではなく、面接者の話をよく
聞いて、予想外の質問があっても自分の言葉で答えられるように準備しておきましょう。練習してきたことにとらわれて当日の問いを軽視し、事前に用意した答え
を調整して課題に答えることは、むしろ評価を下げることになりますので注意してください。

■ 実施概要

評価ポイント

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

人間健康学部
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人間健康学部

総合情報学部長・教授 名取 良太

総合情報学部 明確なビジョンをもち、独自の視点で率直な
意見交換ができる素養を重視します。

　文理融合型を基本コンセプトとする総合情報学部では、情報をキーワードとして、既存の学問分野の枠にとらわれることな
く、さまざまな専門領域を横断的に学ぶことができます。この学びにより、幅広い分野の基礎知識を身につけつつ、自分に合
った関心のある専門分野を見極めて独自性を高めていくことができます。つまり、広い視野と独自性を兼ね備えた柔軟な専
門性を身につけていくところに、総合情報学部で学ぶ醍醐味があるといえます。
　こうした教育理念を実現するため、総合情報学部では、AO入試においても従来の枠組みにとらわれずにさまざまな試みを
行ってきました。いわゆる受験勉強だけでは養えない多様な能力を有する個性を発掘することを目的として、「活動実績評価
型」に加え、2007年から「情報リテラシー評価型」を導入し、異なる2種類の能力に着目する入試と位置づけました。
　「活動実績評価型」は、広く社会で認められる活動に関わる能力に着目します。この能力を評価する際は、活動の実績も大
切ですが、それだけでなく、さまざまな経験を総合情報学部での「学び」にどのように生かして、独自性を高めていきたいかと
いう目的意識を重視しています。
　「情報リテラシー評価型」は、問題解決に関する能力に着目します。高校までの教育で、ある程度習得した情報リテラシー
を問題解決に活用する能力を評価するために、パソコンを使用したり、グループディスカッションを行ったりしてもらうオリジ
ナリティーのある選考方法となっています。選考に際しては、実際に与えられた課題に取り組んでもらい、さまざまな視点から
独自のアイデアや提案を導く過程と、その内容について他の人と率直な意見交換ができる能力を重視します。
　これまで、高校や社会で培ってきた経験や技能を、総合情報学部においてさらに発展させ、自分の夢に向かってチャレンジ
する意欲のある人を待っています。

合格者からのメッセージ

　小学校から高校まで続けた卓球の経験を活かし、将来は卓球のオンラインショップを経営したいと考えています。以前、全国
の卓球に関するサイトを調べたところ、アイコンや写真点数が多い方が見やすいという私の予想と異なり、少ない方が見やす
いという結果になりました。
　関西大学総合情報学部では、より見やすさ、使いやすさを意識した「情報デザイン」、そしてユーザーの希望に合わせたサー
ビスを展開できるマーケティング戦略が身につく「Webマーケティング」を学びたいと考え、AO入試を受験しました。大学での
学びを活かして、いずれはユーザーの年代に合わせてデザインや商品の優先度が変化し、オンラインが苦手な高齢者でも使い
やすいサイトを構築できるようになりたいです。

出願書類を作成するうえで工夫した点や苦労した点は？
　入学志望理由書の作成は書き方を学校の先生にアドバイスしていただいたり、自分で調べたりしました。それまで長い文
章を作成する機会がほとんどなく苦労もありましたが、説得力があり自分の意見が分かりやすく伝わるよう工夫しました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　AO入試の出願書類や面接の準備には時間がかかるため、早めの準備をおすすめします。また、オープンキャンパスに
参加し気軽に講義を受講できたこともあり、入学したいという気持ちがより大きくなりモチベーションも上がりました。

　アニメーション映画の影響力に感動し、将来は映像に関わる職業に就きたいと考え関西大学総合情報学部を志望しまし
た。私がめざすのは世界中の人が共感できたり、生活の助けとなったりする映像を作り出すクリエイターです。
　その目標を実現するには映像だけでなく、今、世間の人々が求めるものを知るマーケティング・リサーチも学ぶ必要があり
ます。さらに現実世界へと映像を映し出し、道案内やエンターテインメントの仕組みを大きく変えるAR技術についても学び
たいと考えています。
　総合情報学部のウェブサイトには、「何かを作り出すには偏った知識だけではなく、広い視野と教養が必要になる」という
関大生のメッセージがあります。私も自分のめざす夢に向け、広く様々な知識を身につけていきたいです。

ものづくりに欠かせない広い視野と教養を、総合情報学部で身につける。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　プレゼンテーションは時間内に発表用資料と簡単な発表用メモを作成し、その後プレゼンテーションをするという練習を繰
り返しました。グループディスカッションは友人の協力のもと、役職割から結論を出すところまで実際の選考を想定しました。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　高校時代に取り組んだ生徒会活動の経験から、自分の意見を明確かつ簡潔に相手に説明する力や、人前でも落ち着
いて堂々と話す力は第２次選考のプレゼンテーションやグループディスカッションの際に役立ちました。

情報デザインとWebマーケティングを学び、高齢者が使いやすいサイトを実現したい。

総合情報学科

岐阜県
県立 加納高等学校出身

松下 日詩

総合情報学科

鳥取県
私立 鳥取敬愛高等学校出身

西村 天翔
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【AO入試のポイント】
　総合情報学部では、「活動実績評価型」と「情報リテラシー評価型」の２種類の評価方法で入試を実施しています。これらの試験では、以下の点に主眼を
置いて、総合的に評価を行います。
（1）総合情報学部での学習意欲
（2）広く社会に認められる活動実績・高度な資格（活動実績評価型）
（3）コンピュータを用いた問題解決能力・自己表現力（情報リテラシー評価型）
（4）大学教育を受けるにふさわしい基礎学力

第１次選考（書類選考）について

　第１次選考では、複数の選考委員が受験生全員の出願書類を丁寧に読み、総合的かつ慎重に評価します。総合情報学部への理解と意欲、総合情報学部との
適合性、学習成績状況に加えて、活動実績評価型では活動実績や取得資格を、また情報リテラシー評価型では「課題レポート」をもとに選考を行いました。

（1）入学志望理由書
　総合情報学部を志望する受験生の意思を確認するための出願書類です。これまでの主体的な活動や、大学で学びたいテーマや学習意欲、さらに自分の
将来像などが説得力のある文章で訴えられている「入学志望理由書」が望まれます。学部パンフレットなどからそのまま抜き出して構成したり、学部の行事へ
参加したエピソードを書くだけでは強い志望理由を伝えることはできません。

（3）資料説明票、活動報告書（活動実績評価型）
　記載された資格や活動実績を評価するにあたり、資格、認定試験のレベルや競技順位だけではなく、大会規模や競技人口、認知度、あるいは学部理念との
適合性なども合わせて考慮しています。団体での活動実績の場合、受験生個人が成果に対して果たした役割や貢献度が重要な評価ポイントとなりますので、こ
れを具体的に明記することが必要です。

（4）課題レポート（情報リテラシー評価型）
　例年、第１次選考の問題は３つの視点の１つから情報社会にまつわる問題点を考え、身近な具体例を挙げながら説明し、解決策を論じてもらう問題となっ
ています。特に今年の問題では、将来的な展望、あるいは、自分が理想とする情報社会を考えてほしいということで、「あなたが考える将来のよりよい情報社会
に向け」という文を追加しました。評価としては、まず問題設定がはっきりと述べられているということ、その問題について具体例を交えながら説明がなされてい
ること、そして、自分の考える将来的な展望や情報社会のあり方をふまえた解決策の議論が展開されていること、の３つのポイントを中心に評価を行いました。
単に誤りがない、内容がわかる、というだけではなく、一歩進んで、具体的な事例が効果的に提示されているか、独自の視点からの主張が述べられているか、な
ど魅力ある文章となる工夫について考えてもらうとよいと思います。

（2）調査書
　出願資格として評定平均値の確認を行います。さらに、大学教育を受けるにふさわしい基礎学力を有しているか、また高等学校においてどのような学生生活
を送ってきたかを「調査書」によって評価します。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

活動実績評価型  第２次選考（面接）について

　３人の面接員によって約20分間の面接を実施しましたが、第２次選考では提出書類からは読み取ることができなかった活動内容の詳細、特に団体活動の場合は受
験生自身の役割と貢献度を説明してもらうとともに、総合情報学部が求める学生としての資質、および将来計画の実現可能性を評価基準として選考を行いました。

　総合情報学部が求める学生像と学力に対して、受験生がどの程度の資質を備えているかに主眼を置いて評価しました。また、「情報」に対する関心度や入学
後の「情報」とのかかわりについて述べてもらい、本学部との適合性を測りました。学生生活の中で、自身の活動実績を活かすことができるかが重要な評価ポイ
ントになります。AO入試ですので、学生らしいアピール力や入学への熱意も評価しますが、過度な自己演出は控えるべきです。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　例年、一部の受験生には入学志望理由や入学後に取り組みたい学びについてのパターン化が顕著に現れているように思われます。それゆえ、面接員からの一歩踏み込んだ
質問に対しても自らの言葉で的確に話すことができるとともに、これまでの活動や学校生活を通して作り上げてきた将来ビジョンと総合情報学部の教育理念およびカリキュラムと
の関連をはっきりと提示でき、学部の学びを通じてさらなる成長性や発展性を期待させる受験生が高い評価を受けました。一方、学部が期待する基礎知識や学力が不安視される
受験生、面接で述べられた将来的な目標の実現可能性や入学後の取り組みが疑問視される受験生は低い評価になりました。

総合情報学部
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【AO入試のポイント】
　総合情報学部では、「活動実績評価型」と「情報リテラシー評価型」の２種類の評価方法で入試を実施しています。これらの試験では、以下の点に主眼を
置いて、総合的に評価を行います。
（1）総合情報学部での学習意欲
（2）広く社会に認められる活動実績・高度な資格（活動実績評価型）
（3）コンピュータを用いた問題解決能力・自己表現力（情報リテラシー評価型）
（4）大学教育を受けるにふさわしい基礎学力

第１次選考（書類選考）について

　第１次選考では、複数の選考委員が受験生全員の出願書類を丁寧に読み、総合的かつ慎重に評価します。総合情報学部への理解と意欲、総合情報学部との
適合性、学習成績状況に加えて、活動実績評価型では活動実績や取得資格を、また情報リテラシー評価型では「課題レポート」をもとに選考を行いました。

（1）入学志望理由書
　総合情報学部を志望する受験生の意思を確認するための出願書類です。これまでの主体的な活動や、大学で学びたいテーマや学習意欲、さらに自分の
将来像などが説得力のある文章で訴えられている「入学志望理由書」が望まれます。学部パンフレットなどからそのまま抜き出して構成したり、学部の行事へ
参加したエピソードを書くだけでは強い志望理由を伝えることはできません。

（3）資料説明票、活動報告書（活動実績評価型）
　記載された資格や活動実績を評価するにあたり、資格、認定試験のレベルや競技順位だけではなく、大会規模や競技人口、認知度、あるいは学部理念との
適合性なども合わせて考慮しています。団体での活動実績の場合、受験生個人が成果に対して果たした役割や貢献度が重要な評価ポイントとなりますので、こ
れを具体的に明記することが必要です。

（4）課題レポート（情報リテラシー評価型）
　例年、第１次選考の問題は３つの視点の１つから情報社会にまつわる問題点を考え、身近な具体例を挙げながら説明し、解決策を論じてもらう問題となっ
ています。特に今年の問題では、将来的な展望、あるいは、自分が理想とする情報社会を考えてほしいということで、「あなたが考える将来のよりよい情報社会
に向け」という文を追加しました。評価としては、まず問題設定がはっきりと述べられているということ、その問題について具体例を交えながら説明がなされてい
ること、そして、自分の考える将来的な展望や情報社会のあり方をふまえた解決策の議論が展開されていること、の３つのポイントを中心に評価を行いました。
単に誤りがない、内容がわかる、というだけではなく、一歩進んで、具体的な事例が効果的に提示されているか、独自の視点からの主張が述べられているか、な
ど魅力ある文章となる工夫について考えてもらうとよいと思います。

（2）調査書
　出願資格として評定平均値の確認を行います。さらに、大学教育を受けるにふさわしい基礎学力を有しているか、また高等学校においてどのような学生生活
を送ってきたかを「調査書」によって評価します。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

活動実績評価型  第２次選考（面接）について

　３人の面接員によって約20分間の面接を実施しましたが、第２次選考では提出書類からは読み取ることができなかった活動内容の詳細、特に団体活動の場合は受
験生自身の役割と貢献度を説明してもらうとともに、総合情報学部が求める学生としての資質、および将来計画の実現可能性を評価基準として選考を行いました。

　総合情報学部が求める学生像と学力に対して、受験生がどの程度の資質を備えているかに主眼を置いて評価しました。また、「情報」に対する関心度や入学
後の「情報」とのかかわりについて述べてもらい、本学部との適合性を測りました。学生生活の中で、自身の活動実績を活かすことができるかが重要な評価ポイ
ントになります。AO入試ですので、学生らしいアピール力や入学への熱意も評価しますが、過度な自己演出は控えるべきです。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　例年、一部の受験生には入学志望理由や入学後に取り組みたい学びについてのパターン化が顕著に現れているように思われます。それゆえ、面接員からの一歩踏み込んだ
質問に対しても自らの言葉で的確に話すことができるとともに、これまでの活動や学校生活を通して作り上げてきた将来ビジョンと総合情報学部の教育理念およびカリキュラムと
の関連をはっきりと提示でき、学部の学びを通じてさらなる成長性や発展性を期待させる受験生が高い評価を受けました。一方、学部が期待する基礎知識や学力が不安視される
受験生、面接で述べられた将来的な目標の実現可能性や入学後の取り組みが疑問視される受験生は低い評価になりました。

総合情報学部

総合情報学部

活動実績評価型

情報リテラシー評価型
総合情報学科

学科（専攻・専修）

計

学部

15

10

25

合格者

18

17

35

合格者

49

29

78

10

10

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

情報リテラシー評価型  第２次選考について
（情報収集・資料作成、プレゼンテーション、グループディスカッション）

　第２次選考では、午前にプレゼンテーション資料の作成、午後にプレゼンテーションとグループディスカッションを実施しました。午前中は、パソコン教室において、
与えられた課題に対し２時間という限られた時間の中で、受験生一人ひとりに、インターネットを使って情報を収集し（メール・チャット・掲示板などを介しての発信・書き
込みは不可）、オフィスツール（Word、PowerPointなど）を使用して、資料を作成してもらいました。午後からの試験では、午前中に作成した資料を用いて一人５分の
プレゼンテーションとそれに対する質疑応答を個人ごとに行い、そのあとで60分程度のグループディスカッションを行いました。

　プレゼンテーション資料については、課題の内容に適切に答えているか、その上で自分なりの論理で主張をしているか、その根拠となる資料や例が出典元とと
もに示されているかを中心に評価を行いました。プレゼンテーションでは、決められた時間内に説得力のある説明ができているか、質問に対して的確な回答を返せ
るかを評価しました。グループディスカッションでは、図表を正しく理解できているか、その理解をもとに自分の考えを主張できているか、他のメンバーの考えを汲み
取って生産的に議論しているか、課題遂行への配慮がなされているかといった点を重視して評価を行いました。

■ 実施概要

評価ポイント

評価者のコメント
　今年のプレゼンテーション課題は、フィルターバブルについて調べ、それが日本の社会をどのように変える可能性があるかを説明するものでした。この語については、検索すればすぐ
に意味はわかります。しかし、それがどのような影響を社会に与えるかについては、実際にそれが要因となった事件などを引用しながら説明するような工夫が求められます。さらに、そこか
ら自分自身の考えをつくり出し、それを強く主張するためには，複数の論拠をうまく組み合わせる必要があります。このようなことに対応するには、日頃から情報に関するテクノロジーが社
会とどのような関わりをもつのかについて関心をもち、さまざまな角度から自分なりに考えるようにすることが大事だと思います。スライドの作成にあたって、検索したサイトからの写真や
画像を取り入れて、視覚的な効果を高めるような技能は、全員充分にもっていました。発表原稿を準備するかどうかは、受験生によってちがっています。ただし、プレゼンテーション時に
発表原稿を読み上げるような発表だと、視聴者とインタラクティブに話そうとしているようには見えなくなるので、注意が必要かもしれません。質疑においては、聞く側に回った受験生が
積極的に質問をしている姿が印象的でした。おかげで、限られた時間ではありましたが、主張が鮮明になったり、より深い考察が引き出されたりしました。高等学校の授業でもプレゼン
テーションや発表の機会はあると思いますが、建設的な質疑をするトレーニングも有効かと思います。
　次に、グループディスカッションの課題は、プレゼンテーション課題と関連して、社会の一員としてどのように情報に接するべきと考えているか、その情報をどのような経路から入手す
るかを表す調査結果（グラフと表）から何が読み取れるかを出し合い、それが日本の社会に与える影響を考えて、起こりうる社会の混乱を防ぐ方法について議論してもらいました。資料
からは、年代によって、どのような手段でニュースに接するかが明確に違っており、また知り得たニュースが信用できないときに確認する手段も全くちがうことが読み取れます。そして、そ
れをプレゼンテーション課題で調べたフィルターバブルと関連付けることが求められていました。これについても、うまくできていたと思います。そこからは、複数の案を出さなければならな
いのですが、今年度は数を制限せず、自由に発想を広げてもらうことを期待していました。したがって議論の中で、どの案がどのような混乱をターゲットにしたものかを次々切り替えていく
必要があったと思いますが、その意識を全員がもてていたわけではないようでした。グループディスカッションでは、各自、何が得意かを自覚しているとよいかもしれません。ユニークなアイ
デアを出すこと、人の考えをわかりやすく言い直すこと、複数の考えを調和させること、議論を進める方向付けをすること、話の流れを可視化すること、などさまざまな役割があります。一
人で全部をすることはできません。どの役割を担ったら得だというようなことはなく、それぞれの個性に応じた役割を意識し、全体の議論がうまく終着点にたどり着けるようにすることを目
標にすることが大事だと思います。

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数
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社会安全学部・教授 伊藤 大輔

社会安全学部 分野を問わずみなさんが身につけてきた
「考動力」を重視します。

　ここ数年世界を覆っていた新型コロナウイルス感染症による脅威が徐々に消え始めてきたかと思いますが、今回のパ
ンデミックにより、様々な社会の課題が浮き彫りになってきました。例えば、科学的なデータに基づくマスクやワクチンのメ
リット・デメリットの議論とそれに基づく政策決定や社会の受け入れ、飲食店に対する営業時間短縮要請、濃厚接触者へ
の待機期間の設定が経済・コミュニティ・個人に及ぼす影響、SNSでのフェイクニュースの拡散に代表されるインフォデミ
ックなどがありますが、これらの事項は全て社会安全学部が取り扱うべき課題です。
　また、海外では多くの方が犠牲となった大地震が発生しました。震災一つをとっても、地震・津波による被害予想、建物
の耐震設計、避難行動計画とその実行、被災後の避難所生活、生活再建、企業の事業継続計画、復興経済など、文系的、
理系的、そして文理融合的なアプローチが必要な課題がたくさんあります。そのため、文系・理系両方の考え方を分かっ
ている人材の必要性が高まっています。社会安全学部では幅広い興味を持ち、理系文系両面から安全に関係することを
積極的に学びたいと考える人を求めています。
　高校の授業で学ぶ内容は決められており、社会安全学と直結するわけではありません。そこで社会安全学部のAO入
試では、安全に直接関係する分野の実績に限定せず、高校時代までに自ら考えて行動してきた実績を大学での安全問題
における学びにつなげようという意欲を評価します。この入試を「考動力評価型」と呼びます。関西大学では、自ら考えて
行動する力を重視しており、このポリシーに共感する人に向いた入試です。考動力は入試対策の付け焼き刃で身につく
ようなものではありません。興味をもち続け、試行錯誤を繰り返して養われるものと我々は考えています。社会安全の
様々な分野において、これまでに磨いた考動力を発揮していきたいと望む皆さんの受験をお待ちしています。

合格者からのメッセージ

　私は行政職に就き、まちづくりや政策立案に関わるとともに、将来は防災教室や啓発活動を行うNPO法人を設立し、災害による
死者が出ない安全な社会の実現に貢献したいと考えています。
　そう考えたきっかけは、祖父母が暮らす地域が河川の氾濫で変わり果てた姿になり、多くの犠牲が出たことです。災害による犠
牲を少しでも減らすには、行政と住民が一体となり災害に備える社会を構築する必要があります。私は関西大学社会安全学部で
「防災行政」や「防災教育」など、防災に関する様々な知識を学び、行政が実施できる取り組みについて知りたいと考えています。
　災害対策の必要性や自助・共助・公助の三要素の重要性を人々の間に広め、行政と住民が協働して防災体制を構築する社会の
実現が目標です。

災害による死者を出さないまちづくりをめざし、防災教室や啓発活動を行っていく。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　3期にわたって生徒会役員を務め、主に学校行事の企画を行いました。人前に立って話す機会も多かったので、社会安
全学部のAO入試で求められる「考動力」やプレゼンテーション能力、リーダーシップなどを身につけることができました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　社会安全学部のAO入試は今まで自分がどのような場面で考動力を発揮し、それをどう大学の学びに活かすかを明確に
説明することがポイントです。AO入試の経験は大学生活でも役立つと思うので、自信を持って全力で取り組んでください。

　引きこもりの経験から通信制高校を卒業した私は、自分に合った道が何かを考え、柔軟に行動する「考動力」を身につ
けました。この経験と力を災害への対応に活かし、人の役に立ちたいと考え関西大学社会安全学部に進学しました。
　大学では「災害心理学」や「メンタルヘルス論」を履修して、災害が起きた時に人々がどのような心理状態になるの
か、ストレスの感じ方や心の健康について知り、人の心に寄り添うための知識を身につけたいです。
　引きこもりを経験した私だからこそ、同じ境遇の人たちに対し、災害時に自分の命を大切にする重要性を強く訴えか
けることができます。大学や地域で出会う様々な人々との交流を通し、人間的にもう一歩成長して人を救える技量を備
えた人材になりたいと思います。

自らの経験を活かし、他者との触れ合いが苦手な人にもやさしい防災を追求。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　プレゼンテーションの内容を深めるため、友人とディスカッションを行いました。引きこもりという自身の経験も活かし
つつ、心に悩みを抱えた人々が災害時にどう安全に避難できるかを話し合い、少しずつプレゼン内容を整理しました。

AO入試を受験して得たことは？
　幅広い知識や経験を得ることが必要と考え、ボランティアやセミナーなどの意見交換の場に参加しました。最初は自信
がありませんでしたが、自分で考えて行動する力が身につき、自信を持って自分の考えを伝える力も身につきました。

安全マネジメント学科

大阪府
私立 近畿大学泉州高等学校出身

水川 諒人

安全マネジメント学科

山梨県
私立 日本航空高等学校出身

木下 さくら

【AO入試のポイント】
　社会安全学部のAO入試では、「考動力（自ら考えて行動する力）」を備え、「安全・安心」、「防災・減災」、「事故防止」、「危機管理」に関する諸問題の解決に積
極的に取り組む意欲のある学生を求めています。入試では「考動力」の実績を評価しますが、領域やテーマは限定していません。高校時代までに、自ら考えて行動
してきた実績のある人を高く評価します。
　学習活動や課外活動等での実績に裏付けられた「考動力」を備え、日本唯一の社会安全学部で安全の問題について専門的に学びたいという明確な動機と強い
意志を持った人を選抜します。

第１次選考（書類選考）について

　第１次選考では、選考委員が「調査書」「入学志望理由書」および「説明資料の写し」を読んで内容を評価し、合議の上で合格者を決定しました。

　「調査書」では、社会安全学部で学ぶために必要な基礎学力を備えているかを「各教科・科目等の学習の記録」などの項目によって確認しました。また、日常
的な授業へ取り組む姿勢については、「出欠の記録」などによって確認しました。
　「入学志望理由書」については、「自分自身が社会安全学部で学ぶにふさわしい『考動力』を備えた人物であること、および、その『考動力』を社会安全学部
における学びにどのように関連づけようと考えているかを具体的に説明してください。」という指示が与えられていました。これまでの学習活動や課外活動等で
の実績が、自ら考え行動した結果によるものと判断できるものについては、高く評価しました。得られた実績が対外的な評価が高いものであるか否かよりも、自
身の気づきに対して主体的に調査・分析・考察し、それらをチーム、組織、社会などを改善するためにアウトプットできたかどうかを見ています。また、そうした「考動
力」を社会安全学部における学びにどのように活かしていくのかという点について、筋道立てて説得的に記述した文章はとくに高く評価しました。培ってきた「考
動力」が入学後の学習や自身の将来に関する具体的な目標にどのように繋がるのかが明確に説明されている必要があります。日本語表現の正確さや、文章
のもつ説得力の大きさも評価の対象になることは言うまでもありません。
　「説明資料の写し」については、「入学志望理由書」との関連を評価しました。「入学志望理由書」と「説明資料の写し」の両者で求めている内容は同じで
す。しかし「説明資料の写し」では、「入学志望理由書」と違い図表や写真等を用いることができ視覚に訴える表現が可能です。また、レイアウトや文字のサイズ
等を工夫することでポイントを強調することができます。どのような「考動力」を備え、その「考動力」を社会安全学部における学びにどのように関連づけようと考
えているかが分かるものを高く評価しました。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（小論文と面接）について

　第２次選考の小論文では、統計資料および簡単な英文の読解にもとづく課題を課しました。面接は３名の面接員により、１受験生あたり15分程度の時間で行
いました。第２次選考合格者は、小論文出題者と面接員の合議による総合評価で決定しました。

　「小論文」では、主に安全に関係する身近な問題をテーマとした統計資料と英文を示し、そこから読み取れる事実や問題文の著者の思考の筋道などを記述し
てもらいました。評価のポイントは、統計資料を正しく読み解き論理的に解答できているか、また、辞書を使わずとも英文の大意を把握できているかの２点です。資
料、英文を適切に読み取った上で、多角的な視点から与えられたテーマについて議論を行った受験生に高い評価を与えました。
　90分という限られた時間で統計資料、英文を読み込み、説得力のある議論を展開するには、まずは、統計資料を読み解くための基礎的な数学力や、英語長文
を素早くかつ正確に読み解くことができる英語読解力が求められます。加えて、日頃から様々な社会問題に興味をもち、新聞記事やニュース報道、関連する書籍
などを参考にしながら、安全に関係する視点を意識して自分自身で考える習慣を身につけていることが有利に働きます。また、適切な日本語の小論文となるよう、
文章表現を頭の中で十分に推敲してから記述し、誤字や脱字などのミスをしないようにすることも肝要です。さらに、制限時間内で満足できる解答を作成するため
には時間管理が重要です。決められた時間内で内容把握、情報整理、文章推敲ができるように日頃の学習から意識すると良いでしょう。
　「面接」では、「説明資料」を用いた５分間のプレゼンテーションを最初に行ってもらいました。ここでは、自分自身が社会安全学部で学ぶにふさわしい『考動力』
を備えた人物であることを説明していただくことを求めています。第２次選考で求めているのは、高校時代までに自主的に取り組んだ実績をもとに「考動力」を備え
ていることをアピールいただき、その上で、その「考動力」を社会安全学部での学びにどのように活かすのか、というプレゼンテーションです。
　プレゼンテーションの評価は、内容、説明資料の完成度にもとづいて行いました。設定された課題に適切に応答しているプレゼンテーションは高く評価しまし
た。また、口頭試問における受け答えを通じて、社会安全学部で「安全・安心」、「防災・減災」、「事故防止」、「危機管理」について学ぶ意義を理解しており、か
つ、そのために必要となる基礎的知識を備えていると判断された受験生を高く評価しました。面接員の質問の意図を正確に理解し、的確に自分の考えを伝えられ
るコミュニケーション能力の高さも評価の対象です。

■ 実施概要

評価ポイント

社会安全学部

学科（専攻・専修）

安全マネジメント学科

学部

7

合格者

11

合格者

205

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数
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社会安全学部・教授 伊藤 大輔

社会安全学部 分野を問わずみなさんが身につけてきた
「考動力」を重視します。

　ここ数年世界を覆っていた新型コロナウイルス感染症による脅威が徐々に消え始めてきたかと思いますが、今回のパ
ンデミックにより、様々な社会の課題が浮き彫りになってきました。例えば、科学的なデータに基づくマスクやワクチンのメ
リット・デメリットの議論とそれに基づく政策決定や社会の受け入れ、飲食店に対する営業時間短縮要請、濃厚接触者へ
の待機期間の設定が経済・コミュニティ・個人に及ぼす影響、SNSでのフェイクニュースの拡散に代表されるインフォデミ
ックなどがありますが、これらの事項は全て社会安全学部が取り扱うべき課題です。
　また、海外では多くの方が犠牲となった大地震が発生しました。震災一つをとっても、地震・津波による被害予想、建物
の耐震設計、避難行動計画とその実行、被災後の避難所生活、生活再建、企業の事業継続計画、復興経済など、文系的、
理系的、そして文理融合的なアプローチが必要な課題がたくさんあります。そのため、文系・理系両方の考え方を分かっ
ている人材の必要性が高まっています。社会安全学部では幅広い興味を持ち、理系文系両面から安全に関係することを
積極的に学びたいと考える人を求めています。
　高校の授業で学ぶ内容は決められており、社会安全学と直結するわけではありません。そこで社会安全学部のAO入
試では、安全に直接関係する分野の実績に限定せず、高校時代までに自ら考えて行動してきた実績を大学での安全問題
における学びにつなげようという意欲を評価します。この入試を「考動力評価型」と呼びます。関西大学では、自ら考えて
行動する力を重視しており、このポリシーに共感する人に向いた入試です。考動力は入試対策の付け焼き刃で身につく
ようなものではありません。興味をもち続け、試行錯誤を繰り返して養われるものと我々は考えています。社会安全の
様々な分野において、これまでに磨いた考動力を発揮していきたいと望む皆さんの受験をお待ちしています。

合格者からのメッセージ

　私は行政職に就き、まちづくりや政策立案に関わるとともに、将来は防災教室や啓発活動を行うNPO法人を設立し、災害による
死者が出ない安全な社会の実現に貢献したいと考えています。
　そう考えたきっかけは、祖父母が暮らす地域が河川の氾濫で変わり果てた姿になり、多くの犠牲が出たことです。災害による犠
牲を少しでも減らすには、行政と住民が一体となり災害に備える社会を構築する必要があります。私は関西大学社会安全学部で
「防災行政」や「防災教育」など、防災に関する様々な知識を学び、行政が実施できる取り組みについて知りたいと考えています。
　災害対策の必要性や自助・共助・公助の三要素の重要性を人々の間に広め、行政と住民が協働して防災体制を構築する社会の
実現が目標です。

災害による死者を出さないまちづくりをめざし、防災教室や啓発活動を行っていく。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　3期にわたって生徒会役員を務め、主に学校行事の企画を行いました。人前に立って話す機会も多かったので、社会安
全学部のAO入試で求められる「考動力」やプレゼンテーション能力、リーダーシップなどを身につけることができました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　社会安全学部のAO入試は今まで自分がどのような場面で考動力を発揮し、それをどう大学の学びに活かすかを明確に
説明することがポイントです。AO入試の経験は大学生活でも役立つと思うので、自信を持って全力で取り組んでください。

　引きこもりの経験から通信制高校を卒業した私は、自分に合った道が何かを考え、柔軟に行動する「考動力」を身につ
けました。この経験と力を災害への対応に活かし、人の役に立ちたいと考え関西大学社会安全学部に進学しました。
　大学では「災害心理学」や「メンタルヘルス論」を履修して、災害が起きた時に人々がどのような心理状態になるの
か、ストレスの感じ方や心の健康について知り、人の心に寄り添うための知識を身につけたいです。
　引きこもりを経験した私だからこそ、同じ境遇の人たちに対し、災害時に自分の命を大切にする重要性を強く訴えか
けることができます。大学や地域で出会う様々な人々との交流を通し、人間的にもう一歩成長して人を救える技量を備
えた人材になりたいと思います。

自らの経験を活かし、他者との触れ合いが苦手な人にもやさしい防災を追求。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　プレゼンテーションの内容を深めるため、友人とディスカッションを行いました。引きこもりという自身の経験も活かし
つつ、心に悩みを抱えた人々が災害時にどう安全に避難できるかを話し合い、少しずつプレゼン内容を整理しました。

AO入試を受験して得たことは？
　幅広い知識や経験を得ることが必要と考え、ボランティアやセミナーなどの意見交換の場に参加しました。最初は自信
がありませんでしたが、自分で考えて行動する力が身につき、自信を持って自分の考えを伝える力も身につきました。

安全マネジメント学科

大阪府
私立 近畿大学泉州高等学校出身

水川 諒人

安全マネジメント学科

山梨県
私立 日本航空高等学校出身

木下 さくら

【AO入試のポイント】
　社会安全学部のAO入試では、「考動力（自ら考えて行動する力）」を備え、「安全・安心」、「防災・減災」、「事故防止」、「危機管理」に関する諸問題の解決に積
極的に取り組む意欲のある学生を求めています。入試では「考動力」の実績を評価しますが、領域やテーマは限定していません。高校時代までに、自ら考えて行動
してきた実績のある人を高く評価します。
　学習活動や課外活動等での実績に裏付けられた「考動力」を備え、日本唯一の社会安全学部で安全の問題について専門的に学びたいという明確な動機と強い
意志を持った人を選抜します。

第１次選考（書類選考）について

　第１次選考では、選考委員が「調査書」「入学志望理由書」および「説明資料の写し」を読んで内容を評価し、合議の上で合格者を決定しました。

　「調査書」では、社会安全学部で学ぶために必要な基礎学力を備えているかを「各教科・科目等の学習の記録」などの項目によって確認しました。また、日常
的な授業へ取り組む姿勢については、「出欠の記録」などによって確認しました。
　「入学志望理由書」については、「自分自身が社会安全学部で学ぶにふさわしい『考動力』を備えた人物であること、および、その『考動力』を社会安全学部
における学びにどのように関連づけようと考えているかを具体的に説明してください。」という指示が与えられていました。これまでの学習活動や課外活動等で
の実績が、自ら考え行動した結果によるものと判断できるものについては、高く評価しました。得られた実績が対外的な評価が高いものであるか否かよりも、自
身の気づきに対して主体的に調査・分析・考察し、それらをチーム、組織、社会などを改善するためにアウトプットできたかどうかを見ています。また、そうした「考動
力」を社会安全学部における学びにどのように活かしていくのかという点について、筋道立てて説得的に記述した文章はとくに高く評価しました。培ってきた「考
動力」が入学後の学習や自身の将来に関する具体的な目標にどのように繋がるのかが明確に説明されている必要があります。日本語表現の正確さや、文章
のもつ説得力の大きさも評価の対象になることは言うまでもありません。
　「説明資料の写し」については、「入学志望理由書」との関連を評価しました。「入学志望理由書」と「説明資料の写し」の両者で求めている内容は同じで
す。しかし「説明資料の写し」では、「入学志望理由書」と違い図表や写真等を用いることができ視覚に訴える表現が可能です。また、レイアウトや文字のサイズ
等を工夫することでポイントを強調することができます。どのような「考動力」を備え、その「考動力」を社会安全学部における学びにどのように関連づけようと考
えているかが分かるものを高く評価しました。

2023年度　結果と講評 ※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（小論文と面接）について

　第２次選考の小論文では、統計資料および簡単な英文の読解にもとづく課題を課しました。面接は３名の面接員により、１受験生あたり15分程度の時間で行
いました。第２次選考合格者は、小論文出題者と面接員の合議による総合評価で決定しました。

　「小論文」では、主に安全に関係する身近な問題をテーマとした統計資料と英文を示し、そこから読み取れる事実や問題文の著者の思考の筋道などを記述し
てもらいました。評価のポイントは、統計資料を正しく読み解き論理的に解答できているか、また、辞書を使わずとも英文の大意を把握できているかの２点です。資
料、英文を適切に読み取った上で、多角的な視点から与えられたテーマについて議論を行った受験生に高い評価を与えました。
　90分という限られた時間で統計資料、英文を読み込み、説得力のある議論を展開するには、まずは、統計資料を読み解くための基礎的な数学力や、英語長文
を素早くかつ正確に読み解くことができる英語読解力が求められます。加えて、日頃から様々な社会問題に興味をもち、新聞記事やニュース報道、関連する書籍
などを参考にしながら、安全に関係する視点を意識して自分自身で考える習慣を身につけていることが有利に働きます。また、適切な日本語の小論文となるよう、
文章表現を頭の中で十分に推敲してから記述し、誤字や脱字などのミスをしないようにすることも肝要です。さらに、制限時間内で満足できる解答を作成するため
には時間管理が重要です。決められた時間内で内容把握、情報整理、文章推敲ができるように日頃の学習から意識すると良いでしょう。
　「面接」では、「説明資料」を用いた５分間のプレゼンテーションを最初に行ってもらいました。ここでは、自分自身が社会安全学部で学ぶにふさわしい『考動力』
を備えた人物であることを説明していただくことを求めています。第２次選考で求めているのは、高校時代までに自主的に取り組んだ実績をもとに「考動力」を備え
ていることをアピールいただき、その上で、その「考動力」を社会安全学部での学びにどのように活かすのか、というプレゼンテーションです。
　プレゼンテーションの評価は、内容、説明資料の完成度にもとづいて行いました。設定された課題に適切に応答しているプレゼンテーションは高く評価しまし
た。また、口頭試問における受け答えを通じて、社会安全学部で「安全・安心」、「防災・減災」、「事故防止」、「危機管理」について学ぶ意義を理解しており、か
つ、そのために必要となる基礎的知識を備えていると判断された受験生を高く評価しました。面接員の質問の意図を正確に理解し、的確に自分の考えを伝えられ
るコミュニケーション能力の高さも評価の対象です。

■ 実施概要

評価ポイント

社会安全学部

学科（専攻・専修）

安全マネジメント学科

学部

7

合格者

11

合格者

205

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数
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システム理工学部長・教授 梶川 嘉延

システム理工学部
大学教育を受けるために必要となる基礎学力（数学、物理、英語）
を磨き、その上で筆記試験では測りえない
皆さんの魅力や特長をアピールしてください。

　AIの進化によって生活やビジネスが変革され、私たちが想像もしなかった未来が現実のものとなっています。このような環境
下で、皆さんが求められるスキルや能力も変化しています。AI技術を活用しながら、自己研鑽や新しい知識の習得を続け、柔軟
かつ創造的に対応できる力を身につけることが必要です。また、倫理的な観点からも、AI技術の利用について深く考え、社会に
貢献することが求められます。将来に向けて、自分自身の目標を明確にし、積極的に学び、挑戦していくことが重要となります。
　システム理工学部は、持続可能で快適な社会を支えるために、フィジカル空間とサイバー空間における科学技術システム
の創造に焦点を当てています。最先端分野の研究だけでなく、機械、電気電子、情報通信技術についても幅広い視点からア
プローチしています。理工学の基礎知識に基づいて、自由な発想を促進し、独創性に富んだ技術者や研究者を育成すること
を目指しています。また、時代の変化に対応し、世界的に求められている工学的成果を追求することも重要な目標です。
　AO入試では、「本学部の志望学科での勉学を強く希望し、入学を志す学生」「理工学の基盤となる高校課程の数学と理
科の知識を十分に習得していることに加え、単に知識を蓄えるだけでなく自ら考えることのできる学生、好奇心が強く新し
い事象を学んだり生み出したりすることに喜びを感じることのできる学生」を受け入れることを望んでいます。また、電気
電子情報工学科では、募集形式を「活動実績評価型」と「データサイエンス型」の２つに設定しています。
　活動実績評価型では、上記の学生像に加え、「理工学を通して社会に貢献しようとする目的意識の強い学生」を受け入
れます。したがって、受験のための勉学だけでなく、広く社会的に認められたその他の活動についても評価し、学力･人物
ともに優れた人材の入学を期待しています。
　データサイエンス型では、上記の学生像に加え、「データサイエンス、AI･IoT、センシング、組み込みソフトウェアなどに
関する専門技術を学び、新しいデータ分析やシステム開発に携わりたいという強い目的意識を持つ学生」を受け入れま
す。したがって、受験のための勉学だけでなく、データサイエンス、AI･IoTに対する自らのこれまでの学び、データ分析やソ
フトウェア制作の経験とプログラミング技術などを評価し、学力･人物ともに優れた人材の入学を期待しています。
　Social Native、Z世代と呼ばれる皆さんには、文系･理系の枠にとらわれることなく、本学が提供する多彩な学びを通じて、
現代社会の先頭に立って挑戦することが期待されています。自らの学びや興味・関心を追求し、探求する意欲と決意が必要で
す。私たちは、社会が求めるシステムの創造に向けて、一生懸命に学び、挑戦し続ける諸君の入学を心から歓迎します。

合格者からのメッセージ

　幼い頃から自然科学や工学などの分野に強い興味を持ち、高校ではサイエンスクラブに所属して色素増感太陽電池の有機色
素に関する研究を行い、第37回京都府高等学校総合文化祭自然科学部門で最優秀賞を受賞しました。
　大学では応用物理学を学びたいと思い、研究開発を行う上で最も大事な「自由な発想」と「独創性」を兼ね備え、「自ら進んで
物事に取り組む力」が得られる関西大学システム理工学部を志望しました。
　大学ではまず数学や物理学の基礎を固め、3年次からは量子放射物理の研究室に所属し、電子や光などの量子力学、統計力
学、電磁気学を駆使しながら、新たな現象を研究したいです。卒業後は人々の暮らしを豊かにするための家電製品の研究開発に
携わることが目標です。

自由な発想、独創性、自発的に取り組む力が育つ恵まれた環境で学びたい。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　出願書類の内容を1分ほどに要約して話せるように練習したり、出願書類の内容や物理に関する問題を先生に出してい
ただき、解答する対策をしました。また数学や物理の教科書を読み直し、特に原理説明や証明等を重点的に対策しました。

出願書類を作成するうえで工夫した点や苦労した点は？
　入学志望理由書および活動報告書は、それぞれ2,000字以内と限られた字数の中で具体的かつ伝わりやすく書くよう工
夫しました。面接でも出願書類から質問されることが多かったため、しっかり時間をかけて作成することをおすすめします。

　高校の授業を通して数学の魅力を知った私は、より深く数学を学ぶと共に子どもたちにこの面白さを伝え、数学を通して国際
競争力のある人材を育てたいという夢を抱き、関西大学システム理工学部への入学を決めました。他大学では見られない関西
大学システム理工学部の大きな特徴は、幾何学、解析学、代数学に加え統計学を主な専門にしている点、そして「グローバル教
育」に力を入れている点です。
　在学中は大学数学の基礎である微積分学、線形代数学を学び、専門的分野の土台を身につけ、さらに学校ボランティア活動
など様々な教育現場を経験したいと考えています。卒業後は答えが1つではない問題や答えのない問題に出会った時、めげずに
自分なりの答えを導き出せる生徒を育てられる教師をめざします。

数学の面白さと魅力を次世代に伝え、国際競争力のある人材を育成したい。

関西大学でチャレンジしてみたいことは？
　高校の探求活動で統計資料を上手く分析できなかった経験から、大学では統計学を学びたいと考えています。関西大学は
グローバル人材の育成に積極的なので、海外留学に参加しグローバルな視点で物事を判断できる力を身につけたいです。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　AO入試は今までの自分自身と向き合い、大学で何を学んで将来何をしたいのか、どのように社会に貢献したいのかを
考えるとても良い機会です。最後まであきらめずに、皆さんの意欲や熱意をしっかりと伝えてください。

物理・応用物理学科

京都府
市立 京都工学院高等学校出身

水巻 力哉

数学科

大分県
県立 竹田高等学校出身

後藤 音乃
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2023年度　結果と講評

数学科
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

【AO入試のポイント】
●選考委員各自が資料を読み、入学志望理由、高校での成績等がAO入試の趣旨に適しているかどうかを判断します。
●受験生のアピールしている内容が数学科において数学の専門教育を受けることにどのように関係し、入学後に専門として数学に取り組むのにどのように活かさ
れるのかを評価します。
●AO入試とはいえ、入学後は一般入学試験で合格した学生と同じ講義、演習を受講しなければならないため、特に数学Ⅰ、数学A、数学Ⅱ、数学B、数学Ⅲを十分に
マスターしていることが重要と考えています。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」、PRポイントとアピールする内容を示す証明書類などが基準を満たしているか、評価ポイントを最低限クリア
しているかなどを評価します。

●AO入試の趣旨に合致した受験生かどうかと入学後に数学を専門的に勉強していく力があるかどうかを評価します。
●受験生がアピールしている点が、大学における数学の専門教育と直接関係ないもの（例としては、運動部活動の成績・取り組み、ボランティア活動、生徒会活
動の取り組みなど）は参考程度の評価にとどめ、基本的には合否に関する評価をしないことにしています。数学に関する能力的なものを示すアピールを高く評価
することにしています。一例を挙げれば、実用数学技能検定（計算技能検定および数理技能検定ともに）に合格しているというアピールならば、準１級（２次：数理
技能検定）ぐらいに合格していれば一応の評価を得られるでしょう。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価をもと
に総合的に判断します。

●AO入試の趣旨をどのように理解しているか、受験生本人のアピールしている内容がAO入試の趣旨に適していて、さらに数学科において数学の専門教育を
受けることにどのように関係し、どのように活かされるのか。
●関西大学システム理工学部数学科の特徴、教育理念・哲学、大学で数学を専攻することの意義などを理解しているか。
●高校での数学全般、特に学習指導要領に記載されている数学Ⅲの内容を十分にマスターしているか。
●一般入学試験を経て入学した学生との数学の学力差がなく、数学専攻としての授業についていけるか。

■ 実施概要

　次の点について評価して合否を決めます。

評価ポイント

面接員のコメント
　審査に際し、履修状況や成績だけでなく、アピール内容や学習に対する意欲、さらに将来展望などが入学後に専門として数学に取り組むのにどのように活かされると期待できるか
を評価しました。
　合格者は、関西大学システム理工学部数学科で数学を学ぼうとする意欲が高く、本数学科の特徴、教育理念・哲学、大学で数学を専攻することの意義などをよく理解しており、な
ぜ、関西大学の数学科に進学したいのかを明確に答えることができました。
　入学後は、一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受け、単位を修得する必要がありますが、合格者は、一般入学試験を経て入学した学生に期待される数学の学力に劣
ることなく、数学専攻としての授業についていけることが十分に期待されると判断されました。
　数学科では、AO入試で合格することを目的にするのではなく、一般入学試験でも十分合格できるだけの水準に達するように、意欲的で自発的な学習に取り組める者を求めています。
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2023年度　結果と講評

物理・応用物理学科
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

【AO入試のポイント】
　選考委員は、第１次選考（書類選考）と第２次選考（面接）によって次のポイントを評価します。
●広く社会に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているか。
●受験生がアピールしている内容やそれにより培われた力が、大学進学後の物理学および応用物理学の学習に活かされることが期待できるか。
●自然現象や科学に対して興味や関心があり、物理学および応用物理学を学習する強い意欲があるか。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義・演習・実験などの授業を受講するので、４年間で物理・応用物理学科を卒業するために必要な基礎
学力が備わっているか。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」、「活動報告書」のPRポイントとアピールする内容を示す証明書類などを読んで、基準を満たしているか、
評価ポイントを最低限クリアしているかなどを評価します。

　広く社会に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかなどAO入試の趣旨に合致しているかどうか、入学後、大学で物理学および応用物理
学を学習していく力（基礎学力と興味・関心）があるかどうかを評価します。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べる点について、面接員の評価をもとに総合
的に判断します。

●アピールしている内容を自分自身の言葉で説明でき、質問に明確に返答できるか。
●アピールしている内容やそれにより培われた力が、大学入学後の物理学および応用物理学の学習に活かされることが期待できるか。
●自然現象や科学に対して興味や関心があり、物理学・応用物理学を大学で学ぶ意欲があるか。
●将来について高校生らしい夢があり、それが関西大学システム理工学部物理・応用物理学科への入学志望理由と結びついているか。
●高校で学んだ数学や物理の基礎学力があるか。

■ 実施概要

評価ポイント

選考委員のコメント
　志望理由や自己アピールでは、うわべの概念を説明するだけではなく、自身の活動で得た学びを基盤にして具体的に表現することが必要です。第１次選考において受験者は、
高校で力を入れた活動とその成果も示してくれました。努力を形になるまで続けられたことは大変すばらしいことですが、AO入試では少なくとも全国レベルの成果が望ましいように
思います。さらに、その成果を得るにあたって継続した努力、得た学びに基づいて、入学後の抱負を具体的に説明することが望まれます。抱負をまとめるにあたっては、インターネッ
トやオープンキャンパス等で情報収集することも大事ですが、受験生の経験を本学の教育・研究内容に無理に合致させることは本末転倒です。自身の経験や学びを基盤にして、
それが本学の教育内容に合致するかどうかを検討することが基本です。その点を取り違えているため、受験者が培った力、そしてその力を本学での学びにどのように活かすのかが
明確でない部分が見受けられました。
　第２次選考では第１次選考での疑問点を確認するとともに、入学後の学習に必要な物理や数学の基礎学力が身についているかを口頭試問により確認しました。試問内容は、
高校授業の基本的な内容です。面接員の質問の意図を正しく捉え、適切に回答することが求められます。また、興味のあることにどのようなアプローチをしてきたかについても問
い、自らの意見を論理的に説明できるかについても評価しました。
　当学科への入学を希望する受験生には、研究内容について漠然とした憧れを持つだけではなく、物事の基本を一歩一歩積み上げて学習していく姿勢が望まれます。自然現象
の基本を深く理解し、その知見を様々な分野で応用することができるためには、自らが得た知識や技能を積み上げる作業が最も重要だからです。高校での学習や課外活動にお
いて、物事を積み上げて完成させる経験を積んで欲しいと思います。

システム理工学部

【AO入試のポイント】
●AO入試で受験するにふさわしいと考えられる実績を求めます。内容については出願書類を選考委員が審査して、広く社会的に認められた活動をしてい
るか、専門的に秀でたものをもっているか、学力・人物的に優れているかどうかを評価します。
●受験生のアピールしている内容について、大学進学後の学業に活かされるかどうかを審査します。
●理工学の基盤となる高校課程の数学と理科の知識を十分に修得し、一般入学試験を経て入学した学生と遜色なく講義を理解する能力を有することが前提です。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」、PRポイントとアピールする内容を示す証明書類などが基準（AO入試のポイント）を満たしているか、また
下記の評価ポイントを最低限クリアしているかなどを評価します。

　受験生のアピールしている内容が機械工学科のAO入試受験者として相応しいものかを判断します。また高等学校における科目の履修状況と成績評価
を詳しく確認し、特に数学と理科（物理）の履修状況と成績を重視します。加えて、受験生がアピールしている内容が、その分野で特に秀でたものであるかを
審査します。なお、受験生がアピールしている内容は下記のように分類されます。

（1）勉学に関係する事項（例えば、実用英語技能検定、実用数学技能検定、技術資格など）
（2）勉学には直接関係ない事項（例えば、技術的なコンテスト、運動部あるいは文化部の活動の実績・取り組み、ボランティア活動など）

　これらの内容は、授業の一環などで行ったものでなく、あくまでも自主的に行ったものかどうか、またその内容が入学後の学業にどのように繋がりどのように
活かされるのか、といった点を中心に審査します。
　なお、第１次選考では履修状況・成績評価もしくはアピールの内容のどちらか一方のみで合否を判定せず、全てを総合的に審査します。

2023年度　結果と講評

機械工学科
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（20～30分程度）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、総合的に判断します。

●受験生がアピールしている内容について、どのようなレベルのものであるかを確認する。
●アピールした内容が、機械工学科に入学した後の学業にどのように活かされるのか。
●大学生活や社会生活に必要なコミュニケーション能力の確認。
●高等学校での数学、英語、理科（特に物理）を十分に履修し、その内容を十分に理解しているか。
●将来的な職業への夢や希望をどのように抱いているか、それとアピールする内容にどのような関連があるか。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　審査に際し、履修状況や成績だけでなく、アピール内容や学習に対する意欲、さらに将来展望などがAO入試の趣旨に合致しているかどうか、システム理工学部のアドミッション・
ポリシーに沿った人物像かどうかを総合的に評価しました。
　面接では、受験生のアピールする内容について、どのように取り組んで来たのかを詳しく聞き取り、内容のレベルと取り組む姿勢を評価しました。また、なぜ関西大学の機械工学
科に進学するのか、どのように学びを発展させたいのかを聞き、学習の意欲を評価しました。学力については、システム理工学部のアドミッション・ポリシーに沿って、基礎的な知識や
能力の確認を行いました。
　入学後は、一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受け、単位を修得する必要があります。特に機械工学科では、必修科目の多くが高校課程の数学と理科の知識を十
分に修得していることを前提にしています。逆にこの前提に満たない場合は、入学はしても卒業できないことになりかねません。審査では数学・理科の知識も合わせて見ますので
AO入試までに学習すべきと思しき基本事項については定着が必要です。また、単にAO入試で合格することを目的にするのではなく、それを礎に、一般入学試験でも十分合格でき
るだけの水準に達するように、意欲的で自発的な学習に取り組める者を求めます。
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【AO入試のポイント】
●AO入試で受験するにふさわしいと考えられる実績を求めます。内容については出願書類を選考委員が審査して、広く社会的に認められた活動をしてい
るか、専門的に秀でたものをもっているか、学力・人物的に優れているかどうかを評価します。
●受験生のアピールしている内容について、大学進学後の学業に活かされるかどうかを審査します。
●理工学の基盤となる高校課程の数学と理科の知識を十分に修得し、一般入学試験を経て入学した学生と遜色なく講義を理解する能力を有することが前提です。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」、PRポイントとアピールする内容を示す証明書類などが基準（AO入試のポイント）を満たしているか、また
下記の評価ポイントを最低限クリアしているかなどを評価します。

　受験生のアピールしている内容が機械工学科のAO入試受験者として相応しいものかを判断します。また高等学校における科目の履修状況と成績評価
を詳しく確認し、特に数学と理科（物理）の履修状況と成績を重視します。加えて、受験生がアピールしている内容が、その分野で特に秀でたものであるかを
審査します。なお、受験生がアピールしている内容は下記のように分類されます。

（1）勉学に関係する事項（例えば、実用英語技能検定、実用数学技能検定、技術資格など）
（2）勉学には直接関係ない事項（例えば、技術的なコンテスト、運動部あるいは文化部の活動の実績・取り組み、ボランティア活動など）

　これらの内容は、授業の一環などで行ったものでなく、あくまでも自主的に行ったものかどうか、またその内容が入学後の学業にどのように繋がりどのように
活かされるのか、といった点を中心に審査します。
　なお、第１次選考では履修状況・成績評価もしくはアピールの内容のどちらか一方のみで合否を判定せず、全てを総合的に審査します。

2023年度　結果と講評

機械工学科
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（20～30分程度）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、総合的に判断します。

●受験生がアピールしている内容について、どのようなレベルのものであるかを確認する。
●アピールした内容が、機械工学科に入学した後の学業にどのように活かされるのか。
●大学生活や社会生活に必要なコミュニケーション能力の確認。
●高等学校での数学、英語、理科（特に物理）を十分に履修し、その内容を十分に理解しているか。
●将来的な職業への夢や希望をどのように抱いているか、それとアピールする内容にどのような関連があるか。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　審査に際し、履修状況や成績だけでなく、アピール内容や学習に対する意欲、さらに将来展望などがAO入試の趣旨に合致しているかどうか、システム理工学部のアドミッション・
ポリシーに沿った人物像かどうかを総合的に評価しました。
　面接では、受験生のアピールする内容について、どのように取り組んで来たのかを詳しく聞き取り、内容のレベルと取り組む姿勢を評価しました。また、なぜ関西大学の機械工学
科に進学するのか、どのように学びを発展させたいのかを聞き、学習の意欲を評価しました。学力については、システム理工学部のアドミッション・ポリシーに沿って、基礎的な知識や
能力の確認を行いました。
　入学後は、一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受け、単位を修得する必要があります。特に機械工学科では、必修科目の多くが高校課程の数学と理科の知識を十
分に修得していることを前提にしています。逆にこの前提に満たない場合は、入学はしても卒業できないことになりかねません。審査では数学・理科の知識も合わせて見ますので
AO入試までに学習すべきと思しき基本事項については定着が必要です。また、単にAO入試で合格することを目的にするのではなく、それを礎に、一般入学試験でも十分合格でき
るだけの水準に達するように、意欲的で自発的な学習に取り組める者を求めます。
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【AO入試のポイント】
●選考委員各自が提出された出願書類を読み、広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●自己アピールの内容が電気電子情報工学科の内容とどのような関連をもち、入学後にこの分野を専門として取り組む際にどのように活かされるかを評価します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受けて、単位を修得しなくてはならない関係上、特に数学（数学Ⅲまで）、理科（物理基礎・物理、化学基
礎・化学）および英語については、ある程度以上の成績であることが必要と考えています。また、成績は自己アピールや志望動機の裏付けともなります。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」、PRポイントとアピールする内容を示す証明書類などが基準を満たしているか、評価ポイントを最低限クリア
しているかなどを評価します。

●「調査書」からは、受験生の人物と電気電子情報工学科の講義についていけるかどうかについて評価します。
●自己アピールのポイントが、電気電子情報工学科でカバーする分野とどのように関連性があるかを「入学志望理由書」などから評価します。分野と関連の深い
活動を最も高く評価します。資格についても評価しますが、分野との関連の深さ、資格の一般性、難易度が評価対象になります。それ以外の電気電子情報工
学分野と直接関係が薄いと見なされるもの（例としては、クラブ活動（特にスポーツ系）、ボランティア活動、生徒会活動など）は分野との関連性がきちんと説明
できている例は別として、高く評価することはありません。
●「入学志望理由書」では、当該分野を志望する理由が具体的かつ論理的に記載されているかどうかが評価のポイントになります。また、アピール点との関連性も述べられ
ている必要があります。当該分野ではハード、ソフトの両面を学ぶことになりますので、どちらかに一方的に偏った志望があるような場合には、その点について考慮します。

2023年度　結果と講評

電気電子情報工学科【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

2023年度入試においては、志願者がいなかったため、過年度入試の内容を掲載しています。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価をも
とに総合的に判断します。

●自己アピールの内容が、今後の学習意欲や大学での学生生活とどのように結びつき、電気電子情報工学科で学ぶことにどう活かしていこうと考えているのか
を説明できること。
●本人の入学志望理由と電気電子情報工学科で学ぶことの意味が明確に関連していることを説明できること。また高い目的意識をもっていることが確認できること。
●関西大学システム理工学部電気電子情報工学科を選んだ理由を、学科の内容や特徴を踏まえて、明確に説明できること。
●高校での学習内容および到達度が、電気電子情報工学科の講義についていけるものかを確認すること。

■ 実施概要

評価ポイント

選考委員・面接員のコメント
　第１次選考では、自己アピールと学科内容とのミスマッチがないかを確認をしました。また、学科内容との関連性が強い場合でも、各学校での特色あるプロジェクト学習や、コンテス
トのための課外活動に参加したというだけでは不十分で、本人が主体的に関わった様子を具体的にアピールできているかを重視しました。入学志望理由について、この学科で勉強し
たいという熱意を述べる際には、他大学も調査したうえで、それでも関西大学を選んだ理由を述べてほしいと思います。学力についても評価対象としています。特に、数学、物理、化
学、英語の成績を評価の対象としました。AO入試は必ずしも学力のみを考慮するものではありませんが、基礎学力が無いと入学後に講義についていくことができず、留年することに
なります。こういうケースは必ずしも珍しいことではありません。AO入試受験者であっても、一般入学試験で求められる範囲には目を通してほしいと思います。以上の諸点を総合的に
評価して合格者を選定しました。

　以下の点について、評価のうえ、合否を決定します。

システム理工学部
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【AO入試のポイント】
●選考委員各自が提出された出願書類を読み、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●自己アピールの内容が電気電子情報工学科の内容とどのような関連をもち、入学後にこの分野を専門として取り組む際にどのように活かされるかを評価します。
●提出された「ソフトウェアのソースコード」を見て、オリジナリティと今後の展望のあるものかどうかを評価します。
●データサイエンスについて自分の考えが説明できること、また、データサイエンスに関連した学問に対する意欲があるかどうかを評価します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受けて、単位を修得しなくてはならない関係上、特に数学（数学Ⅲまで）、理科（物理基礎・物理、化学基
礎・化学）および英語については、ある程度以上の成績であることが必要と考えています。また、成績は自己アピールや志望動機の裏付けともなります。

第１次選考（書類選考）について

　複数の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」、「課題レポート」、自らのプログラミング技術をアピールできるソースコードなどが基準を満たしているか、評価
ポイントを最低限クリアしているかなどを評価します。

●「調査書」からは、受験生の人物と電気電子情報工学科の講義についていけるかどうかについて評価します。
●自己アピールのポイントが、電気電子情報工学科でカバーする分野とどのように関連性があるかを「入学志望理由書」などから評価します。分野と関連の深い
活動を最も高く評価します。資格についても評価しますが、分野との関連の深さ、資格の一般性、難易度が評価対象になります。特に、データサイエンス、AI・
IoTに関する深い知識と、データ分析手法やシステム開発に携わりたいという意欲を、自らのこれまでの学びに基づいて強く説明できることが重要です。
●「入学志望理由書」では、当該分野を志望する理由が具体的かつ論理的に記載されているかどうかが評価のポイントになります。また、アピール点との関連性
も述べられている必要があります。当該分野ではハード、ソフトの両面を学ぶことになりますので、どちらかに一方的に偏った志望があるような場合には、その点
について考慮します。
●提出した「ソフトウェアのソースコード」から自らのプログラミング技術をアピールする必要があります。

2023年度　結果と講評

電気電子情報工学科【データサイエンス型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、「課題レポート」と「ソフトウェアのソースコード」に関するパワーポイントを用いたプレゼンテーション（５分）と、面接員３名による
個人面接を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価をもとに総合的に判断します。

●「課題レポート」と「ソフトウェアのソースコード」に関するプレゼンテーションにおいて、内容が明確かつ論理的に説明できていること。また、データサイエンスと
それらとの関連性について自身の考えが説明できること。
●自己アピールの内容が、今後の学習意欲や大学での学生生活とどのように結びつき、電気電子情報工学科で学ぶことにどう活かしていこうと考えているのかを説明できること。
●本人の入学志望理由と電気電子情報工学科で学ぶことの意味が明確に関連していることを説明できること。また高い目的意識をもっていることが確認できること。
●関西大学システム理工学部電気電子情報工学科を選んだ理由を、学科の内容や特徴を踏まえて、明確に説明できること。
●高校での学習内容および到達度が、電気電子情報工学科の講義についていけるものかを確認すること。

■ 実施概要

評価ポイント

選考委員・面接員のコメント
　第１次選考では、自己アピールと学科内容とのミスマッチが無いか確認しました。自身のアピールポイントを具体的に表現できることを高く評価しました。さらに、「課題レポート」と「ソフ
トウェアのソースコード」をみて、オリジナリティのあるものかどうかを中心に確認しました。たとえ長いプログラムでもオープンソースソフトウェアの寄せ集めでは高く評価できません。また、
入学志望理由についても、この学科で勉強したいという熱意が伝わってくるものが高評価です。学力についても評価対象としています。特に、数学、物理、化学、英語の成績を評価の
対象としました。AO入試は必ずしも学力のみを考慮するものではありませんが、基礎学力が無いと入学後に講義についていくことができず、留年することになります。こういうケースは必
ずしも珍しいことではありません。AO入試受験者であっても、一般入学試験の入試問題には目を通してほしいと思います。第１次選考合格者は、必ずしもすべての評価ポイントを満たし
ているわけではありませんが、何らかの点で光るものがあった人を合格としました。
　第２次選考では、「課題レポート」と「ソフトウェアのソースコード」に関するパワーポイントを用いたプレゼンテーションを行い、その内容について試問しました。説明内容が明確で論理
的であるか、今後の展望が述べられるか、といった点から評価しました。なお、チームで開発した場合には寄与した部分を評価の対象としました。また、第１次選考で評価した点が本当に
正しいかどうかを再確認するとともに、電気電子情報工学科を選択した理由やデータサイエンスに関連した学問に対する意欲について評価しました。さらに、高校での学習分野と成績、
および基礎学力の簡単な確認を行いました。基礎学力の確認では、題材は比較的基本的なものとしましたが、ポイントを押さえて論理的に取り組む力を重視しました。以上の諸点を総
合的に評価して合格者を選定しました。

　以下の点について、評価のうえ、合否を決定します。
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システム理工学部

システム理工学部

学科（専攻・専修）

計

学部

1

1

0

0

1

3

合格者

1

1

1

0

2

5

合格者

2

1

2

1

2

8

10

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

数学科

物理・応用物理学科

機械工学科

電気電子情報工学科

電気電子情報工学科

活動実績評価型

データサイエンス型
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システム理工学部

システム理工学部

学科（専攻・専修）

計

学部

1

1

0

0

1

3

合格者

1

1

1

0

2

5

合格者

2

1

2

1

2

8

10

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数

数学科

物理・応用物理学科

機械工学科

電気電子情報工学科

電気電子情報工学科

活動実績評価型

データサイエンス型

環境都市工学部長・教授 兼清 泰明

環境都市工学部 これまで情熱を傾けてきた取り組みなどが、
志望学科での学びにどのように繋がるのかが問われます。

　環境都市工学部の基本コンセプトは、地球環境にやさしい「まちづくり」です。私たちが心豊かに安心して暮らすために
は、安全で機能的な都市空間を持続的に発展させる必要があります。近代都市においては、過度の都市集中によって人
口や交通上の問題が引き起こされ、資源が大量に消費されることで産業廃棄物が増大してしまっています。さらに、都市
生活を支える生産活動はさまざまな環境汚染をもたらしています。私たちは、科学技術の力を駆使してこれらの問題を解
決していかなければなりません。
　現在、環境都市工学部を構成する3学科では、2015年国連サミットで採択された持続可能な開発目標（SDGｓ）のコン
セプトをそれぞれの研究分野に融合して、21世紀の都市が自然環境と共存できる洗練された人間環境となることをめざ
しています。このコンセプトのキーワードには、環境、都市デザイン、建築、社会基盤、情報、資源、エネルギー、環境化学
プロセスといった環境都市工学部と深くかかわるものが多いことに注目し、環境問題をはじめ、さまざまな課題の解決に
向けて科学技術の力を発揮し、国際的に活躍できる人材を養成していきます。
　このため、AO入試では、知識の蓄積だけでなく自ら考えることができる人、社会貢献に対する目的意識が強い人、持続可能な
都市設計および環境保全（SDGｓ）に興味がある人を受け入れることを望んでいます。第１次選考で提出いただく入学志望理由書
には、みなさんのアピールポイントが、本学部・学科で学ぶこととどのように関係し、どのように活かされるのかを、自分のことばで
説得力をもって書いていただきたいと思っています。第２次選考の面接では、提出書類に基づいた質問に対する受け答えにより、
これまでの経験から身につけてきた考えや個性、コミュニケーション能力などについて見極めていきます。単に受験のための勉学
だけでなく、広く社会的に認められたその他の活動についても評価し、学力・人物ともに優れた人の入学を期待するものです。
　これからの都市と地球は、皆さん自身にかかっています。環境都市工学部で、新しい「まちづくり」にチャレンジしてください。

合格者からのメッセージ

　関西大学環境都市工学部を志望した理由は、住み心地がよく生活に馴染みやすい住環境に加え、見る人にも刺激やイン
パクトを与えられる建築技術を学び、空間を活かした設計ができる建築士になりたいと思ったからです。また、高校の女子ラ
グビー部での活動を通して自分としっかり向き合いつつ、他者を理解しようと努力してきたことをAO入試で活かすことがで
きると思いました。
　大学では、1年次に数学・物理などの基礎的な知識を吸収し、2年次は製図の技術を身につけ、3年次で実践的な演習を通
して空間を活かせる構造を追求したいです。自由な発想を大切にしつつ視野を広げ、幅広いニーズを空間で叶えながら、住
む人の未来を建物と共に設計できる建築士をめざします。

自由な発想と広い視野で、建物だけでなく住む人の未来も設計できる建築士に。

AO入試を受験して得たことは？
　自分の意見や思いを相手に的確に伝えることは、想像していたよりも難しいと実感しました。自分の考えをノートに書き
出し、何度も繰り返し声に出して整理することで、相手に分かりやすく伝える力が身につきました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　AO入試は高校までの自分の経験を通して、興味のあることや大学で取り組みたいことについて深く考える良い機会で
す。しっかり準備したうえで、今までの活動実績を通して自分にしかない個性や意欲をアピールしてください。

　気候変動は世界中に猛暑や豪雨といった影響を及ぼし、発展途上国の経済成長、貧困削減、食料保全を妨げています。そん
な中で私はまちづくりを通して私たち自身の命、そして未来に生まれてくる命を守りたいという夢を持っています。
　関西大学環境都市工学部を志望した理由の1つに、SDGsについての取り組みに感銘を受け、私自身の成長に繋がると確信
したことが挙げられます。まちが抱える問題についての基礎知識を身につけるとともに、尾崎平教授の研究室で豪雨について
研究し、「水害に強いまち」はどのようなものかを具体的に考察したいと考えています。
　卒業後は誰もがより安全に、安心して住み続けられるまちづくりに携わり、いずれは発展途上国の都市開発に関わりたいと
考えています。

SDGsにも積極的に取り組む環境都市工学部は、自己の成長に繋がる理想の環境。

所属学部を志望したきっかけは？
　天災でまちが被害を受けた光景に衝撃を受け、災害から身を守れるまちづくりを学びたいと考え、環境都市工学部を志
望しました。環境や防災に配慮し、人々が安心して住み続けられるまちづくりを担う技術者になることが夢です。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　先生とプレゼンテーションおよび面接の練習をしました。複数の先生にお願いすることで様々な視点からの質問に対応で
き、自信につながりました。一言一句覚えるのではなく、要点を伝えることを意識し、焦らずにプレゼンすることができました。

建築学科

神奈川県
私立 桐蔭学園高等学校出身

飯草 茉弓

都市システム工学科

大阪府
府立 岸和田高等学校出身

梅田 葉月
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【AO入試のポイント】
●選考委員各自が出願書類を精読し、広く社会的に認められた活動や資格を有していて、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生の活動実績が、建築学を学ぶこととどのように関係し、入学後の建築学科における研鑽にどのように活かされるのかが、明確なビジョンと説得力を
もって説明できているかを評価します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義・演習を受講し学習することから、高等学校などでの成績も軽視できないものと考えています。

第１次選考（書類選考）について

　「調査書」、「入学志望理由書」、「活動報告書」と証明書類などから、学部が定める基準を満たしているか、評価ポイントをクリアしているかを、複数の選
考委員によって評価します。

●広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうか、そして入学後に建築学を専門的に学ぶ意欲と能力があるかどうかを評価します。
●大学における建築学の専門教育と関係する学術的活動やデザイン等の芸術活動、創作活動はもとより、直接的には関係しない、例えばスポーツ活動や音楽
活動、ボランティア活動、生徒会活動等についても、その取り組み方や内容等を評価の対象にしています。ただし、それらの活動や実績が、これから大学で建
築を学ぼうとする姿勢やそのための資質と、どのように関係しているのかが明確に説明されている必要があります。

2023年度　結果と講評

建築学科【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価をもと
に総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●受験生本人のアピールしている内容が、今後の学習意欲や大学での学生生活とどのように結びつき、建築学科において建築学の専門教育を受けることに
それがどのように関係し、またどのように活かされるのか。
●関西大学環境都市工学部建築学科の特徴、教育理念を十分理解し、建築学科で建築学を専攻することの意義、目的を明確に自覚しているか。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、建築学科の講義・演習・実習の内容を修得するに足る基礎的能力が備わっているか。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　受験者に対して、関西大学環境都市工学部建築学科の教育・研究の特徴をよく理解し、建築学科で学ぶことの目的・意義を明確に自覚しているかをまず確認しました。そして、ア
ピールする活動や日常生活における経験が建築とどのような関わり、入学後の建築学科における学びにどのように繋がるのかについて質問をしました。面接を通して、建築に関する
強い興味と関心を抱いていることはもとより、さまざまな建築に関連した事柄に広く好奇心をもっていること、入学後はさらに勉学に励もうとする意欲と熱意を評価しました。

環境都市工学部
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【AO入試のポイント】
●選考委員各自が出願書類を精読し、広く社会的に認められた活動や資格を有していて、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生の活動実績が、建築学を学ぶこととどのように関係し、入学後の建築学科における研鑽にどのように活かされるのかが、明確なビジョンと説得力を
もって説明できているかを評価します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義・演習を受講し学習することから、高等学校などでの成績も軽視できないものと考えています。

第１次選考（書類選考）について

　「調査書」、「入学志望理由書」、「活動報告書」と証明書類などから、学部が定める基準を満たしているか、評価ポイントをクリアしているかを、複数の選
考委員によって評価します。

●広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうか、そして入学後に建築学を専門的に学ぶ意欲と能力があるかどうかを評価します。
●大学における建築学の専門教育と関係する学術的活動やデザイン等の芸術活動、創作活動はもとより、直接的には関係しない、例えばスポーツ活動や音楽
活動、ボランティア活動、生徒会活動等についても、その取り組み方や内容等を評価の対象にしています。ただし、それらの活動や実績が、これから大学で建
築を学ぼうとする姿勢やそのための資質と、どのように関係しているのかが明確に説明されている必要があります。

2023年度　結果と講評

建築学科【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価をもと
に総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●受験生本人のアピールしている内容が、今後の学習意欲や大学での学生生活とどのように結びつき、建築学科において建築学の専門教育を受けることに
それがどのように関係し、またどのように活かされるのか。
●関西大学環境都市工学部建築学科の特徴、教育理念を十分理解し、建築学科で建築学を専攻することの意義、目的を明確に自覚しているか。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、建築学科の講義・演習・実習の内容を修得するに足る基礎的能力が備わっているか。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　受験者に対して、関西大学環境都市工学部建築学科の教育・研究の特徴をよく理解し、建築学科で学ぶことの目的・意義を明確に自覚しているかをまず確認しました。そして、ア
ピールする活動や日常生活における経験が建築とどのような関わり、入学後の建築学科における学びにどのように繋がるのかについて質問をしました。面接を通して、建築に関する
強い興味と関心を抱いていることはもとより、さまざまな建築に関連した事柄に広く好奇心をもっていること、入学後はさらに勉学に励もうとする意欲と熱意を評価しました。

環境都市工学部

【AO入試のポイント】
●選考委員各自が出願書類を精読し、SDGsへの理解が深く、SDGsに関する活動などが認められ、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生のSDGsへの理解や活動が、建築学を学ぶこととどのように関係し、入学後の建築学科における研鑽にどのように活かされるのかが、明確なビジョン
と説得力をもって説明できているかを評価します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義・演習を受講し学習することから、高等学校などでの成績も軽視できないものと考えています。

第１次選考（書類選考）について

　「調査書」、「課題レポート」、「入学志望理由書」から、学部が定める基準を満たしているか、評価ポイントをクリアしているかを、複数の選考委員によって評価します。

　SDGsに対する深い知識、活動、現在の建築学における課題の解決とめざすべき将来像の実現に対する意見、それらに取り組む行動意欲などを評価します。
また、学力・人物ともに優れているかどうか、そして入学後に建築学を専門的に学ぶ力があるかどうかを評価します。

2023年度　結果と講評

建築学科【SDGs型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、「課題レポート」に関するパワーポイントを用いたプレゼンテーション（５分）と、それに対する面接員３名による個人面接を実施し、
以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価をもとに総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●課題レポートの内容に関して、SDGsをよく理解し、受験生独自の視点からの考察や提案内容について、今後の学習意欲や大学での学生生活とどのように
結びつき、建築学の専門教育を受けることにそれがどのように関係し、またどのように活かされるのか。
●関西大学環境都市工学部建築学科の特徴、教育理念を十分理解し、建築学科で建築学を専攻することの意義、目的を明確に自覚しているか。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、建築学科の講義・演習・実習の内容を修得するに足る基礎的能力が備わっているか。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　SDGsの内容をよく理解し、それらに関連する活動が一定水準認められることを確認した上で、関西大学環境都市工学部建築学科の教育・研究の特徴をよく理解し、建築学科で
学ぶことの目的・意義を明確に自覚しているかをまず確認しました。課題レポートに関するプレゼンテーションでは、内容はもちろんのこと、構成や表現についても評価しました。そして受
験生独自の視点からの考察や提案内容について、建築とどのような関わりがあるか、また今後どのような形で建築学科における学びに繋げるのか、などの質問をしました。さらに、建築
に関する強い興味と関心を抱いていることはもとより、さまざまな建築に関連した事柄に広く好奇心をもっていること、入学後はさらに勉学に励もうとする意欲と熱意を評価しました。
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【AO入試のポイント】
●選考委員が出願書類を読み、広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生のアピールしている内容が都市システム工学科とどのように関係し、入学後に当該学科の勉学に取り組むのにどのように活かされるのかを評価
します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受けて、演習科目等も履修しなければならないため、数学、物理学、英語等の基礎科目の修得状況
を提出書類や面接により評価します。

第１次選考（書類選考）について

　２名の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」およびPRポイントとアピールする内容を示す証明書類などを確認し、出願基準を満たしているかどうかや、
評価ポイントを最低限クリアしているかどうかなどを評価します。

　社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価するとともに、アピールした内容が受験生固有の能力に基づくものである
点を重点的に評価します。また、受験生のアピール内容が、都市システム工学科において今後どのように活かされるのかという観点に基づいて評価します。

2023年度　結果と講評

都市システム工学科【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価
をもとに総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●受験生本人のアピールしている内容と都市システム工学科における専門教育との関係性や有用性
●関西大学環境都市工学部都市システム工学科の特徴、教育理念および都市システム工学科で学ぶことの意義に関する理解、ならびに理工系全般で学ぶ
ための基礎知識
●一般入学試験を経て入学した学生と同等程度の基礎学力を有していること
●都市システム工学と建築学との違いに関する理解度
●勉学などへの意欲、努力、熱意
●大学で学んだ専門を将来に活かすビジョン

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　都市システム工学科の教育・研究の特徴に対する理解と、入学を希望する上での目的意識を確認しました。そして、本人の自己アピール内容が都市システム工学科での勉学にどの
ように役立つのかを質問し、具体的な将来ビジョンを語ってもらいました。また、大学における講義や演習等の内容を理解するための基礎学力に関しても高校での成績をもとに質問な
どで確認しました。以上のような面接における受け答え、社会的礼儀および態度を総合的に評価し、合格に値する学生を判断しました。

環境都市工学部
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【AO入試のポイント】
●選考委員が出願書類を読み、広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生のアピールしている内容が都市システム工学科とどのように関係し、入学後に当該学科の勉学に取り組むのにどのように活かされるのかを評価
します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受けて、演習科目等も履修しなければならないため、数学、物理学、英語等の基礎科目の修得状況
を提出書類や面接により評価します。

第１次選考（書類選考）について

　２名の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」およびPRポイントとアピールする内容を示す証明書類などを確認し、出願基準を満たしているかどうかや、
評価ポイントを最低限クリアしているかどうかなどを評価します。

　社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価するとともに、アピールした内容が受験生固有の能力に基づくものである
点を重点的に評価します。また、受験生のアピール内容が、都市システム工学科において今後どのように活かされるのかという観点に基づいて評価します。

2023年度　結果と講評

都市システム工学科【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価
をもとに総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●受験生本人のアピールしている内容と都市システム工学科における専門教育との関係性や有用性
●関西大学環境都市工学部都市システム工学科の特徴、教育理念および都市システム工学科で学ぶことの意義に関する理解、ならびに理工系全般で学ぶ
ための基礎知識
●一般入学試験を経て入学した学生と同等程度の基礎学力を有していること
●都市システム工学と建築学との違いに関する理解度
●勉学などへの意欲、努力、熱意
●大学で学んだ専門を将来に活かすビジョン

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　都市システム工学科の教育・研究の特徴に対する理解と、入学を希望する上での目的意識を確認しました。そして、本人の自己アピール内容が都市システム工学科での勉学にどの
ように役立つのかを質問し、具体的な将来ビジョンを語ってもらいました。また、大学における講義や演習等の内容を理解するための基礎学力に関しても高校での成績をもとに質問な
どで確認しました。以上のような面接における受け答え、社会的礼儀および態度を総合的に評価し、合格に値する学生を判断しました。

環境都市工学部

【AO入試のポイント】
●選考委員が出願書類を読み、広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生のアピールしている内容が都市システム工学科とどのように関係し、入学後に当該学科の勉学に取り組むのにどのように活かされるのかを評価
します。

●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受けて、演習科目等も履修しなければならないため、数学、物理学、英語等の基礎科目の修得状
況を提出書類や面接により評価します。

第１次選考（書類選考）について

　２名の選考委員が「調査書」、「課題レポート」、「入学志望理由書」を確認し、評価ポイントを最低限クリアしているかどうかなどを評価します。

　社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価するとともに、アピールした内容が受験生固有の能力に基づくものである
点を重点的に評価します。また、受験生のアピール内容が、都市システム工学科において今後どのように活かされるのかという観点に基づいて評価します。

2023年度　結果と講評

都市システム工学科【SDGs型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、「課題レポート」に関するパワーポイントを用いたプレゼンテーション（５分）と、それに対する面接員３名による個人面接を実施し、
以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価をもとに総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●受験生本人のアピールしている内容およびSDGsに関するプレゼンテーションの内容と都市システム工学科における専門教育との関係性や有用性
●SDGsに関するプレゼンテーションについての質疑応答
●関西大学環境都市工学部都市システム工学科の特徴、教育理念および都市システム工学科で学ぶことの意義に関する理解、ならびに理工系全般で学ぶ
ための基礎知識
●一般入学試験を経て入学した学生と同等程度の基礎学力を有していること
●都市システム工学と建築学との違いに関する理解度
●勉学などの意欲、努力、熱意
●大学で学んだ専門を将来に活かすビジョン
●国際化社会への意識の有無と外国語の取り組み姿勢

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　都市システム工学科の教育・研究の特徴に対する理解と、入学を希望する上での目的意識を確認しました。そして、本人の自己アピール内容とSDGsに関するプレゼンテーションの
内容が都市システム工学科での勉学にどのように役立つのかを質問し、具体的な将来ビジョンを語ってもらいました。また、大学における講義や演習等の内容を理解するための基礎
学力に関しても高校での成績をもとに質問などで確認しました。以上のような面接における受け答え、社会的礼儀および態度を総合的に評価し、合格に値する学生を判断しました。
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【AO入試のポイント】
●選考委員各自が出願書類を読み、広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生のアピールしている内容がエネルギー環境・化学工学科とどのように関係し、入学後に専門としてエネルギー・環境分野に化学工学などの工学技術を
応用して取り組むために、どのように活かされるのかを評価します。

第１次選考（書類選考）について

　２名の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」、PRポイントとアピールする内容を示す証明書類などが基準を満たしているか、評価ポイントを最低限クリア
しているかなどを評価します。

●広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうか、入学後にエネルギー環境・化学工学を専門的に勉強していく力があるかどう
かを評価します。
●受験生がアピールしている点が、大学における本学科の専門教育と直接関係ないもの（例としては、運動部の活動成績・取り組み、ボランティア活動、生徒会
活動の取り組みなど）は参考程度の評価にとどめ、基本的には合否に関する評価をしないことにしています。ただし、活動実績として環境問題に関するボラン
ティア活動や調査研究、エネルギー・環境に関するセミナーへの参加、取得した資格など能力的なものを示すアピールは評価することにしています。

2023年度　結果と講評

エネルギー環境・化学工学科【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価
をもとに総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●受験生本人のアピールしている内容が、エネルギー環境・化学工学科において化学工学などの専門教育を受けることにどのように関係し、どのように活かされるのか。
●関西大学環境都市工学部エネルギー環境・化学工学科の特徴、教育理念、具体的なカリキュラムを理解し、専門教育科目を勉強する意義を理解しているか。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、エネルギー環境・化学工学科の教育プログラムについていけるか。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　受験生の高校での履修状況や成績だけでなく、当学科のアドミッション・ポリシーやAO入試の評価ポイントに沿って合否を判断しました。
　合格者は、エネルギー環境・化学工学科における教育内容を理解した上で、強い興味と将来のビジョンをもっていることがうかがえました。入学後、積極的かつ熱心に学習した
いという気持ちが伝わってきました。

環境都市工学部
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【AO入試のポイント】
●選考委員各自が出願書類を読み、広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生のアピールしている内容がエネルギー環境・化学工学科とどのように関係し、入学後に専門としてエネルギー・環境分野に化学工学などの工学技術を
応用して取り組むために、どのように活かされるのかを評価します。

第１次選考（書類選考）について

　２名の選考委員が「調査書」、「入学志望理由書」、PRポイントとアピールする内容を示す証明書類などが基準を満たしているか、評価ポイントを最低限クリア
しているかなどを評価します。

●広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうか、入学後にエネルギー環境・化学工学を専門的に勉強していく力があるかどう
かを評価します。
●受験生がアピールしている点が、大学における本学科の専門教育と直接関係ないもの（例としては、運動部の活動成績・取り組み、ボランティア活動、生徒会
活動の取り組みなど）は参考程度の評価にとどめ、基本的には合否に関する評価をしないことにしています。ただし、活動実績として環境問題に関するボラン
ティア活動や調査研究、エネルギー・環境に関するセミナーへの参加、取得した資格など能力的なものを示すアピールは評価することにしています。

2023年度　結果と講評

エネルギー環境・化学工学科【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価
をもとに総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●受験生本人のアピールしている内容が、エネルギー環境・化学工学科において化学工学などの専門教育を受けることにどのように関係し、どのように活かされるのか。
●関西大学環境都市工学部エネルギー環境・化学工学科の特徴、教育理念、具体的なカリキュラムを理解し、専門教育科目を勉強する意義を理解しているか。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、エネルギー環境・化学工学科の教育プログラムについていけるか。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　受験生の高校での履修状況や成績だけでなく、当学科のアドミッション・ポリシーやAO入試の評価ポイントに沿って合否を判断しました。
　合格者は、エネルギー環境・化学工学科における教育内容を理解した上で、強い興味と将来のビジョンをもっていることがうかがえました。入学後、積極的かつ熱心に学習した
いという気持ちが伝わってきました。

環境都市工学部

【AO入試のポイント】
●選考委員各自が出願書類を読み、広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●受験生のアピールしている内容がエネルギー環境・化学工学科とどのように関係し、入学後に専門としてエネルギー・環境分野に化学工学などの工学技術を
応用して取り組むために、どのように活かされるのかを評価します。

第１次選考（書類選考）について

　２名の選考委員が「調査書」、「課題レポート」、「入学志望理由書」を確認し、評価ポイントを最低限クリアしているかなどを評価します。

2023年度　結果と講評

エネルギー環境・化学工学科【SDGs型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、「課題レポート」に関するパワーポイントを用いたプレゼンテーション（５分）と、それに対する面接員３名による個人面接を実施し、
以下の評価ポイントの項で述べている点について、３名の面接員の評価をもとに総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決めます。
●課題レポートに関するプレゼンテーションと質疑応答を通じて、SDGsに関する深い知識と課題解決への意欲をこれまで学んだことに基づいて強く説明できているか。
●受験生本人のアピールしている内容が、エネルギー環境・化学工学科において化学工学などの専門教育を受けることにどのように関係し、どのように活かされるのか。
●関西大学環境都市工学部エネルギー環境・化学工学科の特徴、教育理念、具体的なカリキュラムを理解し、専門教育科目を勉強する意義を理解しているか。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、エネルギー環境・化学工学科の教育プログラムについていけるか。

■ 実施概要

評価ポイント

面接員のコメント
　受験生の高校での履修状況や成績だけでなく、当学科のアドミッション・ポリシーやAO入試の評価ポイントに沿って合否を判断しました。
　合格者は、エネルギー環境・化学工学科における化学工学教育の内容を理解した上で、強い興味と将来のビジョン等をパワーポイントを使ってプレゼンテーションしてくれました。入
学後、積極的かつ熱心に学習したいという気持ちが伝わってきました。

●広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうか、入学後にエネルギー環境・化学工学を専門的に勉強していく力があるかどう
かを評価します。
●受験生がアピールしている点が、大学における本学科の専門教育と直接関係ないもの（例としては、運動部の活動成績・取り組み、ボランティア活動、生徒会
活動の取り組みなど）は参考程度の評価にとどめ、基本的には合否に関する評価をしないことにしています。ただし、環境問題に関するボランティア活動や調
査研究、エネルギー・環境に関するセミナーへの参加、取得した資格など能力的なものを示すアピールは評価することにしています。

活動実績評価型

環境都市工学部

ＳＤＧｓ型

建築学科

都市システム工学科

エネルギー環境・化学工学科

建築学科

都市システム工学科

エネルギー環境・化学工学科

学科（専攻・専修）

計

学部

1

1

1

1

2

1

7

合格者

5

2

1

1

2

1

12

合格者

13

3

1

7

3

2

29

8

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数
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化学生命工学部長・教授 長岡 康夫

化学生命工学部 「ものづくり」に必要な知識・技術と想像性を
備えた人材を育てていきたい。

　化学生命工学部のコンセプトは「ものづくり」。自然現象に興味をもち、人間社会に役立つもの－材料や素材、生体分子など
－を解明し、つくることに興味のある人、解明し、つくったものを社会に役立てたいという強い信念をもった人を待っています。
　大学では「ものづくり」の知識や技術を学ぶとともに、ものごとを広く見る想像力あふれる視野を養ってもらいます。過去を
ふりかえると、生活に役立つことをめざした新たな材料・素材が、思わぬところで環境汚染の一因になることがありました。これ
からは、つくったものがどう使われていくのかを想像し、引き起こすかもしれない負の結果への配慮も必要です。化学生命工学
部は、さまざまな場面を想像できる広い視野をもった研究者・技術者を育てることをめざしています。
　1年次には少人数クラスで科学的に問題を発見し、解決への思考ができるような発想力、想像力を養うカリキュラムも組ん
でいます。学生たちが高いモチベーションを持続し、展開していけるようにさまざまな学習環境を提供していきます。その刺激
をうけて学生自身が主体性をもち、受け答えできる思考能力を積み上げてもらいたいと思っています。与えられた環境のなか
で自ら成長していこうとする意欲のある学生を、AO入試の志願者に期待しています。
　従来の「活動実績評価型」AO入試での第１次選考では、目的意識の高さ、想像力、集中力を見ます。何かをつくりだす創造
性、意欲を表して欲しいと思います。例えば、高校での探求活動などを通じて得た、「ものづくり」に関連する経験や意識などが
明確に書いてあるとよいと思います。さまざまな価値観をもった人と交流した経験－クラブ活動やボランティア活動などの経
験－、さらにひとつのことに対して困難に乗り越えながら打ち込んだ経験なども重要と思います。
　これからの技術者・研究者にはコミュニケーション能力が必要です。科学技術の進歩にともないさまざまな専門分野の研究
者・技術者が協力していくチームワークが必要な時代です。第２次選考の面接では、話のポイントを捉え、受け答えができるか
どうか、応対のなかに垣間見える人間性と、コミュニケーション能力（聞く・読む・話す・書く能力）を見ます。初対面の人と広がり
のある会話ができることは研究者・技術者にとっても重要だからです。
　2019年度より「活動実績評価型」に加えて「関西大学メディカルポリマー（KUMP）型」のAO入試を導入いたしました。KUMP型は「関大で開発されたメディカルポリマー
（KUMP）を活用した医療器材の開発」の将来を担う研究者・技術者をめざす意欲ある志願者を期待しております。第1次選考では、WEB講義を視聴し、そのレポートから「意欲」と
「素質」を見ます。第2次選考では、講義を受講し、それをまとめた資料をもとに、基礎学力の能力を含めて面接（試問を含む）により、基礎学力・基礎技能・思考力・表現力・意欲を見ま
す。実力が発揮できるように日頃の勉学を意欲的に進めてください。

合格者からのメッセージ

　中学で「水筒に見られるカビの現状」をテーマに、飲み物によってカビの生育状況がどう変わるか研究したところ、緑茶を含む
水筒にあまりカビが見られませんでした。そこで高校でも継続して研究を行い、その結果、緑茶に含まれるカテキンにカビの生育
抑制効果があることを実証することができました。そこから食品に含まれる成分が与える影響に興味を持ち、食品の新たな可能性
を研究したいという意欲につながりました。
　関西大学化学生命工学部を志望したのは食品・環境化学分析の実験技術が学べること、「生命・生物工学科ビジネスプログラ
ム」でマーケティングや企画、経営管理が学べること、「グローバル人材育成プログラム」に参加できることなどの理由からです。
海外の研究に触れ、日本だけでなく世界の人々の健康に貢献するよう研究の質を高めたいです。

専門知識からビジネス領域まで学び、世界の人々の健康に貢献できる研究者に。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　中学の総合的な学習の時間でカビについて研究したことから興味を持ち、高校でも自主的にカビの研究を進めて論文を
作成し、専門誌やテレビなどで紹介されました。興味を突き詰めることで、結果的にAO入試にも活かすことができました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　悩む方もいると思いますが、出願書類の作成によって大学で学びたい理由が明確になり、モチベーションの向上にもつ
ながります。自分の夢や目標を見つめ直す良い機会なので、少しでも受験を考えている方は出願をおすすめします。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　面接や口頭試問は教科書の内容を理解し、予想される質問に対して自分なりの言葉で簡潔に回答できるようになるまで
読み込みました。またいろいろな人に面接員をお願いして、常にアドバイスや指摘をもらいつつ練習に取り組みました。

関西大学でチャレンジしてみたいことは？
　留学を通して多様な価値観や考え方を身につけたいです。留学準備として国際学生寮に居住し、積極的に外国語に触れら
れる環境に身を置いています。また学部での研究では仲間と協力しながら、様々な課題を解決していきたいと考えています。

　中学生の頃から自ら課題を設定し探求する過程に喜びを感じていた私は、SDGsという世界共通の課題を知り、特に13番の
「気候変動に具体的な対策を」に強く惹かれました。私の得意な「ものづくり」を活かすことで解決の糸口につなげられないかと
考え、ものづくりをより深く追求するために関西大学化学生命工学部を志望しました。
　大学では水素エネルギーについて日本国内の人々に広く知ってもらい、水素への需要が高まるよう力を注ぎ、「社会連携科
目」や「グローバル人材育成プログラム」を通して多様な価値観や教養を身につけたいと思っています。卒業後は水素貯蔵材料
を利用したデバイスの研究開発に携わり、水素エネルギー社会の実現と環境問題の解決の一助になりたいと考えています。

ものづくりに取り組む姿勢を活かし、環境問題を解決する糸口を見つけたい。

生命・生物工学科

大阪府
国立 大阪教育大学附属高等学校 平野校舎出身

村田 鈴

化学・物質工学科

福岡県
私立 東福岡高等学校出身

伊藤 玄人
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化学生命工学部長・教授 長岡 康夫

化学生命工学部 「ものづくり」に必要な知識・技術と想像性を
備えた人材を育てていきたい。

　化学生命工学部のコンセプトは「ものづくり」。自然現象に興味をもち、人間社会に役立つもの－材料や素材、生体分子など
－を解明し、つくることに興味のある人、解明し、つくったものを社会に役立てたいという強い信念をもった人を待っています。
　大学では「ものづくり」の知識や技術を学ぶとともに、ものごとを広く見る想像力あふれる視野を養ってもらいます。過去を
ふりかえると、生活に役立つことをめざした新たな材料・素材が、思わぬところで環境汚染の一因になることがありました。これ
からは、つくったものがどう使われていくのかを想像し、引き起こすかもしれない負の結果への配慮も必要です。化学生命工学
部は、さまざまな場面を想像できる広い視野をもった研究者・技術者を育てることをめざしています。
　1年次には少人数クラスで科学的に問題を発見し、解決への思考ができるような発想力、想像力を養うカリキュラムも組ん
でいます。学生たちが高いモチベーションを持続し、展開していけるようにさまざまな学習環境を提供していきます。その刺激
をうけて学生自身が主体性をもち、受け答えできる思考能力を積み上げてもらいたいと思っています。与えられた環境のなか
で自ら成長していこうとする意欲のある学生を、AO入試の志願者に期待しています。
　従来の「活動実績評価型」AO入試での第１次選考では、目的意識の高さ、想像力、集中力を見ます。何かをつくりだす創造
性、意欲を表して欲しいと思います。例えば、高校での探求活動などを通じて得た、「ものづくり」に関連する経験や意識などが
明確に書いてあるとよいと思います。さまざまな価値観をもった人と交流した経験－クラブ活動やボランティア活動などの経
験－、さらにひとつのことに対して困難に乗り越えながら打ち込んだ経験なども重要と思います。
　これからの技術者・研究者にはコミュニケーション能力が必要です。科学技術の進歩にともないさまざまな専門分野の研究
者・技術者が協力していくチームワークが必要な時代です。第２次選考の面接では、話のポイントを捉え、受け答えができるか
どうか、応対のなかに垣間見える人間性と、コミュニケーション能力（聞く・読む・話す・書く能力）を見ます。初対面の人と広がり
のある会話ができることは研究者・技術者にとっても重要だからです。
　2019年度より「活動実績評価型」に加えて「関西大学メディカルポリマー（KUMP）型」のAO入試を導入いたしました。KUMP型は「関大で開発されたメディカルポリマー
（KUMP）を活用した医療器材の開発」の将来を担う研究者・技術者をめざす意欲ある志願者を期待しております。第1次選考では、WEB講義を視聴し、そのレポートから「意欲」と
「素質」を見ます。第2次選考では、講義を受講し、それをまとめた資料をもとに、基礎学力の能力を含めて面接（試問を含む）により、基礎学力・基礎技能・思考力・表現力・意欲を見ま
す。実力が発揮できるように日頃の勉学を意欲的に進めてください。

合格者からのメッセージ

　中学で「水筒に見られるカビの現状」をテーマに、飲み物によってカビの生育状況がどう変わるか研究したところ、緑茶を含む
水筒にあまりカビが見られませんでした。そこで高校でも継続して研究を行い、その結果、緑茶に含まれるカテキンにカビの生育
抑制効果があることを実証することができました。そこから食品に含まれる成分が与える影響に興味を持ち、食品の新たな可能性
を研究したいという意欲につながりました。
　関西大学化学生命工学部を志望したのは食品・環境化学分析の実験技術が学べること、「生命・生物工学科ビジネスプログラ
ム」でマーケティングや企画、経営管理が学べること、「グローバル人材育成プログラム」に参加できることなどの理由からです。
海外の研究に触れ、日本だけでなく世界の人々の健康に貢献するよう研究の質を高めたいです。

専門知識からビジネス領域まで学び、世界の人々の健康に貢献できる研究者に。

AO入試の際に役立った、高校での経験はありますか？
　中学の総合的な学習の時間でカビについて研究したことから興味を持ち、高校でも自主的にカビの研究を進めて論文を
作成し、専門誌やテレビなどで紹介されました。興味を突き詰めることで、結果的にAO入試にも活かすことができました。

AO入試の受験を考えている受験生へのメッセージ・アドバイス
　悩む方もいると思いますが、出願書類の作成によって大学で学びたい理由が明確になり、モチベーションの向上にもつ
ながります。自分の夢や目標を見つめ直す良い機会なので、少しでも受験を考えている方は出願をおすすめします。

第2次選考（面接、小論文、プレゼンテーション等）の対策は？
　面接や口頭試問は教科書の内容を理解し、予想される質問に対して自分なりの言葉で簡潔に回答できるようになるまで
読み込みました。またいろいろな人に面接員をお願いして、常にアドバイスや指摘をもらいつつ練習に取り組みました。

関西大学でチャレンジしてみたいことは？
　留学を通して多様な価値観や考え方を身につけたいです。留学準備として国際学生寮に居住し、積極的に外国語に触れら
れる環境に身を置いています。また学部での研究では仲間と協力しながら、様々な課題を解決していきたいと考えています。

　中学生の頃から自ら課題を設定し探求する過程に喜びを感じていた私は、SDGsという世界共通の課題を知り、特に13番の
「気候変動に具体的な対策を」に強く惹かれました。私の得意な「ものづくり」を活かすことで解決の糸口につなげられないかと
考え、ものづくりをより深く追求するために関西大学化学生命工学部を志望しました。
　大学では水素エネルギーについて日本国内の人々に広く知ってもらい、水素への需要が高まるよう力を注ぎ、「社会連携科
目」や「グローバル人材育成プログラム」を通して多様な価値観や教養を身につけたいと思っています。卒業後は水素貯蔵材料
を利用したデバイスの研究開発に携わり、水素エネルギー社会の実現と環境問題の解決の一助になりたいと考えています。

ものづくりに取り組む姿勢を活かし、環境問題を解決する糸口を見つけたい。

生命・生物工学科

大阪府
国立 大阪教育大学附属高等学校 平野校舎出身

村田 鈴

化学・物質工学科

福岡県
私立 東福岡高等学校出身

伊藤 玄人

【AO入試のポイント】
●選考委員各自が出願書類を読み、広く社会的に認められた活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかどうかを評価します。
●入学志望理由、高等学校での成績などがAO入試の趣旨に適しているかどうかを判断します。
●受験生のアピールしている内容が化学・物質工学科をめざす者としてどのように関係し、入学後に専門分野に取り組むのにどのように活かされるのかを評価します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受け、演習・実験を行わなければならないため、特に理系科目（化学・数学・物理など）を十分にマスターして
いることが重要と考えます。

第１次選考（書類選考）について

　２名の選考委員が、「調査書」、「入学志望理由書」、PRポイントとアピール内容を示す証明書類などを、次に示す評価ポイントを中心に評価します。

●広く社会的に認められた活動や資格を有しているかどうか、入学後に専門分野の知識を修得する基礎学力があるかどうかなどを評価します。
●受験生のアピールしている内容については、化学・物質工学科における専門分野の教育と直接関係するものを高く評価しますが、クラブ活動、ボランティア活動、
生徒会活動の取り組みなども評価します。

2023年度　結果と講評

化学・物質工学科 【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、３名の面接員が次に示す評価ポイントをもとに総合的に判断します。

　次の点について評価して合否を決定します。
●受験生のアピールしている内容が、化学・物質工学科において専門教育を受けることにどのように関係し、どのように活かされるのかを見極めます。
●大学の教育理念、化学・物質工学科の特徴および化学・物質工学科を専攻することの意義を理解しているかどうかを見極めます。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、専門分野の授業についていけるかどうかを見極めます。

■ 実施概要

〈第１次選考（書類選考）〉

評価ポイント

選考委員・面接員のコメント

　出願書類から、科学に関する研究活動やクラブ活動に積極的に取り組み、それを成し遂げようとする意欲が感じられました。また、各種資格取得に積極的に取り組む姿勢も認
められました。これらの取り組みに基づいて、化学・物質工学科でのさらなる学びへの意欲や新たな学びへの好奇心が志望動機として十分に伝わった志願者は第１次選考を合
格としました。

〈第２次選考（面接）〉
　面接では、志望理由書に記載されたこれまでの取り組みについて質問し、さらなるアピール点を確認するとともに、その取り組みと化学・物質工学科での学びへの意欲との関連
性を評価しました。さらに、化学・数学・物理などに関する基礎学力が、化学・物質工学科で学習していくうえでの必要な一定の水準を確保しているか、また入学後、化学・物質工学
科で化学や物質に関する知的好奇心を持って学習に励んでくれるかという点を踏まえて総合的に判断し、合否を判定しました。
　なお、より高度な内容を含む大学での専門教育科目の修得には、十分高いレベルの基礎学力が必要です。合格した諸君が大学入学までの時間を有効に活かし、大学入学前
教育に熱心に取り組まれ、大学入学後の勉学に備えられることを期待します。
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【AO入試のポイント】
●受験生のアピールしている内容が、関大メディカルポリマー（KUMP）が期待する人物像に合致するか、KUMPの取り組む研究に将来従事する素養があるか、
入学後に専門分野に取り組むのにどのように活かされるのかを評価します。
●選考委員各自が出願書類として提出された「課題レポート」をもとに、Web講義の内容が理解できており、その内容が的確にまとめられているかを確認します。
●入学志望理由、高等学校での成績などがAO入試KUMP型の趣旨に適しているかどうかを判断します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受け、演習・実験を行わなければならないため、特に理系科目を十分に修得していることが重要と考えます。

第１次選考（書類選考）について

　３名の選考委員が「入学志望理由書」、「調査書」などが基準を満たしているかを評価します。さらには、「課題レポート」についてはWeb講義の内容が理解
できており、課題レポートが的確にまとめられているか、その内容と理解度が最低限をクリアしているかなどを評価します。

　工学の基礎となる高校課程の数学と理科の学習内容を十分習得していることに加えて、特に「関大メディカルポリマー（KUMP）の研究内容と関連した材料
やしくみの設計を通した『ものづくり』によって社会に貢献する目的意識の強い学生」、「好奇心が強く新しい事象を学んだり新しい価値を生み出したりすることに
喜びを感じることのできる学生」、「単に知識を増やすだけでなく自ら考えることのできる学生」かを評価します。

2023年度　結果と講評

化学・物質工学科 【関大メディカルポリマー（KUMP）型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、面接員の評価をもと
に総合的に判断します。

●関大メディカルポリマー（KUMP）の研究内容と関連した材料やしくみの設計を通した『ものづくり』によって社会に貢献する目的意識の強い学生かを見極めます。
●「好奇心が強く新しい事象を学んだり新しい価値を生み出したりすることに喜びを感じることのできる学生」かを見極めます。
●化学・物質工学科の特徴、大学の教育理念および化学・物質工学科を専攻することの意義を自分なりに理解しているかどうかを見極めます。
●常に科学について強い関心を有しているかについても評価します。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、専門分野の授業についていけるかどうか基礎学力全般（特に数学・物理・化学）も見極めます。

■ 実施概要

〈第１次選考（書類選考）〉

評価ポイント

選考委員・面接員のコメント

　前段の「評価ポイント」のとおり評価しました。

〈第２次選考（面接）〉
　前段の「評価ポイント」のとおり評価しました。

化学生命工学部
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【AO入試のポイント】
●受験生のアピールしている内容が、関大メディカルポリマー（KUMP）が期待する人物像に合致するか、KUMPの取り組む研究に将来従事する素養があるか、
入学後に専門分野に取り組むのにどのように活かされるのかを評価します。
●選考委員各自が出願書類として提出された「課題レポート」をもとに、Web講義の内容が理解できており、その内容が的確にまとめられているかを確認します。
●入学志望理由、高等学校での成績などがAO入試KUMP型の趣旨に適しているかどうかを判断します。
●入学後は一般入学試験を経て入学した学生と同じ講義を受け、演習・実験を行わなければならないため、特に理系科目を十分に修得していることが重要と考えます。

第１次選考（書類選考）について

　３名の選考委員が「入学志望理由書」、「調査書」などが基準を満たしているかを評価します。さらには、「課題レポート」についてはWeb講義の内容が理解
できており、課題レポートが的確にまとめられているか、その内容と理解度が最低限をクリアしているかなどを評価します。

　工学の基礎となる高校課程の数学と理科の学習内容を十分習得していることに加えて、特に「関大メディカルポリマー（KUMP）の研究内容と関連した材料
やしくみの設計を通した『ものづくり』によって社会に貢献する目的意識の強い学生」、「好奇心が強く新しい事象を学んだり新しい価値を生み出したりすることに
喜びを感じることのできる学生」、「単に知識を増やすだけでなく自ら考えることのできる学生」かを評価します。

2023年度　結果と講評

化学・物質工学科 【関大メディカルポリマー（KUMP）型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、以下の評価ポイントの項で述べている点について、面接員の評価をもと
に総合的に判断します。

●関大メディカルポリマー（KUMP）の研究内容と関連した材料やしくみの設計を通した『ものづくり』によって社会に貢献する目的意識の強い学生かを見極めます。
●「好奇心が強く新しい事象を学んだり新しい価値を生み出したりすることに喜びを感じることのできる学生」かを見極めます。
●化学・物質工学科の特徴、大学の教育理念および化学・物質工学科を専攻することの意義を自分なりに理解しているかどうかを見極めます。
●常に科学について強い関心を有しているかについても評価します。
●一般入学試験を経て入学した学生との学力差がなく、専門分野の授業についていけるかどうか基礎学力全般（特に数学・物理・化学）も見極めます。

■ 実施概要

〈第１次選考（書類選考）〉

評価ポイント

選考委員・面接員のコメント

　前段の「評価ポイント」のとおり評価しました。

〈第２次選考（面接）〉
　前段の「評価ポイント」のとおり評価しました。

化学生命工学部

化学生命工学部

化学・物質工学科

生命・生物工学科

化学・物質工学科

活動実績評価型

関大メディカルポリマー（ＫＵＭＰ）型

学科（専攻・専修）

計

学部

3

4

0

7

合格者

5

6

1

12

合格者

9

14

1

24

5

3

志願者
募集人員

第２次選考第１次選考

【AO入試のポイント】
●受験生自らが誇りを持って説明・アピールできる活動実績が、生命・生物工学科を志望する動機とどのように関わっているのかを評価の対象としました。特に
活動実績を達成するために工夫した点など、自身の活動をわかりやすく説明できるかも評価の対象としました。
●大学で学ぶ講義内容を理解できる基礎学力を有しているかを判断するため、高校での学業成績と面接（第２次選考）内容も考慮しました。
●面接（第２次選考）では、活動実績の内容、入学志望理由、コミュニケーション能力、勉学意欲、大学での修学に必要な基礎学力の確認などを評価の対象としました。

第１次選考（書類選考）について

　選考委員２名が個別に第１次選考資料を閲覧し、（1）出願資格（活動実績等）が生命・生物工学科を志望する動機とどのように関わっているのか、（2）一般
入学試験ではなくAO入試で受験する理由、（3）基礎学力などを総合的に判断し、２名の評価に基づき合否を判定しました。

●広く社会的に認められる活動や資格を有し、学力・人物ともに優れているかを評価します。また、入学後に共通教養科目や専門教育科目（専門分野）を修学
するために必要な基礎学力があるかを確認し、評価します。
●受験生のアピールしている活動実績が、その分野で特に秀でたものであるかを審査します。その際、大学における専門分野の教育と直接関係するものを高く評
価します。生命・生物工学分野と直接関係が薄いと見なされるもの（例えば、クラブ活動（特にスポーツ系）、ボランティア活動、生徒会活動など）は分野との関連
性がきちんと説明できている例は別として、高く評価することはありません。学術活動においては、生物や化学に関連した活動を高く評価しますが、分野との関連
性が薄い場合でも、その活動を通じて生命・生物工学分野への進学を希望するに至った経緯がきちんと説明されていれば、評価の対象とします。探究活動等、
高等学校のコースや授業の一環として行ったものでも、自身が主体となって自らの考えを持って行ったことがきちんと説明されていれば評価の対象とします。

2023年度　結果と講評

生命・生物工学科 【活動実績評価型】
※以下の内容は2023年度の結果と講評です。2024年度AO入試の詳細につきましては、必ず「2024年度AO入学試験要項」でご確認ください。

■ 実施概要

評価ポイント

第２次選考（面接）について

　第１次選考合格者について、面接員３名による個人面接（約30分）を実施し、３名の面接員の評価をもとに総合的に判断しました。

●受験生本人のアピールできる活動実績において、達成するために工夫した点などをわかりやすく説明できているか。
●生命・生物工学科の特徴、生命・生物工学科を専攻することの意義を自分なりに理解しているか。
●共通教養科目や専門教育科目（専門分野）を修得できる基礎学力を有しているか。
●コミュニケーション能力や勉学に対する意欲、努力、熱意をもちあわせているか。

■ 実施概要

〈第１次選考（書類選考）〉

評価ポイント

選考委員・面接員のコメント

　活動実績の内容が一般的なレベル以上であること、その実績がグループ活動や高校のコース内での活動である場合は、自ら考え、主導的な立場で関わっていることを出願書類など
から判断して評価しました。また、生命・生物工学科への入学志望理由がしっかりしており、大学での勉学・研究等に対して主体的に取り組む意欲が感じられるかを評価しました。

〈第２次選考（面接）〉
　実績の説明や質疑応答を通じて十分に自己アピールできることが求められます。質問に対しては、あらかじめ準備した内容を返答するだけでなく、自らの言葉で自らの考えを伝えるこ
とができているか、出願書類に書かれた内容以上に踏み込んだ質問をした際に的確に返答できるか、そこに個性や新鮮さ、熱意が感じられるかを評価しました。基礎学力の簡単な確
認も行い、総合的判断による選考を行いました。

■ 2023年度AO入学試験 志願者数・合格者数
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A O 入 試 &Q A
Q ○○検定◇級しかもっていないのですが、AO入試に出願

できますか？

A 本学のAO入試は、提出していただいた入学志望理由書や資
格、調査書等を総合的に評価しています。
そのため最も重要なのは、取得している資格と、志望する学
部における勉学との結びつきがアピールできることです。た
とえば「資格をもっている」や「○○な活動をした」、「◇◇
の経験がある」というだけではなく、あなたが出願の際に、
その活動成果を志望する学部での学びに結びつけて自己アピ
ールすることが大切です。
なお、学部によっては、「2024年度AO入学試験要項」に例示
をあげているので参考にしてください。また、法学部【Ｉ型】、
文学部【外国語能力重視型】、経済学部【社会人】および外国
語学部 B【クロス留学】・C【英語教員】では出願資格として
基準となる外国語検定試験のグレードまたはスコアを設けてい
ます。詳細は「2024年度AO入学試験要項」〈学部で特に定め
る基準等〉でご確認ください。

Q 3カ月の留学に行っていました。
留学していたのは短期間ですが、AO入試の活動実績に含
まれますか？

A 各学部の出願要件において、留学期間の指定は行っておりま
せん。留学期間が長ければ有利、短ければ不利、といったこ
とではなく、その経験と志望する学部における勉学との結び
つきをアピールできることが重要です。もちろん、ただ単に

「留学してきました」というだけでAO入試に合格できるも
のではありませんので、その経験からご自身がどのようなこ
とを学び、感じたのか、学部の学びにどう生かしたいのかし
っかりと考えてみてください。

Q AO入試について、各学部での倍率はどの程度ですか？

A 昨年度のAO入試結果については各学部の「2023年度 結果
と講評」（P3〜P47）に記載の「2023年度AO入学試験 志
願者数・合格者数」で確認できます。
しかしながら、AO入試の受験で最も重要なことは、これま
での活動経験や資格等と志望する学部における勉学との結び
つきをアピールできることです。合格倍率だけで出願学部・
出願方式を考えるのでなく、あなたが本当に学びの意欲をも
てる学部へ、ご自身の強みを最大限にアピールできるような
方式で出願してください。

Q AO入試の過去問題（第２次選考）はどこでもらえますか？

A AO入試の過去問題は公開していません。
ただし、AO入試ガイドブックではP3〜P47に「2023年度 
結果と講評」として、各学部の実施概要や評価ポイント等を掲
載しています。また、オープンキャンパスにてAO入試説明会
を行う予定ですので、参考にしてください。

Q AO入試は専願ですか？

A 「2024年度AO入学試験要項」では専願と記載していませんが、
「関西大学における志望学部での勉学を強く希望する者」とし
て出願資格に定めていますので、この趣旨をご理解いただいた
うえで出願してください。なお、複数学部を併願することはで
きません。第２次選考日やキャンパス、評価型が異なる場合も同
様です。

Q AO入試とSF入試を併願することはできますか？

A 本学のAO入試とSF入試を同時に出願することは可能です
が、第１次選考に両入試とも合格した場合は、どちらかの入
試を選択して第２次選考の出願をしてください。

Q AO入試において、推薦書は「出願資格を証明する資料」
として扱ってもらえますか？

A 外国語学部で出願する場合は、「推薦書」の提出が必須になり
ます。また、社会学部では「出願資格を証明する資料」がな
い場合に限り、顧問教諭や当該施設・団体の長等によって活
動実績を証明するために作成された「活動実績に関する推薦
書」に代えることができます。詳細については「2024年度
AO入学試験要項」でご確認ください。
なお、その他の学部では、推薦書を出願資格を証明する資料
としては取り扱いません。
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2024年度AO入学試験要項・出願書類（同封物）は以下のURLからダウンロードすることもできます。

●関西大学入学試験情報総合サイト Kan-Dai web

https://www.kansai-u.ac.jp/nyusi/

AO入試についてのお問い合わせ 関西大学 入試センター 入試・高大接続グループ  
〒564-8680 大阪府吹田市山手町3丁目3番35号 06-6368-1121（大代表）

AO入学試験要項最新情報はここから！
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